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    【２００５／０６／０７／０４１９】


    　夜風が頰を撫なでる気配。


    　目を開けた今近衛ここのえ久く遠おんは、しばらくの間、自分がどこにいるのかわからなかった。


    　見上げる視界の先に、天井はない。黒い空と、一面の雲。


    　自分が野外に寝かされていることに気づき、上体を起こそうとする。


    　それだけの動作で、全神経に痺しびれるような衝撃が走った。


    　躰からだがどういう状態にあるかを覚さとる。


    　痛みで意識がはっきりしてくると、気を失う前の出来事も思い出されてきた。


    　倒れる直前まで、戦っていた。相手は久遠の姉、九ここの重え白しら雪ゆきが差し向けてきた刺し客かく。姉の側そつ近きんを名乗る《シャトー》・Ｓ・ティアラとの死闘は、言葉どおり、どちらが死んでもおかしくない戦いだった。


    　勝負の結末は憶えていなかった。だが、どうにか生き延びられたようだ。


    　躰を這はい回る痛みが、まだ命があると教えてくれている。


    　喜ぶべきか判断しがたい、痛覚刺激の総量。


    　ティアラとの戦闘において、久遠は肉体にかなりの無理を強しいていた。その結果が、現在躰に残るこの不具合。


    　躰を労いたわりながら起き上がる。ようやく、自分がどこにいるか知ることができた。


    　久遠が寝ていたのは、ベンチだった。すぐ目の前に線路が見える。


    　小さな駅のホームに久遠はいた。


    「……何時だ？」


    　周囲に、ひとの姿は見当たらない。時計を探し視線を巡らせると、駅名が書かれた標示板が目に入った。読み取り、うろ覚えの知識を掘り起こす。


    　県内西部にある、私鉄分線の一駅である。倒れる前にいた聖セントバーナード学園からも、活動拠きよ点てんである九重探偵事務所からも、相当離れた場所だった。


    　なぜこんなところに来ているのか。


    　それを教えてくれたのは、背後に立っていた影だった。


    「……気がついたか、久遠」


    　突然声をかけられた久遠は、身を固くする。傍そばに誰かがいるとは思っていなかった。


    　人ひと気けがなかったはずの闇へ振り返る。


    　そこにいた男を目にして、驚きはさらに度を増した。


    「……外そと木き場ば……」


    　躰を覆おおう黒衣の暗殺着コート。その下に秘めた、錬れん鍛たんの筋骨。


    　世界最強と評される、全人類の仇きゆう敵てき。


    　外そと木き場ば外うい郎ろーが、久く遠おんの隣に姿を現していた。


    「お前が気を失ってからおよそ半日。もうすぐ陽が昇る」


    　外木場の声は、あたりの闇と同化するようだった。深く清すんでおり、そして暗い。


    「僕をここへ連れてきたのは君か？」


    　頷うなずきは、肯こう定ていの返答。


    「聖セントバーナード学園で動きがあると知り、霞霞かすみか市に戻ってきた。お前とティアラの戦闘には介入できなかったが、事後処理には間まに合った。お前が白しら雪ゆきの手に落ちる前に連れ出せた。危ういところだったが」


    　改めて見直すと、久遠の傷には手当てがなされていた。出血も止まっている。


    　友人とは呼びがたい知人に、礼を言う。


    「助かったよ。この有様じゃ、ひとりで家まで帰れるかすら微妙だっただろうし」


    　外木場は久遠の言葉を遮さえぎった。


    「安心するのは早いな。危険はまだ去っていない。危機は、白雪側からもたらされるばかりではなかろう」


    　漆しつ黒こくの瞳が、久遠を注視する。


    「ティアラに勝つため、加重召喚オーヴアーロードを使ったな？　……戦闘が行おこなわれた跡を調べた。あの場に残されていた毒の仕掛けを破るには、召喚を使うしかなかったはずだ」


    「さすが。よく見抜けるもんだ」


    　外木場は冗談になどつきあわない。久遠に言い聞かせるように語り出す。


    「お前にプログラムを与えた後、俺が話したことを憶えているか？」


    　今近衛ここのえ久遠は既すでにこの世の人間ではない。


    　彼は《多角的推理プログラム》と呼ばれるシステム上に並べられた、データ体のひとつ。生前の彼から摘出された記憶であるにすぎない。躰からだを動かしているのはあくまでプログラムであり、久遠はその主格。生きている人間とは言いがたい存在なのである。


    　九十九のデータを抱えるプログラム、《救世主殺しオラトリオスレイ》。


    　それを九ここの重え九く音おんの躰に与えたのは、外木場だった。


    　そのときの会話を思い出しながら答える。


    「ああ。できるだけ加重召喚オーヴアーロードは使うな、ってことだろう？　……だけど他に手はなかった。ティアラさんに勝つには、並大抵のやりかたじゃどうにもならなかったんだ」


    「その答えが召喚と、左指か」


    　外木場はそちらを見ながら指摘する。


    　久遠の左手は、指二本が切断されていた。


    　プログラム《救世主殺しオラトリオスレイ》に隠された、加重召喚オーヴアーロードという能力。それは九十九の各記憶をもとに、外そと木き場ば外うい郎ろーのフェイクを[image: ]り出す機能だった。


    　昨日の戦いで久く遠おんに成り変わったソトキバは、己おのれの指を弾丸に使用するという戦法で敵を倒した。そのため久遠の左指は失われたまま、傷跡を塞ふさぐように包帯が巻かれている。


    　外木場は独り言のように呟つぶやく。


    「左指の損失。お前がソトキバであることを思えば、暗示的ではあるが。……にしても、代償は大きい」


    　一時の勝利を得るために、記憶データの大半と二本の指を失っている。対価としては高くついた。


    　久遠は自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。


    「僕は罰を受けるのが好きなのさ」


    「自じ虐ぎやくにすぎる」


    　暗殺者の口からは嘆たん息そくが洩もれた。


    　質問は、それだけで終わらない。


    「……《救世主殺しオラトリオスレイ》はまだ動くか？」


    「僕の意識があるってことは、大丈夫なんだろうけど……」


    　外木場からの問いに、久遠は自分のプログラムを動かそうと試こころみる。


    「いや、使わなくて良い。確認しただけだ」


    　続いた一言は、意外なものだった。


    「久遠、お前はもう戦うな」


    　思わず久遠は外木場の顔を見返していた。


    　向かい合う暗殺者の表情からは、何も読み取れず。


    　ホームの灯りは薄暗いが、それが原因ではない。外木場は、感情を表にしないのである。


    「……どういうことだ？」


    「聞いたままだ。以後、お前には《救世主殺しオラトリオスレイ》の使用を認めない。これ以上プログラムに負担をかければ、お前のデータまで破壊されてしまう」


    　久遠の前に立つ男が言った。


    「《救世主殺しオラトリオスレイ》は壊れる瀬せ戸と際ぎわにある。九十九あったデータのうち、いくつが残っているのかは知らない。が、そう多くはないと想像がつく。それは、加重召喚オーヴアーロードによって消費されるデータが不足していることを意味する」


    　プログラムを強制酷使する加重召喚オーヴアーロード。


    　強力な切り札となりうるシステムだが、使用する際にはリスクがつきまとう。


    　それが焼き付きと呼ばれる、内蔵データの消滅だった。


    　データのみの存在である久遠にとって、データの焼き付きはもっとも忌いむべき事態。


    　データの消失は、自みずからの死にも等しい。


    「……プログラムを使わずにいれば、お前のデータも保持できるだろう。数年か、あるいは十年単位で。お前はそれだけの期間生き延びることができる」


    　外そと木き場ばの言葉は正論だった。久く遠おんの実状を考えれば、プログラムを使い続けるのは無む謀ぼうである。消えたくないなら、彼の助言に従うべきだったろう。


    　だがそれは、久遠が求める望みではなかった。


    「ふざけないでくれ。そんな余生に何の意味がある？」


    　一九九九年一月十三日、彼はデータを抜かれ、その時点で一度死んだ。その死から舞い戻ってきたのは、自分が生きたいと思ったからではない。


    　九く音おんが久遠として戻ったのは、ひとりの少女を護るため。


    　彼の姉、九ここの重え白しら雪ゆきによって人生をねじ曲げられた、七なな歳とせ美み郁いくという少女のためだった。


    　かつて救えなかった彼女を護ることこそが、久遠の存在意義であり、そのためならどれだけ傷ついても構わないと思ってきた。


    　外木場は自じ虐ぎやく、と言うが、久遠にとっては自己など、とうに失われている。自分が生きることに関心は見み出いだせない。自みずからに課した誓せい約やくを果たすため現世ここにいる。使命があるからこそ、生の切れ端にしがみついている。


    　だから頷うなずけない。プログラムを使わないなどとは、言えなかった。


    　外木場を納得させるには、虚勢を張る必要があった。


    「僕が平気だってところを見せてあげるよ」


    　まだやれることを証明しようと、久遠は動く。


    　プログラムとの接続を開始。


    　脳内のスイッチを跳ね上げるイメージ。プログラムが活性化し、主格である久遠以外のサブルーチンと相互連動回線が開く。


    　途端に、激しい頭痛が久遠の脳神経を圧迫する。同時に、途切れ途切れの音声が聞こえてきた。その声は怒気を孕はらんでいる。


    『この馬……鹿が！　プログラ……ムを切れ！　現状俺……たちのプログラムは……』


    　久遠とともに《救世主殺しオラトリオスレイ》中に封入された、階きざはし絶ぜつ無むが叫んでいる。それを抑えつけ、外木場には聞こえない脳内の通信で嘆たん願がんする。


    「少しだけ我慢してくれ！　外木場を承知させる間だけでいい！」


    　以心伝心は早かった。久遠と階は、データを共有することによって互いの知識、情報を分け合うことができる。久遠の言いたいことは、すぐさま階にも伝わった。


    　渋々、主張を受け容れる階。


    『……わかっ……たよ。だが早く……しろ。プログラムの稼か……働どう率りつは五パー……もねえ』


    　階の声は細切れだった。それだけでもいかにシステムの調子が悪いかの推量がつく。彼の指示どおり、今すぐプログラムの使用を中断すべきなのだろう。


    　しかし久く遠おんは不都合を圧おし、外そと木き場ばに請うけ合う。


    「大丈夫。絶ぜつ無むともまだコンタクトは取れてる。心配ありがとうだってさ。落ち込んだりもしたけれど、僕らは元気です……っつ！」


    　プログラムからのフィードバックが、躰からだにも痛みを走らせる。


    　外木場からしてみれば、久遠の無理は明白だったのか。


    「元気そうには見えないな。言葉を選び直すべきだろう」


    「いけるって言ってるだろ？　……僕はまだやれるんだ。僕は美み郁いくちゃんを姉さんから護るためにここにいる。そうできる機会を、奪わないでくれ」


    『久遠……』


    　絞り出すようにして話す久遠の様子に、深しん甚じんな吐と息いきを洩もらす階きざはし。


    　外木場は首を振った。


    「階もお前と同意見か？」


    『……ほんとのこと言うと、俺……はプログラム……を使うべきじゃね……えと思う』


    　話を聞いていた階が、プログラム内で意見を述べる。


    『だが、……お前の決心がそこまで固かてえって言うのなら。……つきあうぜ……。俺……たちは途中で投……げ出したりしねえ！』


    　階の意見を久遠が伝える。


    　外木場は納得したかの如ごとく呟つぶやいた。


    「……そうか」


    　だがそれを、了解と取るには早計すぎた。


    　次に外木場が告げた代案は、あまりにも厳しいもの。


    「お前たちが戦いを続けるというのであれば、俺から与える選択肢はない。もう一方の案を使わせてもらう。……お前たちが戦えないよう、プログラム中のデータを再抽ちゆう出しゆつする」


    　抽出という言葉の響きに、息を呑む久遠。外木場は続ける。


    「お前たちの動向は把は握あくしている。三か月ほど前、枯かれ野のと戦ったな？」


    「ああ。だけどどうしてここで、枯野さんの名前が出てくる？」


    　話の到着点が汲くみ取れなかった。


    　枯野は、世界で二番目に強い、と異い名みようを取る暗殺者。かつては外木場の配下として、拡大人的破壊の前から彼に従っていた男だった。


    　久遠たちが枯野と死し合あったのは三月。そのときも、加重召喚オーヴアーロードを使用することで勝利を収めたのだが。


    「枯野は今、こちらで預かっている。お前たちが与えた肉体的なダメージはほぼ癒いえた。……ただ知ってのとおり、奴の記憶は《救世主殺しオラトリオスレイ》の中にある」


    　久遠たちと戦ったときの枯野は、白しら雪ゆきによってデータを抜かれた操あやつり人形だった。彼のデータは九十九の記憶のひとつとして久く遠おんたちと同じプログラム中に収蔵されており、そのため彼は全力の彼ではなかった。だからこそ勝てた、という一面もある。


    　だがそのことが、プログラムの再抽ちゆう出しゆつとどう繫つながっていくのか。


    　外そと木き場ばは重々しく告げる。


    「もしも枯かれ野のがかつての域レベルで動けるまでに回復する見込みがつけば。……お前のプログラム中にある枯野のデータ、その残ざん骸がいを、摘出させてもらう」


    　口こう舌ぜつには淀よどみもなく。


    「データが戻れば、奴は再び戦えるようになる。俺はこの先、あれの力が必要になる場面がくると予測している」


    　枯野は外木場の右腕とも称された技量の持ち主。


    　その戦闘力は、外木場にも引けを取らない。彼が戦列に戻るとなれば、心強いことこの上なかった。白しら雪ゆきに対抗するための頭あたま数かずは、いくらいても多すぎることはない。


    　だが反面、枯野の復帰は問題を抱えてもいる。


    『待て……よ！　それじ……ゃ久遠は……』


    　階きざはしの言葉を引き取って、外木場に尋ねた。


    「……なら、僕はもう要いらないってことか？」


    「正確ではないな。その答えは」


    　外木場の態度は、揺るぎのない壁にも似ていた。


    「現在のお前は、戦闘行為に耐えうる状態にない。であれば美み郁いくにつける、代わりの護衛がいる。それだけのことだ」


    「僕はまだ戦える！」


    　そう言う瞬間にも、頭痛は止やまずに襲ってくる。


    　声を張るだけでも辛つらそうな久遠に、外木場は言う。


    「自分の躰からだだ。自分がいちばんわかっているだろう？　……お前のやる気は関係ない。重要なのは、お前が本当に美郁を護りきれるかという点であり、そしてそれはもう不可能だ」


    　突きつけられた事実は、死刑宣告にも等しい無む慈じ悲ひさを含んでいた。


    　ベンチに崩れ座る久遠。無言で告知を反はん芻すうする相方に代わって、階が質問した。


    『枯……野のデータはもう焼き付いてる。それ……を取り出……すことはできんのか？』


    「……絶ぜつ無むが聞いてるよ。プログラム中から、枯野さんの記憶をピックアップすることなんてできるのか、だってさ」


    「困難だ。枯野のデータが、加重召喚オーヴアーロードの負ふ荷かで使いものにならなくなっているなら余計に。……だが、特定のデータひとつを抽出するのでなければ、サルベージの仕様はある。全体を抜き出し、残された情報から目当てのデータを再構成すればいい」


    　久遠を通つう訳やくに、外木場はかつての敵に説明する。


    「プログラムの中で、お前たちの記憶はそれぞれ相互に混じり合っている。もともと記憶の混在化こそが目的で造られたシステムなのだから当然だが。……各データは深く結びつき、変容している。異なるデータ同士間で、情報の組み替えが行おこなわれている。だから残ったデータ内にも、該がい当とう情報の一部が含まれているはずだ。それを集めれば、焼き付いたデータも修復できる。俺の知るプログラムの研究者は、できると言っていたが」


    　外そと木き場ばの話は、専門的すぎた。


    「はっきり言ってくれ。それをやったら、僕たちはどうなるんだ？」


    「プログラムを調整すれば、残存する個人情報に影響が出る可能性がある。データを弄いじれば、《救世主殺しオラトリオスレイ》が元どおりに機能するかは不明だ。お前や階きざはしが変わらず存在していられるかについて、結論は出ていない」


    　つまりデータを抜き出されたなら、久く遠おんたちは消滅するかもしれないのだった。


    　多角的推理プログラムには謎が多すぎる。白しら雪ゆきでなければ説明できない部分も多い。外木場側にしても、容易に結論の出る技術ではないのだろう。


    「俺としても、そちらの方法は選びたくない。……データ抽ちゆう出しゆつの件は、あくまで仮の話だ。枯かれ野のの復帰を見込んで予定を組むのは、賢明なやりかたではない。この話はお前に手を引かせるための、交こう渉しよう手段だ」


    　言葉には意外にも、こちらを気遣うニュアンスが感じられた。


    　それを裏づけるような言が続く。


    「お前たちが戦いから身を退ひくというのなら、美み郁いくの護衛は俺が引き受ける。この街で生活することはできなくなるが、彼女の安全は約束する。……休息の時間だ、久遠」


    　久遠を諭さとす外木場。


    「結果だけを見るなら、お前はここまでよくやった。責任は既すでに果たし終えている」


    「僕に消えろと言ってる奴にすれば、優しい台詞せりふだな」


    「事実だ。俺は事実しか口にしない」


    　しかし世界一非情と言われる男が、優しさの欠片かけらを見せたのはそこまでだった。


    「断っておくが、お前の答えが否定なら、俺は俺の良いと思われる方法でことを進める。お前も階もわかっていることだろうが」


    　外木場らしき合理性とでも言うべきか。


    　外木場は、久遠の都合を慮おもんぱかって動いてくれるわけではない。彼には彼の目的がある。


    　彼らは白雪と対立している、という一点で結びついているだけであり、気心の知れた友人などではなかった。


    　もし久遠とも利害が一致しないとなれば、外木場は容よう赦しやなく彼を切り捨てるだろう。彼がそうした男であると、ソトキバでもある久遠は理解している。


    　暗殺者は同情で行動を変えたりはしない。目的を果たすことだけを念頭に動くのが常。


    　理論ずくめの男が言う。


    「お前の意思を確認したのは、《救世主殺しオラトリオスレイ》を与えた一件があるからだ。お前が戦うと主張するのは、俺にも責任の一いつ端たんがあると考えるからこそ、俺はお前に関わっている。極論、お前が邪魔になると思えば、意思を無視してでもプログラムを返してもらう」


    　データの摘出は消滅だと教えられたばかり。


    　なのに外そと木き場ばは、躊ちゆう躇ちよなくそれを言いきった。暗殺者である彼に寛かん恕じよの心を求めるのは、見当違いも甚はなはだしい。


    　外木場の行動を決定するのは、外木場の意思のみ。その他の意見、諸事情などは、彼の意思を方向づける際の判断材料にすぎない。潔いさぎよいとさえ思える姿勢だが、階きざはしは喜ばず。


    『……くたばれと……伝えろ、久く……遠おん』


    　悪態の指示にも、久遠は言葉を返さなかった。


    　ベンチに座ったまま、外木場に言う。


    「……一日だけ考えさせてくれ」


    　答えを引き延ばしてもしょうがないとは気づいていた。


    　もとより外木場に、譲歩など期待できない。彼が久遠に意見を求めたのは、形式だけのものだった。久遠が頷うなずこうが頷くまいが、外木場は自分の考えを貫つらぬくだろう。


    　だが昨日から続く忙せわしない状況推移は、落ち着いてことを思案する間まをくれなかった。


    　僅わずかでも、悩む時間が欲しかった。


    　外木場は、久遠の請せい願がんを受け容れてくれた。


    「……明日まではこの町にいる」


    　躰からだも心も傷ついた男を憐あわれに思ったのか。そうではないと、すぐに知れる。


    「白しら雪ゆきに探りを入れるつもりだ。向こうが俺を索敵していることを考え合わせれば、霞霞かすみか市付近に滞在できる猶ゆう予よはそうない。……明日までに決めろ。答えはそのときに聞く」


    　この時間にここで、と言い置いて、外木場は去りかける。


    　一陣の風が靡なびき、久遠に瞬まばたきを強要した。


    　彼が目を開けたとき、外木場はもういなくなっていた。


    



    



    【今日を生きるための観察日記／①】


    　朝から曇どん天てんが続いておりました。


    　私は窓辺に座り込み、所長代理が事務所に帰ってくるのを待っていました。


    　私が住んでいるマンションは、六階建ての六階。道路を隔へだてた、九ここの重え探偵事務所の正面に当たります。窓から下を覗のぞけば、事務所の入り口が見えました。


    　目覚ましが、七時を報せてくれます。


    　私は喧やかましく鳴るベルを黙らせてから、昨晩から数えて何度目かの溜ため息いきをつきました。天候のせいか気温は上がらず、六月だというのに肌寒さを覚えるほど。


    　昨日聖セントバーナード学園で持ち上がった騒ぎののち、私は後始末に追われることになりました。事件は学園中を巻き込む規模で行おこなわれましたから、どうにか襤ぼ褸ろの出ないよう体てい裁さいを取り繕つくろうのにも、大変な手間がかかりました。白しら雪ゆきさんの配下がばらまいたプログラムを解除するだけでも、一仕事だったのです。


    　プログラムに操あやつられた生徒たちを元に戻し、それが終わったのが午後の七時頃。


    　私が所長代理のことに思い至ったのは、そのときでした。


    　重度の怪け我がを負っていたはずの所長代理は、学園内から消えておりました。どこを捜しても見つかりません。


    　見つかった手掛かりと言えば、第三校舎の上階ホールに残っていた血溜まりだけ。


    　おそらく所長代理の失しつ踪そうは、その血と関係しているのでしょう。


    　そこで戦闘が行われたのは、見間違えようもない事実です。所長代理は私に黙って、何者かと戦ったのだと思われました。


    　その戦いがどういう結果に終わったのかは、推測しかできませんでした。現場には大量の血液を除き、導きとなるものは残されていなかったのです。


    　所長代理の安あん否ぴは不明でした。けれども昨日の様子を思い出す限りでは、良い想像は浮かびません。


    　私が最後に見たときでさえ、所長代理は半死半生の体ていだったのです。あの状況下から、さらに一戦交えたとすれば、加重召喚オーヴアーロードを使ったとしか考えられません。


    　加重召喚オーヴアーロードは精神と肉体を極端に損そこなう切り札。使用した所長代理が無事でいると考えるのは難しいことでした。


    　私は時間の許す限り所長代理を捜そうと努めました。しかし結局行方ゆくえはわからず、私にできたのは、彼以外の負傷者たちを病院へ送り届ける手配をすることくらい。それが済んでからは、マンションに戻って帰りを待つより仕方のない次第となりました。


    　私は待ちます。時計は進み、七時半を告げました。


    　所長代理は姿を見せません。


    　私を待たせるなど、言ごん語ご道どう断だん。あってはならぬことです。帰ってきたら二時間お説教コースでした。


    　ですがそれも、無事に帰ってきたらの話です。もし何事もなく帰ってきたら、情じよう状じよう酌しやく量りようを認めてあげても良かったのです。


    　一睡もしていない躰からだは疲れていましたが、休めるものではありませんでした。


    　私はなおも窓辺で見張りを務めます。できれば事務所で待ちたいところでしたが、それは危険なことでもありました。


    　最悪の事態も考えておかねばなりません。物事は大抵悪いほうへ転がるもの。


    　もし所長代理が白しら雪ゆきさんに捕まっていたならばどうか。


    　その場合、事務所にやってくるのは敵方の手の者でしょう。私ひとりでは、所長代理の行方ゆくえを聞き出すのは困難です。周りに無事でいる味方が皆かい無むとなった今、私まで捕まるわけにはいきませんでした。


    　慎重を期して、マンションから事務所の様子を窺うかがいます。


    　やってくるのは所長代理か、それとも敵か。


    　部屋の扉をノックしたのは、そのどちらでもありませんでした。


    　ノックとほぼ同時に、扉が押し開けられました。


    「美み郁いく、起きてるなら……」


    　覗のぞいたのは眼鏡をかけた、理知的な顔。


    　私の保護者でもある蓬ほう萊らい麗れい華かさんが、帰宅されていたのです。


    　装いは濃紺のブランドスーツの、パンツスタイル。揃えられたセミロングの髪は、品の良い茶色に揺れています。私が抱いている『できる女』のイメージを具現化したようなお姿。


    　本業は弁護士をなさっており、御おん年とし二十四歳。私の姉や、白雪さんと同級生に当たります。昔から白雪さんや姉が引き起こすごたごたに関わることが多く、その過程で彼女らと友達づきあいをされるようになったのだと聞いています。


    　私はおかえりなさいを言うよりも先に、気にかかっていたことを尋ねていました。


    「麗華さん、ユウさんは？」


    　勢い込んで尋ねた私に、麗華さんは首を振られました。


    「まだ意識は戻ってないわ。躰からだのほうは、そんなにたいした怪け我がでもないそうだけど……」


    　私はその報告に溜ため息いき吐と息いき。


    　私には所長代理がどうなったかのほか、もうひとつ気がかりなことがありました。


    　それは、昨日私がプログラムを使用した相手のことです。


    　その相手とは、私の馴な染じみ深い知り合いである、荒あら礼らい熊ゆうさんでした。白雪さんによって操あやつられた彼女に対し、私は自みずからのプログラム《非礼自在コトミカツキ》を行使していたのです。


    　プログラムの効果は、データ破壊。


    　私の《非礼自在コトミカツキ》は、一度体内に流れ込むと、プログラムに関係するデータを消去してしまう性質を持っていました。ユウさんは白雪さんが打った《空色々紙クリアカラー》というプログラムに洗脳されており、それを解除するためにはどうしても仕方のない処置でした。


    　しかしその結果、ユウさんは目を覚まされませんでした。


    　ユウさんにプログラムを使ってから、私は救急車を呼び、彼女を病院まで搬はん送そうしてもらいました。同乗していきたかったのですが、私には操られたままの生徒たちを元に戻すという任務が残っており、そうするわけにはいかなかったのです。


    　そのため私は麗れい華かさんに連絡して、ユウさんの付き添いをお願いしたのです。おふたりはご友人同士でしたから、急報を受けた麗華さんは、仕事をおいて駆けつけてくださいました。


    　そして今ようやく、麗華さんが病院から戻ってこられたのです。


    　私はご迷惑をおかけしたことをお詫びします。


    「お忙しいのにすみませんでした。私も行こうとは考えたのですが……」


    「いいわ。面会時間は過ぎてたから、あなたが来ても入れなかったし。私は強引に泊まり込んだけど」


    　麗華さんのお父様とすぐ上のお兄様は、警察関係のお仕事に従事されています。そのため県内を始め、各方面で色々と融ゆう通ずうが利きくのです。


    　麗華さんは、うなだれる私を見ながら長い溜ため息いきをつかれました。


    「あなたを薄情な子だとは思ってないけどね。美み日か月つきならともかく、あなたは真ま面じ目めだし」


    　私はこの五年、麗華さんのもとに居い候そうろうしておりました。互いの性格くらいはわかり合っているつもりです。


    「……あなたにはユウを私に任せて帰らなければならない理由があった。それもおそらく、白しら雪ゆき絡みの」


    　麗華さんのご指摘は、肝きもを押さえていました。私は所長代理のことがあったため、マンションを離れられなかったのですから。
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    　にしても話も聞かずに、それを察して下さったのはさすが。


    　麗れい華かさんが聡明なかただとは、そこらの五歳児でも知っています。


    　新しん進しん気き鋭えいの遣やり手て法律家、蓬ほう萊らい麗華の名前は、どこへ行っても通用しました。


    　九ここの重え白しら雪ゆきの親友、《女王陛下の五十二枚》、クローバーのクイーン。


    　その肩書きは伊だ達てではありません。本人が好む好まぬにかかわらず、ついて回るのです。


    　そんな私の保護者氏は、きびきびと仰おつしゃいました。


    「じゃ、何があったか話しなさい。ただその前に顔を洗って、着替えたほうが良さそうね」


    



    　私は昨日から着たきりだった制服を脱ぐよう命じられ、浴室へと追いやられました。各種心配ごとが積み重なり、私は自分の着替えにまで心が及んでいなかったのです。


    　シャワーから上がると、ダイニングから麗華さんが顔を出されました。お皿を片手に持ちながら、ソファに掛けてある衣装カバーを指して仰しゃいました。


    「それでも着なさい。帰りにユウの店から引き上げてきたから」


    　カバーを外すと、そこには真新しい真しん紅くの上下が揃っていました。


    　薄手ながらも、対弾性に優れた素材でできたシャツ。その上から羽織る広袖の長衣に、クラシックなロングスカート。いずれも丁てい寧ねいな刺し繡しゆうとフリルライン付き。


    　昨日ユウさんからできあがったと電話のあった服でした。


    　私は上着以外を身につけます。オーダーメイドの衣装は作り手ユウさんを連想させました。赤は危険の信号色。不安ばかりが募ります。


    　着替え終えた私は、リビングで昨日起きた事件について話しました。


    　学園が襲撃されたこと。ユウさんが操あやつられ、彼女を敵としなければならなかったこと。


    　私と所長代理は、これまで麗華さんに私たちがしていることを話していませんでした。


    　ユウさんとは違い、麗華さんは一般人の範はん疇ちゆうに含まれるかたです。戦闘方面にはお詳しくありません。私たちが白雪さんの刺し客かくと戦っているなどと知らせたところで、要いらぬ心配をおかけするだけと考えたのです。


    　しかし今日、ユウさんが病院に運ばれることになった顚てん末まつを話さないわけにはいかず、とうとう麗華さんにも事情を説明することになりました。


    　とはいえ、プログラムについての細部までは話しませんでした。私の能力を知っているのは限られた人間だけにとどめておくべきでしょう。知れば危険な秘密です。


    　ひととおりの説明を聞き終えた麗華さんは、険しい表情で考え込まれました。


    　切れ上がった眉尻の端に、煩はん憂ゆうの色が浮かんでいます。普段は物事に怖おじるということのない麗華さんも、さすがにことの成り行きを案じておられる様子。


    「……あなたがとんでもないことに巻き込まれてた、ってことはわかったわ」


    　麗華さんのお声には、失望の音色が混じっていました。


    「私にまで事情を隠してたのにはがっかりしたけど」


    「それは！　……いえ、悪いのは私です。話そうと思えば話せたのですし。でも……」


    「冗談よ」


    　麗れい華かさんは心もち微笑ほほえまれました。


    「あなたと久く遠おんが何かしてるのには気づいてた。白しら雪ゆきの情報を集めるうち、何度かその現場であなたたちを目撃したって証言にも当たったし。……そもそも、私に隠し事ができると思う、美み郁いく？」


    　よく考えれば、ばれていないと考えるほうがどうかしていました。


    　先に申しましたように、彼女の身内は警察関係者。加えてもうひとりのお兄様は、某国国防総省で働いておられます。それはまた、白雪さんについての情報を入手しやすい立場だとも言えました。親族の伝手パイプを通せば、麗華さんにはいくらでも情報が入ってくるのです。


    　本業の傍かたわら、麗華さんは始終白雪さんの行方ゆくえを気にかけておられました。ですから私たちが白雪さんの配下と接触していたことなど、麗華さんには筒抜けだったのです。


    　私が浅せん見けんを恥じている間も、麗華さんは思案しておられました。


    　考えた末に、私に尋ねられます。


    「あなたたちの行動は別として。……今までの話でわからないことがあるんだけど」


    「どこか説明不足でしたか？　一応、全部話したつもりですが」


    　話せる範囲では、という言葉を呑み込んで、私は聞き返します。


    「なぜ白雪は、ユウを操あやつるなんて手間をかけたの？」


    　けれど飛んできたのは、想定外の疑問でした。


    「あいつの配下にはいくらでも命令に従う暗殺者がいるはずなのに、どうしてわざわざユウを使う必要があったのか。……そこが繫つながらない。そこが回りくどいように感じる」


    　私はその問いに答えることができませんでした。《非礼自在コトミカツキ》については、さすがに話せません。私の能力を知らなければ、白雪さんがユウさんをけしかけた理由ははっきりしないでしょう。


    　私はどう言ったものか迷いましたが、麗華さんは答えに構われませんでした。


    　彼女の問いは、ずっと鋭く核心を突くものだったのです。


    「ずっと思ってたんだけど、拡大人的破壊からこのかた、白雪のやることにはぶれがあるのよね。昨日のもそう。中途半端なのよ。白雪らしくない」


    「……と言いますと？」


    「自分に反抗してるユウに制裁を加えるつもりだった。もしくは、あなたに心理的ダメージを与えるつもりだった。話を聞く限り、昨日の事件はそう考えられなくもない。……でもそれなら、他に巧うまいやりかたがいくらでもある。あなたたちを痛めつけるにしても、もっと即効性のある手が打てるでしょう。私だってふたつみっつは思いつくもの。白雪に考えつかないはずがない」


    　かつての親友に、麗れい華かさんは批評をぶつけられます。


    「あなたに対する白しら雪ゆきのアプローチが、甘すぎる」


    　麗華さんの仰おつしゃることは、私にも理解できました。


    　白雪さんは敵対する者に情けをかけるようなかたではありません。気に入らない者がいれば、もっとも効率的な手段で排除しようとなさるでしょう。


    　これまで私は、私のプログラムや所長代理の力でもって襲撃者を片づけてきたのだと信じておりました。ですが今麗華さんから疑問を聞かされて、その考えに揺らぎが生じました。


    　もしこれまで私たちに差し向けられてきた敵が、何らかの意図によって順じゆん繰ぐりに送り込まれてきていたのだとすれば。


    　それはいかなる目的のためなのでしょうか。


    　考え込む私に、麗華さんは勘違いされたようでした。


    「あ、誤解しないでね？　あなたがもっと酷ひどい目に遭あえとか、そういう意味じゃないから」


    「そんなことは思いませんけど。……言われてみると不思議です。私を殺そうと思えば、いつでも殺せたはずですよ。私を自由にさせていたのは、白雪さんの余裕だろうとも思っていました。でもそれが違うとしたら……」


    　麗華さんの意見はより直接的でした。


    「白雪はあなたに何かをさせたがってるんじゃないかって。そうとしか考えられない」


    　私は昨日、白雪さんの配下が仰しゃっていたことを思い出しました。


    　あの侍従テイアラさんも、私に仲間になるよう勧めていました。それを鑑かんがみれば、麗華さんの指摘もあながち外れているとは言えないでしょう。


    「ですけど、私は協力するつもりなどありませんしね。そもそも白雪さんの天下統一に、私がどれほど役に立つものかも量りかねます」


    　唯ゆい一いつ役に立ちそうなのは《非礼自在コトミカツキ》の力ですが、それも相手がプログラム保持者である場合に限られました。普通の暗殺者を敵にするなら、私は取るに足りない存在なのです。


    　私のプログラムについて知らない麗華さんは、私より考えあぐねておられました。


    「悔しいけど、白雪の考えは私たちに推測できるものじゃない。考えたところでしょうがない、なんて思考放ほう棄きはしたくないんだけど」


    　おふたりは、学生時代からのお知り合いです。当時から麗華さんは白雪さんの自称ライバルを公言しておられたと聞いています。


    　そして昨今、麗華さんは、白雪さんに傾倒していく世界情勢のなかで、彼女に表だって反対を表明する立場を取っておられました。昔とは変わってしまった白雪さんのやりかたに、正面から抗議されている、希少な女性なのです。


    「せめてあいつが、何をやりたいのかだけでもわかればね……」


    　言葉には郷きよう愁しゆうにも似た響きが混じっておりました。


    　かつての友情は泥どろにまみれておりましたが、麗れい華かさんは白しら雪ゆきさんとの絆きずなを絶たたれることはありませんでした。


    　持ち前の正義感から、そして友人だった白雪さんの所行を憂うれうからこそ、麗華さんは白雪さんに対立されているのです。


    　麗華さんの心中も、私に劣おとらず複雑なのであろうと思います。


    　私たちは互いに黙り込み、思案に耽ふけっておりましたが、やがて麗華さんが仰おつしゃいました。


    「……それより、何か食べなさい。昨日から食事、取ってないんでしょう？」


    　私が身み支じ度たくしている間に、麗華さんはキッチンを覗のぞかれたに違いありません。流し台の水切り場は、昨日の朝、出がけに私が片したままの状態でした。


    　私はものを食べる気分ではありませんでした。


    「ダイエット中なんです」


    「そう、胸から[image: ]やせなきゃいいけどね」


    「麗華さんたちとは違って、もとから[image: ]せるほどありません」


    　私の返しに、麗華さんはおそろしくにこやかな笑顔を作られました。


    「……私が食べなさいって言ってるんだけど？」


    「……食べます」


    　微笑ほほえんでいる人間とは思えぬ威圧感が、私の主張を打ち砕きました。麗華さんの笑顔が出たが最後、私に抗する術すべはありません。


    　このまま押し問答を続ければ、無理矢理口に料理を詰め込まれるかもしれません。麗華さんならやりかねませんでした。何事につけても強硬策がお得意なのです。それは誰かを弁護するときだけに限りません。


    　私を迫力で屈くつ服ぷくさせた麗華さんは、有う無むを言わせない手て際ぎわの良さで、朝食の用意を始められました。冷凍庫で保存していたハンバーグなど、体調の良い日でも遠慮したいようなメニューです。


    　けれど食べないと恐ろしいことになるやもしれませんでした。私は少しずつお箸はしを動かしながら、もそもそと、それを食べました。


    　そうするうちに、昨日からの疲れが睡魔となって襲いかかってきました。


    　私が食べ終わるのを見計らい、麗華さんは私の部屋を指されます。


    「何かあったら起こしてあげるから、休んできなさい。寝てないんでしょう？」


    「大丈夫です。起きています。白雪さんに比べれば、睡魔など敵のうちにも入りません」


    「寝ぼけたひとが言いそうな台詞せりふに聞こえるけど」


    　溜ため息いきには、私の無茶を窘たしなめる調子がありました。


    「私も白雪や美み日か月つきに振り回された口だから言うけどね。あいつらのペースにつきあってると疲れるだけ。真ま面じ目めに相手してちゃ躰からだがもたない、くらいに考えなさい」


    「生あい憎にく、楽天家からは程遠い性格でして」


    「……今すぐ自分で寝に行くか、強制睡眠に突入したいか、どっち？」


    「……前者でお願いします」


    　またしても笑顔に敗北した私は、麗れい華かさんに反論しておきました。


    「それではまるで、ユウさんの解決方法ですよ」


    　自分でそう言ってから、私は再度落ち込んだ気分になりました。入院しているユウさんのことも、山積みとなった問題のひとつ。


    　麗華さんは気にしないようにと仰おつしゃいました。


    「ユウなら心配ないわ。あの馬鹿は、銃で撃たれたって平気なんだから。明日にでもなれば、平気でご飯をたかりに来るわよ」


    　私を励まそうとしての発言なのは、痛いほどわかりました。麗華さんなら、ことがどれだけ切迫しているのかくらい理解されているはず。


    　それでも私を励まそうと、努めて明るく振る舞われているのです。


    　私はそのお気持ちをいただくことにして、自室に下がることにしました。ご厚意に甘えてみせることくらいしか、私には応えようがないのでした。


    　リビングの扉を後ろ手に閉めながら、ユウさんは大丈夫だという言葉を信じようとしてみます。常であれば、麗華さんの講釈も、少しくらいは信じることができたでしょう。そうすれば気分も軽くなったはず。


    　しかし麗華さんは私のプログラムのことをご存じないのです。


    　私の《非礼自在コトミカツキ》はデータを破壊するだけではありません。


    　副作用として、被使用者本来の記憶まで消えてしまう場合がありました。だからこそ私は昨日、あれほどユウさんにプログラムを使うか否いなかで悩んだのです。


    　そして、私は自みずからの力を使ってしまったのでした。


    　たぶんユウさんは目を覚まされたとしても、私のことは憶えておられないでしょう。


    　麗華さんの仰しゃるように、ユウさんは頑がん健けんです。多少傷ついても、時が経てばその傷も塞ふさがるかもしれません。


    　しかし私がつけたのは、ただの外傷ではない、取り返しのつかない断絶きずなのです。
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    【２００５／０６／０７／１２４０】


    『要は大人しく引退か、外そと木き場ばにデータを抜かれるか、って二択だ』


    　階きざはしとの回線だけは、どうにか聞こえる状態にまで戻っていた。


    　久く遠おんはまだ駅にいる。


    　ここからなら途中で一度乗り換えるだけで、事務所の最寄り駅まで帰ることができる。時間にすれば、三十分もかからない道のり。


    　だが久遠は、上りの電車が到着しても、それに乗ろうとはしなかった。十五分に一度の割合でやってくる列車を、ベンチに座ったままやりすごす。そうするうちに、正午を回った。


    　躰からだの各所は、立ち上がろうとするだけで軋きしみをあげた。だがそれが事務所に戻るのを避けている理由ではない。


    　考えていた。


    　とうに出ている答えについて、ずっと考え。


    　導き出された結論に、身体中の気力を奪われていたのだった。


    　その久遠に、同乗者からの話が被かぶさる。


    『外木場は、やるといえばやるぜ？　手を考えないと、俺まで消されちまう。奴にプログラムを分解されて終わりジエンドなんて、俺は御ご免めんだからな？』


    　階は久遠の考えをまだ知らない。


    　プログラムの消しよう耗もうにより、相互リンクが不充分な今、データのやりとりに必要以上の労力を使うべきではない。そう考えて、プログラムの機能を音声による通信だけに絞っている。


    　だから久遠の内心は、階まで伝わっていなかった。


    　呼びかけても返事をしない相方に、階が問いかける。


    『聞いてんのかよ、久遠？　惚ほうけてる場合じゃねえんだぞ？』


    「……聞こえてるよ」


    　呟つぶやきは無にも等しかった。


    　久遠はベンチから動かない。脚を投げ出し、深く腰掛けたまま。


    　端はたから見れば、誰かを待っているように見えただろう。


    　放心した久遠の様子に、階は疑念を抱いたようだった。


    『……お前まさか、このまま引き下がるつもりじゃねえだろうな？』


    　問いには、幾分かの恐れが含まれている。


    　久遠は否定しなかった。


    「……もしかしたら、外木場の言うことが正しいのかもしれない」


    　倒れてから半日。それだけの間休んでいたのに、消耗は色濃く残っている。怪け我がに加え、体力も回復したようには感じない。


    　躰からだに残る痛みを確かめながら、久く遠おんは言う。


    「僕の躰は、快調そのものとは言えない。頼りの《救世主殺しオラトリオスレイ》も、君と繫つながってるだけでやっとだ。もし今度姉さんからの刺し客かくが送り込まれてきたら、たぶん困ったことになる」


    『これまではずっと、俺たちが向こうさんを困らせてやってたんだぜ？』


    「誰だって勝ち続けるわけにはいかないさ。君の好きな賭かけごとだってそうだろ？」


    　外そと木き場ばから多角的推理プログラムを託されて、五年余り。


    　その年月、経へてきた戦いが思い起こされてきた。


    「……今まで僕たちは運が良かった。賭かけに負けることなくやってこられた。だけどそろそろ、持ってた運もお終しまいになる頃合だ」


    　切り札である《救世主殺しオラトリオスレイ》を封印すれば、自分たちは無意味になる。


    　放たれる強敵たちに抗し得ることが不可能となる。


    　傍ぼう観かんするだけの存在など必要ない。ソトキバ召喚という隠しカードを持つことで、辛かろうじて戦闘に関わることができていた久遠である。


    　その長所を失ってしまえば、勝負の場に上がることすらできなくなる。


    「だからここで勝負から下りるほうがいい。……僕はそう思うんだよ、絶ぜつ無む」


    　温度の上がりきらない空に、愁うれいの声だけが洩もれた。


    　久遠は立ち上がろうとしない。


    　来ない救いの手を待って、無人のホームでじっとしている。


    　階きざはしは、久遠の態度を気に入らなかった。煮えきらない態度が何より嫌いな彼である。


    『……これまた、えらく諦あきらめがいいじゃねえか』


    　反感を隠そうともせず、階は久遠を責める。


    『さっきの演説はどこいったんだ？　お前は外木場に、最後までやりきるって意地張ったんじゃなかったのか？』


    「頭を冷やして考えたんだよ。ほとんどのデータがロストした僕たちにとって、どうすることがいちばんいいのかを」


    『ああ、残ったデータも、俺とお前だけ。確かに快かい哉さい叫ぶ状況じゃねえ。……だからって、はいそうですかと承しよう諾だくできる話か？　美み日か月つきに、美み郁いくを頼むって言われてたんだろうが？』


    「……外木場は、僕はもう責任を果たし終えたって言ってたよ」


    『ふざけんなこのチキン野郎が！』


    　階の我慢は限界に達した。


    『他人からもういいって慰められただけで、お前は納得できるのか？　自分自身で誓ったことも忘れたのか？　自分のしくじりでプログラム打たれたあいつを護るってのが、お前のお題目じゃなかったのかよ！　それを責任は果たしただ？　お前の罪は、ちょっと怪け我がした程度で償つぐなわれるもんだったのか？』


    　階きざはしの言葉には、本心からの怒りがあった。


    　ここまで、苦楽をともにしてきた間柄。感情や思考を共有できる彼らである。互いの思いも辛しん苦くも享きよう受じゆし合ってここまで来た。


    　だからこそ階は、久く遠おんが弱音を吐くのを認めない。彼が耐えてきた痛みを知っているからこそ、もう休めとは言ってやれない。


    　それは、これまでの努力をふいにしかねない言葉である。


    　友人の憤いきどおりを、久遠もまた反論せずに受け容れた。


    「……そうだな、臆おく病びよう者ものだ」


    　苦笑に混じる自じ嘲ちようの色。


    「怖いんだよ。もし僕が戦えなかったらと考えると」


    　もし意地を貫つらぬいて、美み郁いくの護衛を続けたとする。


    　白しら雪ゆきからは、続々と刺し客かくが送り込まれてくるだろう。美郁のプログラムを奪うためなら、敵はいかなる手段をも行使してくるはず。


    　それを防ぐ役目の者に、充分な力がないとすればどうなるか。


    　そして久遠が一いつ敗ぱい地ちにまみれることとなれば。


    「そのとき傷つくのは僕じゃない。美郁ちゃんなんだ」


    　違うと言いきれないもどかしさに、階は言葉を詰まらせる。


    『だがそれは……』


    　仕方のないことだ、とは言えない。


    　極めつきの例外を一件除けば、誰しも生は一度きり。


    　命こそがもっとも重要なものであることを、彼も理解していた。かつて外そと木き場ば外うい郎ろーに殺され、肉体を失った彼だからこそ、とりわけ生命の価値を知っている。


    　久遠が無理を通し、美郁の護衛を続ければ、護りきれるはずの命を無駄に捨てさせる結果にも繫つながりかねない。


    　かといってここで戦線離脱を強しいるのは、久遠にとって酷とも言える終わりかたである。やりかけの仕事を途中で放ほう棄きして去るなど、その仕事にかけてきた者にとっては残念という言葉などでは言い足りない、後味の悪い結末である。


    　苦く悶もんする階に、久遠は静かに語りかける。


    　諦あきらめたというよりは、何かを悟ったようでもあった。


    「昨日だってそうだ。僕は美郁ちゃんに、もうプログラムは使わなくていいなんて言っておきながら、結局それを使わせた。ユウさんを相手に。美郁ちゃんにとって大事なひとを相手に」


    　久遠は昨日の一幕を思い出している。


    　美郁に打たれたプログラムが稼か働どうしていたと知らされ、驚き。


    　そしてそれが、対向者のデータを破壊するものなのだと察するに、時間はかからなかった。


    　昨夕、美み郁いくは親しい人々を相手にプログラムを振るった。それは彼女が友人たちとの絆きずなを失ったのも同義だった。繫つながりを絶たち切らせる決断を強しいられたにも等しい。


    　美郁の苦く衷ちゆうは、想像を絶するものであったことだろう。


    　久く遠おんはそれを、脇で見ていることしかできなかった。


    「僕は何もできなかった」


    　美郁に代わって戦うことすらできなかったのだ。彼女に代わって友人たちを止めることで、心痛を和やわらげてやることすら叶かなわなかった。


    　それらのことから導き出される結論は、決まっている。


    「……僕にはもう、美郁ちゃんを護れる力は残ってないよ」


    『……くそったれ』


    　何も言えなくなった階きざはしは黙り込む。


    　久遠も納得はしていない。だが自分の心情よりも、優先される事柄がある。


    　美郁の安全を考えれば、外そと木き場ばに彼女を任せるのがベスト。


    　それは諦てい観かんの上に立つ、最良の選択であるはずだった。


    　そうわかってはいる。それでも心の痛みは軽くなってはくれないし、苦悩は晴れない。


    　憂ゆう鬱うつが、残された時間を押し流していく。


    　午後一時を数分過ぎた。


    　構内アナウンスが電車の到着を告げる。運行時刻表どおりの到着時間。


    　久遠の居る側のホームへ、電車が入ってくる。僅わずか四両ほどが連結しただけの、上り線である。この時間は利用する人間も少なく、車内にはまばらにひとの影があるだけ。この駅で降りる者もほとんどいない。


    　久遠はそちらを気にしていなかった。顔を落としたまま、自分の思惑に耽ふけっている。


    　その彼の足元へ、影が落ちた。


    「……ならばその痛み、止めてあげましょうか？」


    　開いた扉から降りてきたのは、ひとり。


    　利用する者少数であるはずの列車。そこから現れた人物が、優しい声音で語りかけてくる。


    　久遠は視線を上げ、その人物を見た。


    　見た。そのまま固まる。


    　驚きよう愕がくしたのは久遠だけではない。階もまた言葉を失っている。


    『……こいつは……』


    　なぜならそこにいた女は。


    「……美み日か月つき？」


    　七なな歳とせ美日月だったから。


    　七なな歳とせ美み郁いくの姉であり、九ここの重え白しら雪ゆきの親友。


    　拡大人的破壊の直前に失しつ踪そうした、久く遠おんの恋人。その当人が、彼の目の前にいた。


    　予期せぬ再会は、思考の空白を生む。ロマンスに溢あふれた想像を思い巡らす暇ひまもなく。


    　ずっと会いたいと焦こがれていた女ひとを前にして、しばらく周囲の時が止まったかのよう。


    「……なぜ君がここに？」


    　ようやく発した久遠の問いに、美み日か月つきは破は顔がん。


    「この姿であなたと会うのは初めてでしたね、九く音おん。昨日はあなた、急いで行ってしまうのだもの。挨あい拶さつはきちんとしなさいと教えなかったかしら？」


    　違和感が久遠を襲った。


    　彼女は何を言っているのか。そして、自分の前に立つ彼女から聞こえてくる言葉は、どこかで聞いた憶えのあるものであり。


    　美日月の顔をしたそれは、彼女の声で語り出す。


    「私は白雪です。ユウのときも思いましたが、少々とぼけた自己紹介に聞こえますね？」


    　言葉の意味を呑み込むまでには時間がかかった。


    　目眩めまい。理解を拒こばもうとする意識が、久遠の頭に霞かすみをかけている。


    　立ち直ったのは、階きざはしのほうが先だった。


    『こいつ、データを移し替えやがったんだ！　しっかりしろ、久遠！　ここにいるのは美日月じゃねえ！　こいつは九ここの重え白しら雪ゆきだ！』
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    「……姉さん？　美み日か月つきが、姉さん？」


    　だが事実を覚さとれば、間違えようがない。


    　目の前にいる女性は、細かいところで美日月と異なっている。はっきりとした口調に、凜りんとした佇たたずまい。そして、微笑。


    　そこには久く遠おんの姉がもっていた特徴が、そのまま現れていた。


    　何かが嚙かみ合う感覚。


    　美日月は美日月ではなく、そこにいるのは姉。


    　それを知覚したとき、久遠の内部で勃ぼつ然ぜんと感情の昂たかぶりが吹き上がる。


    　姉がここにいる事実は、言外に何を告げているのか。それは。考えたくもないその答えは。


    　七歳美日月の消失にほかならない。


    　久遠の中で、様々な思いが渦うず巻まいていた。美日月は死んだのか。姉が殺したのか。だとしたらなぜ。いつ。どこで殺されたのか。


    　本当に死んだのか。それともこれすら姉が考えた策略の一部なのかと、混乱し。


    　白雪はそんな久遠の様子を観察している。


    「怒っているようですね。それに加えて悲壮感。……極めて常識的な反応です。あなたが取る思考パターンとしては、予想されうる範囲内」


    『聞くな久遠！　こいつを足止めするのが先だ！』


    「わかってる！」


    　白雪の戯ざれ言ごとには答えず、久遠と階きざはしは迎撃に入る。


    　頭を切り替えることができたのは、階がいてくれたからだった。好戦的とも言える彼の言葉が、優先順位を明確に打ち出している。


    　考える時間はいくらでもある。話を聞き出すのは、後でもできる。


    　ここで姉を確保できれば、すべてがひっくり返るのだ。


    　積せき年ねんの思いに決着をつける、絶好の機会が訪れている。


    　白雪の周囲に護衛の気配はない。一対一なら、彼女に負ける道理はない。


    　戦闘力に欠ける白雪は、高見からことを運んでこそ彼女の真価を発揮できる。直接戦闘などには不向きも不向き。


    　言うなれば、盤上の王キングがひとりで中央へ突撃してきたようなもの。


    　無防備な一手を指してきたというのに、白雪は余裕を崩さなかった。久遠の考えを見透かして言う。


    「王ではなく女王なのですが。些さ細さいな違いはこの際、構わないことにしておきましょうか」


    　白雪へ接近。手を伸ばせば届く距離。


    　目の前の首しゆ魁かいを捕まえれば、一連の事件は終わる。


    　幸い、外そと木き場ばも付近に潜せん伏ぷくしているはずだった。白しら雪ゆきを捕らえ、すぐに彼を呼べば、姉の配下に先んじることができるはず。そう考え、動きを封じに出る。


    『獲とれ！』


    　階きざはしの声が鋭く響いた。


    　放たれた久く遠おんの右足が、白雪の脚部を薙なぐように走る。相互リンクを出し惜しみなく使った、乾けん坤こん一いつ擲てきの刈り払い。


    　痛む躰からだを奮い立たせ、攻撃した。並程度の武芸者なら避よけきれない速度だったが。


    　しかし必中を期した一撃は、白雪に届かない。


    　すっと下がった白雪は、蹴しゆう撃げきが及ぶより早く移動している。彼女が着ている灰色の上着がふわりと揺れた。数センチの差で当たらない。


    　避けられたから終わりではなかった。


    　後退する白雪を、久遠たちの連打が追い詰めていく。逃げ道を塞ふさぐ牽けん制せい打だが次々と放たれ、女王に迫っていく。


    　穏やかな声が窘たしなめた。


    「この躰が、美み日か月つきのものだという点を失念していますよ？」


    『あいつにゃ後で、いくらでも謝ってやるよ！』


    　階は指摘された事実について、考えるのを止やめていた。


    　白雪が美日月の躰を利用している。ならば彼女が無事で生きている可能性など、消えたも同然。下へ手たに手心を加えるよりも、ここで白雪を拘こう束そくしてしまうほうが、被害は少なくて済む。


    　階の判断は誤っていない。彼の取しゆ捨しや選択は非情に思えるが、大局を考えた場合には正しかった。幾度も厳しい戦いをくぐり抜けた彼だからこそできる決断であり、これ以上犠ぎ牲せい者を出さないためには致しかたない行動だった。


    　しかし久遠はそういかない。白雪の言葉を受けて、行動が鈍にぶった。


    　動きには自おのずとブレーキがかかる。美日月ではないと知りながら、美日月の姿をした相手に、久遠は攻撃するのを躊躇ためらってしまう。


    　本人でないとわかっていても、かつての恋人を打ちよう擲ちやくできるものか。


    　久遠の苦悩を見計らったかのように。


    　ついと、白雪の躰が歩を進めた。


    　一歩で久遠の間合いに入り込む。彼らの死角を選ぶ動きには、階ですらも虚を突かれた。


    『な、……速い？』


    　白雪は身に寸すん鉄てつも帯びていないように見える。であれば距離を取ろうとするのが当然の行動。それを無防備にこちらのレンジに近寄ってくるなどとは、階ですら想定しておらず。


    　何かが久遠の躰に突き刺さった。


    　攻撃されたことを痛みで覚り、咄とつ嗟さに久遠が反撃に出る。


    　白しら雪ゆきに向け、大振りの一撃を加える。それも当たらず。


    　脚が伸びる前に、白雪は久く遠おんから離れている。


    　柔やわらかとも見える一連の動作で、ホームの停止線まで引き下がった。


    　白雪を払った久遠も間合いを取った。階きざはしが問いかける。


    『何を喰らった、久遠？　針か？　鋲びようか？』


    　いずれも暗器として仕込まれる、険けん呑のんな武器である。階は白雪がそれを手の内に隠し持っていたのかと考えたのだ。


    　だが久遠の腕に刺さっていたのは、そのどちらでもない。


    　久遠の左腕には、黒い針金のようなものが突き立っていた。


    「これは、……プログラム？」


    「気づくのが少し遅かったですね」


    　安全圏から、白雪が微笑ほほえむ。


    　炭素繊せん維いを引き抜こうとする久遠。しかし指先が届くより先に、プログラムは血液と混じり合い、体内へと溶け込んでいく。


    『何を打ちやがったんだ、この野郎！』


    　毒づく声に勢いがない。階は白雪の動きが迅じん速そくであったことに気を呑まれている。


    　肉体面の反応では、人間の領域を超越する階絶ぜつ無む。白雪はその裏をかいて、プログラムを打ち込んできた。久遠の躰からだが負傷で満足に動かないとはいえ、一般人の攻撃がそう入るものではない。


    　なのに当たった。得体の知れない白雪の攻撃方法により、彼らの優勢は崩されている。


    「あなたも速度という概がい念ねんを過信していますね、絶無」


    　焦あせり出す階に対し、涼やかに語りかけがなされる。


    「人間の思考、知覚には少なからず穴がある。私が相手だと思って、侮あなどりましたね？　あなたは私が戦えるはずもないと考え、警戒を怠おこたった。相変わらず甘いこと」


    　白雪の言葉に黙り込む階。彼女の指摘は的まとを射いている。


    　過信があったことは否いなめない。白雪をよく知る彼は、戦闘能力を過去の彼女を基準に見積もった。だが白雪を相手取るなら、それは浅はかな考えであっただろう。


    　敵は一般人どころか、暗殺者をも従わせてしまう力の持ち主なのである。彼女の力は、単純な武力で推おし量はかれるものではない。


    　しくじったと臍ほぞをかむ友人を、久遠がフォロー。


    「……気にするな、絶無。僕だって姉さんがあんなに早く動けるとは思ってなかった」


    　見当外れな慰めだと、白雪が笑う。


    「『早く動いた』のではありませんよ、九く音おん。そもそも美み日か月つきの躰が、そんなに活動的なわけがないでしょう。私は速度の不足を思考演算で補っただけです」


    「速度を補う？　……どういう意味だ、姉さん？」


    　だが白しら雪ゆきは説明してくれなかった。


    「あなたがたが相手なら、私のプログラムを使うまでもありません。単なる行動予測で充分」


    　会話の間にも、久く遠おんに打たれたプログラムは彼の躰からだを支配しようと全身を駆け巡っている。


    　久遠の思考にノイズが走った。


    　膝ひざの力が抜けていく。肉体の負傷とはまた違う激痛が、脳神経を攻め立てる。加重召喚オーヴアーロードを使った直後にも似た疲労感が襲ってくる。倍増する心身への負担。


    　遂ついに、久遠は倒れ込む。立ち上がれない。筋肉が弛し緩かんしていくのを感じた。


    『おい、久遠！　大丈夫か！　返事しろ！』


    「く、……吐きそうだ。頭が猛烈に回転して……」


    　階きざはしにも、久遠の思考が乱れているのが察せられた。次々と流れていく脳内の思考パラグラフが、秒にも満たない速度で消滅していく。それを止めることもできない。


    　思わず階は敵に叫んでいた。


    『白雪！　このプログラムは何なんだ！』


    　届くはずがない声に、白雪は答える。彼女は階が何を言うかまで推測していた。


    「《空色々紙クリアカラー》と呼んでいる、制御型プログラムです。あなたがたのために、多少手は加えてありますが。……予定では、これは使わないはずでした。あなたたちふたりがここまで抵抗するとは思っていませんでしたからね。昨日で決着するかと予想していました」


    『ざまあみろ。お前の予想もたいしたことねえな』


    　手の打ちようがない現状に、皮肉でも飛ばすしかない。だがそれも、白雪にかかっては挑発とも成り得なかった。


    「様ざまはないと考えているのでしょう、絶ぜつ無む？　確率は九十六パーセント」


    　聞こえるはずのない言葉を言い当てられ、階が黙る。


    　言葉遊びで勝ち越しても、白雪に勝ち誇った様子はなかった。その表情からはむしろ陰りが窺うかがえた。


    「本当、あなたの言うとおりですね。……もし私にもっと力があれば、犠ぎ牲せいは少なくて済んだでしょうに」


    『今更善ぜん人にんぶったって遅いだろうよ』


    　独白に、白雪は答えない。


    　女王は苦しむ弟をただ眺め、呼吸を計る。そのまま一いつ時とき、待っていた。


    　やがて、久遠の精神に限界が訪れる。彼の全身が一ひと際きわ大きく脈打った。プログラム《空色々紙クリアカラー》が、効果を現し始めていた。


    　弟の惨状にも、白雪は動じない。ただ瞳を閉じ、短く呟つぶやく。


    「……始まります」


    　彼女の言葉から一秒と遅れることなく。


    　空に向かい、久く遠おんが高く、絶叫した。


    



    



    【記憶の断章／九ここの重え九く音おん】


    　目を開けると、そこには彼がいた。


    　黒衣を纏まとう男が、傍かたわらで立ち尽くしている。


    　九音はベッドに寝かされている。脇には点滴のチューブと、生命数値バイタルサインの装置一式。


    　どこかの病院に、彼はいた。


    　枕まくら元のテーブルには、写真立てが飾られている。額ひたいには美み日か月つきの写真が収まっていた。九音の知らない写真だった。彼女は自分の姿を撮られるのを嫌いやがるから、ただでさえ写真は貴重なのに、誰が飾ったのだろうか。


    　そちらに手を伸ばそうとして、躰からだが酷ひどく強こわばっていることに気づいた。上う手まく手足に力が入れられない。躰が自分のものではないように言うことを聞かなかった。


    　外そと木き場ばが声をかけてくる。


    「徐々に慣らしていくほうがいい。一般人の肉体だ。《救世主》の躰とは違い、無理は利きかないだろう。……自分がどうなったか、理解しているか？」


    　そういえば、なぜここにいるのかも思い出せない。


    　意識を失う前は何をしていたのか、考えようとする。しかし考えても、自分が寝かされているわけも、外木場外郎ういろーがここにいる不自然さにも説明がつかなかった。


    　九音は記憶を整理しようと試こころみた。何もかもがはっきりせず、遠いことのように思える。これまでの人生すら、ぼんやり霞かすみがかったように、捉えきれない。


    　そのなかで、ひとつだけ思い出せたことがある。


    「……そうだ、美み郁いくちゃん」


    　七なな歳とせ美郁、という少女のことが頭に浮かんだ。


    　美郁のことを足がかりにして、急速に思考が繫つながり始めた。


    　何よりもまず、彼女の安あん否ぴを確かめなくてはならない。勢い込んで外木場に尋ねる。


    「彼女はどうなった？　君は僕の後から追いついてきたんじゃないのか？　美郁ちゃんはどこにいる？　君が助けてくれたのか？」


    「……お前は九重九音か？」


    　外木場からは、意外そうな声が洩もれた。


    　九音を凝ぎよう視ししたまま、暗殺者が尋ね返してくる。


    「確認するが、階きざはし絶ぜつ無むではないのだな？」


    「？　どうして彼の名前が出てくる？」


    　階きざはし絶ぜつ無む、という男は、姉の友人だったはず。だが姿を見せなくなってしばらくになる。もともと風来坊じみた男だから、周りの人々もそう心配はしていないようだった。またどこかへ出かけていったのだろう、くらいの認識しかない。


    　外そと木き場ばはこちらの様子を眺めていたが、やがて疑問をまとめたのか、首を振った。


    「九く音おんのデータも収められているとは聞いていたが、あくまで主格は階という前提だったはず。……なのになぜだ？　階のデータは使われていなかったのか？」


    　意味深長な言葉だった。九音には一言も内容がわからない。


    　だがそれよりも先に、尋ねたいことがあった。


    「美み郁いくちゃんがどうなったか教えてほしい。外木場、君は知ってるんだろう？」


    　間まを取ってから、外木場は言った。


    「どこまで記憶が残っている？　一九九九年一月十三日の話だ」


    　攫さらわれた美郁を追って、工場跡へと走った日のことである。


    「僕が憶えてるのは、……美郁ちゃんが捕まって、気取ったおじさんに黒い芯しんみたいなものを埋め込まれて……。それから、僕は」


    「データを抜かれた。そこから先は、俺も知っている」


    　ひとり納得する外木場に苛いら立だつ。


    「データって何だ？　僕にもわかるように説明してくれ」


    　外木場は、落ち着いた調子で話し出す。


    「今日は二〇〇〇年の三月だ。お前がこの病院に収容されてから、一年以上経っている。その間、お前は記憶を摘出されて死んでいた。肉体は機能していたが、意識が戻ることはないはずだった」


    「はずだった、って。僕は今こうして君と話してるけど？」


    「それは俺が、お前の躰からだに《多角的推理プログラム》と呼ばれるデータの複合体を戻したからだ。でなければお前は自律活動できるようにはならなかった」


    「恩に着る、って言わないといけないのか？」


    　もともとこの男のことは好きではない。正体不明すぎる。


    　だが、外木場を信用しなかった自分の態度が、美郁拿だ捕ほの件に繫つながったのではなかったか。


    　外木場は取り合わなかった。


    「いや、お前を蘇よみがえらせるためにプログラムを与えたのではない。目的は他にあった」


    　部屋にはふたりのほか、誰もいない。外が暗いことに九音は気づいた。深夜の病院を訪れようとするのは、怪け我が人と、人目を憚はばかる暗殺者くらいのものだろう。


    　外木場が話し出す。


    「お前が死んでいる間に、外では多くのことが起こっている」


    　それから彼が話したのは、驚くような内容だった。


    　失しつ踪そうした姉が何をしていたか。


    　拡大人的破壊という事件の全貌と真実。プログラムについて。


    　そして、美み郁いくがどうなったのかも。


    　聞き終えてからは、しばらく言葉も出なかった。あまりの出来事についていけない。姉が大量殺人を見込んだ計画を立てたなど、信じたくはなかった。


    　だが外そと木き場ばの表情は揺るがない。それに、少し調べれば真しん偽ぎの判る話だった。わざわざ外木場が噓うそを吐つきに来たとは思えない。


    　どうにか、いちばん聞きたいことを口にする。


    「……なら、美郁ちゃんを捕まえさせたのは姉さんだったってことか？」


    「そうだ。美郁の他にも、白しら雪ゆきは多くの人体実験を行おこなっている。そのほとんどが強制と呼ばれるだろう。組織内でも、白雪のやりかたに疑問を抱く者が出てきている」


    　ショックを受ける九く音おんに、外木場は自分の旗き幟しを明らかにした。


    「俺も現在、白雪と対立する立場を取っている。お前の体内に打った、……違うな、お前でもある《救世主殺し》は、白雪から奪ったものだ」


    「そこがよくわからなかったんだ」


    　九音は自分についての質問をせずにはいられない。


    「僕は一年前の僕と違うのかい？　見たところそんなに変化はないんだけど」


    「外観は重要ではない。以前と変わりなく感じるのは、まだ他のデータと接続していないからだ。《救世主殺しオラトリオスレイ》の各機能を発動させれば、俺の言葉も了解がいくようになるだろうが」


    　外木場の言葉は、冷酷に続いた。


    「お前はお前ではない。九ここの重え九音という人間は消滅し、二度ともとには戻らない。お前はもう死んだ存在だ。お前の意識があること自体が、偶発的なイレギュラだ」


    　納得できる話ではなかった。ここまで鬱うつ積せきしていた不満が、不安とともに暴発する。


    「なんだよ、死んでるって！　僕は僕じゃないって言うのか！」


    　怒りから、思わず外木場に摑つかみかかっていた。わけのわからない説明を聞かされた後で、冷静な判断ができなくなっていたのもある。


    　だが外木場は、九音の腕を避けようとしなかった。


    　九音の腕が、すんなりと外木場の左肩を摑む。


    　九音の知る外木場外郎ういろーなら、触れられるを良しとせず、九音を払い除のけただろう。彼と初めて会ったとき、同じような場面で躰からだごと地面に投げられた記憶がある。


    　しかし今日の彼はそうしない。だけでなく。


    　摑まれた外木場の表情が、目に見えて陰った。


    「……離せ」


    　ぞっとするほど、厳しい声音が返る。今にも殺されるのではないかという殺気が、背筋に這はい上ってくる。


    　自然と手が離れた。離さなければ、斬られていたかもしれない。外そと木き場ばの声は、そう思わせるくらい緊張していた。


    　そこでようやく九く音おんは気づく。


    　清潔に保たもたれているはずの病室に、血の臭しゆう気きが混じっていることを。


    　自分の躰からだは、どこもおかしな点はない。着ている寝間着にも、血などついていない。


    「……どこか怪け我がしてるんじゃないだろうね？」


    　遠慮がちな問いかけに、外木場は答えなかった。


    　だが彼の足元には、血が垂たれ始めている。それはみるみるうちに池となった。


    　怒りの熱が一気に下がる。


    　尋じん常じような負傷ではないのだろう。血の量からそれはわかった。それに外木場の反応も。


    　多少の痛み程度なら、涼しい顔で受け流す彼であるはず。その彼が、触れられただけであれほど苦しがるとは。


    「……プログラムを奪うときに負傷した。問題はない」


    　問題がないようには見えない。だが外木場は、自分の傷に無む頓とん着ちやくを装よそおった。


    「白しら雪ゆきを相手にすれば、犠ぎ牲せいは出る。それに、避けられない戦いだった」


    「……怪我を負ってまで、プログラムが必要だったのか？」


    　頷うなずく外木場に、迷いは見えない。


    「そうだ。白雪を止めるためには、《救世主殺しオラトリオスレイ》が要いる。今となっては、その重要性も増している。……だが、当ては外れたな」


    　九音に向かって、外木場は告げた。


    「俺にも、お前のデータが表層化したのは予想外だった。……プログラムは回収する。混乱させてすまなかった。これ以上お前が白雪のために苦しむことはない」


    　意外な謝罪に、息が詰まった。


    　彼が詫びたこともそうだが、その言葉を聞いて、ある考えにたどりついたのだった。


    　ここにいることが辛しん苦くなら。データという身で生きることが苦痛以外のなにものでもないのなら。


    　それは自分の望みではないのか。


    　九音は力なく笑う。


    「いや、……やっぱり感謝しておくよ、外木場。おかげで、チャンスを貰もらえたんだから」


    　目の前の暗殺者に、九音は頭を下げる。


    「お願いだ。このまま僕に《救世主殺しオラトリオスレイ》を使わせてくれ」


    　外木場の眉がひそめられた。


    「意味がない」


    　断定される。


    「俺は階きざはしがプログラムの主格だと聞かされていた。奴なら白しら雪ゆきに対し、有効な切り札となると考え、プログラムを奪った」


    「なら、僕が彼の代わりをやる」


    「できるはずがない。……お前は知らないだろうが、階絶ぜつ無むは《救世主》と呼ばれる、暗殺者殺しの暗殺者だ。いくらプログラムの主格であるといっても……」


    「だけど僕のプログラムは強力なんだろう？　君が犠ぎ牲せいを払っても奪おうとするくらいに。だったら僕でもそこそこ戦えるようになってるはずだ」


    「検証したわけでもない。すべてが予測だ。それも極めて楽観的な」


    「できるよ」


    　言いきる九く音おんを、外そと木き場ばは注視。値踏みするかのように見ていた。


    　やがて、彼が言った。


    「……美み郁いくのことがあるからか？」


    　九音は頷うなずく。


    「そうだ。……君はさっき、美郁ちゃんは命を削られてるって言ったね？　もとのように元気にはなれないとも。それは僕のせいだ。僕は彼女の力になりたい」


    　外木場は首を横に振る。


    「責任を感じる必要はない。白雪が美郁を狙ねらうと決めていたなら、遅かれ早かれそのとおりになっていただろう」


    「僕のせいだ。自分でもわかってる」


    　記憶を抜かれる前の、最後の日。美郁が敵に捕らえられたと知らされた日。


    　九音が外木場に断りなく救出に出向いたがために、戦力は分断され、美郁の救出に失敗したのだった。


    　それを思い出しながら、九音は言い募つのる。


    「頼む。もしまた姉さんが美郁ちゃんを狙うのなら、今度こそ僕はうまくやる。絶対に彼女を護る。だから僕にもう一度機会をくれ！」


    　ベッドの上に身を投げ出すようにして、九音は這はいつくばった。自尊心など頭の隅にさえ浮かばない。


    　聞き入れてもらえるまで、どこまでも頼み続けるつもりだったのだが。


    「……好きにしろ」


    　外木場は、すんなりと願いを聞いてくれた。


    「できる範囲での協力はする。しばらくは日本を離れるつもりだが、機会を見て様子を見に戻る。お前から連絡はつけられないと思うが」


    「じゃあ……」


    「《救世主殺しオラトリオスレイ》はお前に預ける。白しら雪ゆきに動きがあれば、プログラムを起動しろ」


    　そう言うと、外そと木き場ばはベッド脇から離れた。


    　承しよう諾だくは嬉うれしかったが、逆に疑問は残る。外木場が九く音おんの力を信じたとは思えない。


    　去ろうとする外木場に問いかける。


    「待ってくれ。なぜ僕に力を貸してくれるんだ？」


    「こちらの都合もある」


    　振り返りもせず、外木場。


    「今は俺も追われる身だ。美み郁いくまで連れて行くことはできない。護衛を引き受ける者がいれば、そのほうが良い。白雪からの襲撃を分散させることもできる。それに」


    　九音を見ずに、外木場は言った。


    「……誰しも、後悔を償つぐなう機会を与えられるべきだからだ」


    　重たげな呟つぶやきを残して、暗殺者は病室をあとにした。


    



    　記憶がぶれる。久く遠おんの中で、ある思いが渦うず巻まく。


    　はたしてあのとき、プログラムを受け入れて良かったのか。


    



    　情報切断。データが《空色々紙クリアカラー》に上書きされていく。


    



    



    【２００５／０６／０７／１３１３】


    　久遠の口からは悲鳴すら途絶えていた。全身が危険なほど痙けい攣れんし、立つことすらままならない。瞳は曇り、視線は空くうを彷徨さまよって落ち着かず。


    　白雪によって投与されたプログラムは、久遠を支配していく。データが次々と浸しん食しよくされて消えていく。


    『俺の記憶まで勝手に書き換えられていく？』


    　プログラムは久遠のデータだけに襲いかかったのではなかった。九十九のデータ中、残った二つの記憶は、順に浸食を受けていた。階きざはしのデータとて、例外ではない。だがそれよりも。


    　階は待ち受ける結果を恐れずにはいられない。


    　このままでは数分ともたずして、今近衛ここのえ久遠は消えてしまうだろう。彼を構成するすべてが消えてしまう。


    　久遠が《救世主殺しオラトリオスレイ》を与えられてからこれまで、彼らは苦楽を共有してきた。久遠がどれだけ必死に、どれほどの想いを抱えて戦ってきたか。それを知る階は、叫ばずにはいられない。


    『誰でもいい！　助けてくれ！　誰かこいつを病院に！』


    　運命は残酷である。


    「電車が来るのは三分後です。あなたが脳内でいくら嘆たん願がんしようと無駄なこと」


    　応えるのは彼らを救う奇跡ではなく、冷えきった女王の声。


    「助けすら呼べないとは、憐あわれな《救世主》」


    　階きざはしは聞いていない。我が身のことなど慮外に置いて、ただ久く遠おんのことを気にかけていた。


    　まだ何も果たしていないのに、久遠は消えようとしている。それも、姉の手にかかって。


    　意識を奪われていく友人に、階はどうすることもできず。


    　かつては世界の頂点にいたはずの彼が、無力に声をあげることしかできない。


    『久遠！　久遠！　おい！　くお』


    　情報切断。


    　階の声が消えた。


    　代わって流れてくるのは、電子の警告音。


    『啓けい示じ表明／ＡＣＴアクト／０１ワン』


    　加重召喚オーヴアーロードに至るプロセスが開始されようとしていた。


    　意識を操あやつるプログラム《空色々紙クリアカラー》によって、《救世主殺しオラトリオスレイ》の究極システムが発動を指示される。その命令を止められる制御者はいない。


    『啓けい行こう指数／ＡＣＴ／０２ツー』


    『啓けい蒙もう段階／ＡＣＴ／０３スリー』


    　久遠に残されたデータの残ざん滓しが結合し、一いつ己この虚像を[image: ]り出していく。《救世主殺しオラトリオスレイ》は加重召喚オーヴアーロードを使えないほど損そん耗もうしているはずだった。それを強制的に実行させていく。


    『各フェイズクリア／プログラムコード／※※※※・※※※※』


    　本来ならソトキバ・ウィローを産み出すはずの加重召喚オーヴアーロード。


    　だが残存するデータで、虚構の外そと木き場ばを現出させることなどできるはずもない。


    　では、そこにいるのは何者か。


    　警告音が終了すると同時、久遠の躰からだがゆらりと立ち上がる。


    　瞳は何も映していなかった。幽ゆう鬼きのような疲れ果てた態てい。


    　そこには今近衛ここのえ久遠の面影も、階絶ぜつ無むの軽口もない。


    　外木場の影フエイクである、ソトキバ・ウィローの影できそこない。


    「……《空色々紙クリアカラー》は、うまく働いたようですね」


    　全身から安あん堵どの気配を洩もらしつつ、白しら雪ゆきは眼前の男を眺める。


    　かつては弟であった者。今ではどう呼ぶべきか判断のつけられない物体。


    　無人のホームで、女王は厳おごそかに命を下した。


    「では征いきなさい、ソトキバ・ウィロー。あなたに課した、最後の役目を果たして頂ちよう戴だい」


    



    



    【今日を生きるための観察日記／②】


    　私の眠りはごく浅いものでした。


    　ですから部屋の扉がノックされただけで、私はすぐに跳ね起きました。


    　頭は奇妙なほど冴えています。何かが始まろうとしている兆候とでも言うべきものを、私は感じておりました。それは喜ばしい類たぐいの予感ではありません。


    　ドアを開けると、気難しげな顔をされた麗れい華かさんが見えました。


    「何かありましたか？」


    「ええ。呼び出しが入ったわ。今週は仕事も少ないと思ってたんだけど、甘かったか」


    　麗華さんの手には、スーツの上着が掛かっていました。お出かけになる準備を整えられた麗華さんは、早口に仰おつしゃいます。


    「詳しくはわからないけど、騒ぎがもちあがってるみたい。死傷者が出てる」


    「どこですか？」


    　私はリビングに行って、テレビをつけようかと思いました。拡大人的破壊以後、人災関連のニュースは広く報道されるようになりました。誰がどこで殺された云うん々ぬんの話題は、地震時のテロップと同じように即時公表されるのです。


    　けれど麗華さんは無駄だと首を振られました。


    「まだ表おもて沙ざ汰たにはなってないそうよ。……これだけの事件が、一般のリソースに上がってこない。ネットを始めとして、どこからも無視されている。どういうことかわかるわね？」


    　マスコミ、警察、行政。関係各所に思うがまま圧力をかけられる人物はひとりだけ。


    「白しら雪ゆき陛下のお遊びですね？」


    「そう考えるのが妥だ当とう。まったく、昨日今日と続いて、厄やつ介かいごとを引き起こさなくてもいいのに。あれときたら……」


    「「お見合いよりも始末が悪いわ」」


    　口くち癖ぐせをハモった私に向けて、麗華さんは苦笑。


    「そういうこと。じゃあ、私は行くけど」


    「でしたら私も……」


    　言いかける私に、予想どおりの答えが返りました。


    「あなたは待ってなさい。もし情報が入ったら電話する」


    「……わかりました」


    　随行を迫ることはできません。麗華さんのお仕事のお邪魔になってしまいます。


    　私には自分を護る力すら不足していました。万が一私のせいで、麗華さんがどうこうなろうものなら、悔やんでも悔やみきれないでしょう。


    　私の思いは表情に出ていたのか、麗華さんに要いらぬ心配をさせたようでした。私の頭を撫なでながらぼやかれます。


    「あの澄まし顔が。天才だからって調子に乗りすぎね、このところ。会ったら絶対、一発お見舞いしてやる」


    「やっぱり思考がユウさん化している気が」


    　私とて同じ思いではありましたが。


    　私は玄関先まで見送りに出ました。


    「お気をつけて」


    「遅くなるかもしれないから、戸締まりはきちんとしなさいよ。気休めだけどね」


    　車の鍵かぎを確認しながら、麗れい華かさん。そのままエレベータに乗って、行ってしまわれました。


    　ひとりになると、不安感が戻ってきます。


    　私は玄関からリビングへと引き返しました。テレビをつけましたが、どの局でも通常の番組編成で進行されています。臨時ニュースなど流れていません。限られた者だけしか、世界で本当に何が起こっているのかを知らされることはないのです。


    　私は電源を消して、自室に戻ることにしました。夕食の準備にはまだ早すぎましたし、事務所の見張りもあります。所長代理が戻ってくるかもしれません。


    　リビングから廊下を通り、部屋へ。


    　ドアを開けた途端、私は固まりました。固まらざるを得ません。


    　なぜならそこには、思いもかけない人物の姿があったからでした。


    　部屋の真ん中には、外そと木き場ば外郎ういろーが立っていたのです。


    



    　初め、私は状況がよく呑み込めませんでした。


    　一歩、自室へと踏み入ります。見慣れたはずの部屋が、異境の如ごとくに感じられました。


    　眼前の人物は、周囲の空気を凍らせかねない威圧感を放っています。


    　その彼が口を開きました。


    「久しいな、美み郁いく」


    　何がどうなっているのかわからぬまま頷うなずきます。


    「あ、え、ええ、外木場さん。……外木場さん？　そそそそそそそそときばさん！　え？　どうしてここへ……」


    「座れ。話がある」


    　私の驚きなどまるで無視して、外木場さんは仰おつしゃいました。


    「どこから入られたのですか？」


    　訪問経路は聞くまでもなく判明しました。部屋の窓には隙すき間まが空いており、掛けていたはずの鍵も開いています。防犯対策には気を遣ったマンションなのですが。


    　なるほど、戸締まりなど無意味です。ここが地上六階だという事実も、外木場さんには苦ともならないのでしょう。


    　私が寝台に腰掛けるのを待って、外そと木き場ばさんからの質問が飛びました。


    「久く遠おんは戻ってきたか？」


    「いえ。昨日からずっと帰っておりません。……昨日の事件、外木場さんも関わっておられたのですか？」


    「ならばやはり、堕おとされたか……」


    　考え込まれる外木場さん。私は部屋の中を見渡して、見苦しくない程度には片づいていることにひと安心。続きを待ちました。


    　外木場さんは一分ほど考えておられたでしょうか。


    「……久遠は俺が連れ出した。昨日、久遠は《シャトー》・Ｓ・ティアラと戦い、加重召喚オーヴアーロードを使用している。敵は倒したものの、自力では活動できないほど負傷していた。俺は久遠を学園から連れ出し、安全と思われる地域まで離脱した」


    　詳細にご説明くださいます。


    「それで！　所長代理は？」


    「霞かすみ山やま下した駅で別れた。付近に白しら雪ゆきの配下はいなかった。確認済みだ。あの付近は、霞霞かすみか市内でも警戒の薄い地域に当たる。有用な施設がないから、俺が現れると想定されていない」


    　反対を言えば、県内ではそこくらいしか自由に動き回れる場所はないのです。


    　外木場さんは静かに続けられました。


    「ひとりにするべきではなかったか。……階きざはしがついている。考えなしに動き回ったりはしないだろうと思っていたが」


    「それをするのが所長代理なんです」


    「……白雪の動向を探るのに目をやりすぎたな」


    　外木場さんが好きで所長代理を放っておかれたはずがありません。そもそもふたり連れで行動するだけで、人目を惹ひく確率は上がります。外木場さんおひとりなら気づかれずに移動できるところを、所長代理を連れてでは、白雪さんに見つけてくれと言うようなもの。


    　そのくらいのことは私にも考えつきました。


    　私は急いで尋ねます。


    「つまり所長代理は、白雪さんに捕まったのですか？」


    「捕らえられただけなら、まだ良かった」


    　どこまでも静かな口調で、外木場さん。


    「現在、ここから南西十二キロの地点で、地域住民の大量虐ぎやく殺さつ事件が起きている。目下その犯人は、近隣のテーマパークに逃走中との情報があった」


    　私は脳内で地図を浮かべました。南西十二キロと言えば、山の手になります。千メートル級の山々が連なる、他府県との境界線。


    「蓬ほう萊らい麗れい華かが出かけたのは、その件に関して一報があったからだ。反白雪派のグループが、内密に連絡を寄越したのだろう」


    　麗れい華かさんは白しら雪ゆきさんの情報を集めておられました。公おおやけにはできない事件でも、麗華さんのところへは報せが入る仕組みになっているのでしょう。


    　私にはまだよくわかりませんでした。


    「それが所長代理とどういう関係が……」


    　続く外そと木き場ばさんの言葉は、私を驚きよう愕がくさせるに充分でした。


    「事件の犯人と推定されるのは、全身鎧よろいの化け物らしい。おそらく、今近衛久遠だ」


    　外木場さんの断定に、思わず私は立ち上がっていました。


    「そんな！　いくら所長代理が馬鹿だと言っても、白雪さんに協力するはずがありません！　それほど愚おろかなら、私が怒鳴りつけてやります！　虐ぎやく殺さつなどするはずが……」


    「進んで協力したのでなければ？」


    　私の怒りを流して、外木場さんは推測を語られました。


    「白雪は他者を操作するプログラムの開発を続けていた。……奴が久く遠おんに《空色々紙クリアカラー》というプログラムを使ったのだとしたら、可能性はある」


    「あ……」


    　私は昨日の出来事を思い返しました。


    　聖セントバーナード学園の生徒たちを暴徒化させたのも、私の友人たちを凶悪な刺し客かくに仕立て上げたのも、ユウさんを操あやつり動かしていたのも。


    　すべてそのプログラムの効果だったのです。あのプログラムなら、所長代理を意のままに動かすこともできるでしょう。


    　ようやく私はことの次第を呑み込みました。


    「では、所長代理は白雪さんに操られ、敵方になっているのですね？」


    「俺はそう考えている。……白雪のことだ。どこまで予想が合っているかはわからないが」


    　それだけ言うと、外木場さんは部屋の時計に目をやられました。


    「久遠はお前を狙ねらってくるのかと想定していたのだが。……違うようだな。白雪の狙いは、お前ではなく俺のようだ。俺に対し、正面から久遠をぶつけるつもりなのだろう」


    　推測を述べたことで、用事は終わったとでもいうようでした。


    「もう行く。あちらが呼んでいるのなら、その機会を利用する」


    「待って！　私も！」


    　窓から消えようとする背中を、私は急いで呼び止めました。呼吸を整えて、頼みます。


    「……私をそこへ連れて行って下さい、外木場さん」


    　ここまで聞いて、じっとしておれるものではありません。


    　外木場さんが出向かれるというのなら、私も同行するべきでした。外木場さんなら多少の危険があっても切り抜けられるでしょうし、それに何より、敵がプログラムを持つ相手であれば、私の《非礼自在コトミカツキ》が有効となります。


    　外そと木き場ばさんも、それは考えておられたようでした。


    「……行けば、久く遠おんと戦闘になるかもしれない」


    　黒こく檀たん色の目が、私の心を確かめるように注がれました。


    「久遠と戦うということは、お前の《非礼自在コトミカツキ》を行使することにほかならない。それを考慮した上での発言か？」


    　私は頷うなずきます。覚悟なら、昨日できていました。


    　ユウさんに対してプログラムを使うと決めたときに、私はこうした状況を想定しておりました。もしも私の身近なひとたちが白しら雪ゆきさんの手に落ちた場合、私が彼らを助けるのだと。


    　それを使うときがきたならば、躊躇ためらうことなく使うのだと、決意していたのです。


    　私は頑がんとして視線を逸そらそうとしませんでした。ここで断られれば、私はまたしても何もできぬまま待つことしかできなくなります。それは願い下げでした。


    　私にもできることがあるなら、是が非でもそれにすがりつきたかったのです。


    　外木場さんは、私の覚悟を誉ほめも貶けなしもされませんでした。


    　ただ窓から離れ、扉のほうへと向かわれます。


    　それを了解ついてこいの合図と受け取り、私は後に従いました。


    



    　交通機関は麻ま痺ひ状態にありました。


    　外木場さんが用意されていた足は、どこにでもある小型四輪車でした。色もシンプルな黒。


    　私が助手席に乗り込むと、車はすぐに走り出します。


    　しかし、道行きは思うようにはかどりません。私たちが進む方向には、途中いくつもの臨時検問所が設けられていました。検問と言うよりは、バリケードでしょうか。ともかく、そちらに車両を進ませないように、人員が配置されています。


    　そのため外木場さんは、いちいち横道を選んで進まれました。たかだか十キロ進むのに、かなりの時間を取られてしまいます。


    　そのようにして、どうにか山の麓ふもとまでは到着したのですが、とうとうそこで完全封ふう鎖さに行き当たってしまいました。


    　こうなれば車を捨てて歩くしかありません。徒歩は私のもっとも苦手とするところ。


    　私は山を見上げました。私はハイキング程度の山ですら、二合目でへたばる美少女です。


    　この先は道と言っても、傾斜の急な山岳道しかありません。舗装路が使えない以上、一歩一歩登っていくしかないのです。体力のない私には、厳しい道のり。


    　そこで、私はあることを思いつきました。


    「ロープウェーなら！　山を越えれば、一気に距離を短縮できます！」


    　山頂に上がる方法は、公道を通るだけではありませんでした。


    　麓ふもとから山頂まで通う、遊覧ロープウェー。県内を訪れた観光客などがしばしば利用する交通手段です。私も何度か乗ったことがあり、それがあることを思い出したのです。


    　私のアイデアに、外そと木き場ばさんも頷うなずかれました。


    「山頂への直通ルートか。試ためす価値はある」


    　時間と労力はできるだけ節約しなければなりません。この先、何が待ち受けているか知れぬのです。


    　ロープウェーの駅は、車を乗り捨てた場所から南へ五百メートルほど歩いたところにありました。


    　電車のホームよりこぢんまりした発着場は、がらんとしていました。


    　駅にはひとりのお客さんもいませんでした。券売機も動いていません。


    　周囲の気配を探っておられた外木場さんが、私に仰おつしゃいます。


    「電源が落ちている。ライフラインも停止しているようだ」


    　なるほど、この曇り空にもかかわらず、駅には電灯も点ついていません。


    「白しら雪ゆきさんの指示なのでしょうか？」


    「推定だが。かなり大規模な作戦だ」


    　私は外木場さんに謝りました。


    「すみません。ここまできて足止めとは。私がよく考えなかったせいですね」


    「いや。着眼点は良い。ロープウェーが止まっているのはわかっていた」


    　言いながら、外木場さんは遥か山の彼方かなたを見上げておられます。


    　その視線の先を追った私は、猛烈に嫌いやな予感に襲われました。


    「ないです！　ないですよそれは！　私、わかってしまいました。それは無茶がすぎます！」


    「ああ。幸い風はない」


    　私の発言を一いつ顧こだにされない返答です。


    「そうではなくて！　というか、そこが問題ではないでしょう！」


    　さすがの私もつっこまずにはいられません。外木場さんに対して畏おそれ多いことではありますが、素直に頷くには残酷すぎる高度。


    　外木場さんは、ロープウェーの綱を渡って進もうとされているのです。


    　綱渡りは好きではありません。いいえ、はっきりと嫌いです。断然嫌いですとも。


    　いくら時間が短縮できるといえど、一歩落ちれば即死です。喜んでお供することはできそうにありません。『高いところはどうも苦手で』、どころの騒ぎではないのです。


    　外木場さんは、私の恐怖などに頓とん着ちやくされませんでした。


    「摑つかまれ。離すと死ぬぞ」


    「悲しいほど強引な口く説どき文句！」


    　外木場さんの腕が、私の腰にかかりました。


    　私を抱いたまま、ロープウェーの上へ跳躍。いくら私の体重が軽いとはいえ、微み塵じんも動ずることのない、軽やかな飛翔です。


    　ロープウェーの綱は、太い鋼はがねのケーブルでした。外そと木き場ばさんはそこに降り立つと、躊躇ためらいもせずに足を動かし、その一本道を上へと駆け出されます。


    　私は二重の意味で失神しそうになりました。


    　下は緑色に染まった森林の海が広がっています。地面までの高度もさることながら。


    　密着度が半はん端ぱではないのです！


    　外木場さんのお顔がすぐ傍そばにありました。近い、近い！　


    　これは危険です。純情な私にはいささか刺激が強すぎます。


    　私はどうにか鼻血を出す際きわでとどまりました。状況はとてつもなくシリアスであり、ヒロインがひとりでコメディをやっている場合ではありません。


    　私が要いらぬ気疲れをしている間にも、外木場さんはケーブルの上を進んでいかれました。眼下の緑が次々と後ろに流れていきます。時速六十キロは下らぬ、外木場さんの健脚ぶり。


    　すぐにロープウェー昇り駅からの距離が開きました。もうすぐ中腹あたりでしょうか。


    　このまま行けば、そう時間もかからず上までたどりつけると考えていたときでした。


    　不意に、外木場さんの足が止まりました。


    　急停止によって、私は自分がどこにいるのか改めて覚さとることができました。揺れるケーブル上、私は絶対に外木場さんから手を離さないようにしがみつきます。


    　少し身じろぎしただけで、足場は大きく揺れました。むしろ走っていたほうがバランスは取りやすい模様。そんな事実、知りたくもありませんでしたけど。


    「……ここにまで伏ふく兵へいがいるとは」


    　言葉につられて、私も前方に目をやりました。


    　私たちが進んでいるルートは、常人なら考えもつかないはずの移動経路でした。


    　ですがそんな道とも言えぬ道ですら、敵にはお見通しだったのです。


    　ケーブルの上方、私たちの進行方向には、ひとりの男性が待ち構えていました。


    　外木場さんと変わらないくらいの体型を、黄色っぽい長衣で包んでおられます。お顔は見えませんでした。男性の頭にはコートと同系色の布がぐるぐる巻きつけられており、口元を除いては様子が窺うかがえません。布の隙すき間まから、目だけがぎらついた燐りん光こうを放っています。


    　背からは黒塗りの鞘さやが飛び出していました。男性の上うわ背ぜいより少々短い程度の、巨大な長物です。柄つかの造りから、東洋風の佩刀はいとう、所謂いわゆる『直剣』であると知れました。


    　揺れる足場をものともせず、彼が話し出します。


    「初対面ではないはずだが、……改めて名乗っておこう。最強たる外木場外郎ういろーが、卑ひ方ほうの名前を憶えておられるとは思えない」


    　低めの声に、律りち儀ぎにお答えになる外木場さん。


    「《粛しゆく正せい剣けん》、そのうちの一角、《星せい西せい鬼き》」


    　男性の口が笑みの形に広がりました。


    「憶えていたとは恐きよう悦えつ」


    「一度聞いた名前は忘れない。いずれやり合うことになるとは思っていた」


    　敵を前に、外そと木き場ばさんは小声で私に解説してくださいました。


    「ハート、スペード、クローバー、ダイヤ、それぞれの７。その四人から成る《粛正剣》。白しら雪ゆき配下、《女王陛下の五十二枚》中でも、とりわけ腕が立つと見なされている連中だ。その名のとおり、組織内の造反者に差し向けられることが多いと聞くが」


    　今度は敵に向かって、外木場さんは尋ねられます。


    「……《粛正剣》は常に四人一組で動くはず。それが単騎出で張ばってきた。その理由は？」


    　黄こう布きんは緩かん慢まんに嗤わらいました。


    「知れたこと。卑ひ方ほうひとりでも、そちらの相手は充分と踏んだがため。狗いぬ一匹を斬るために、他三人が出るまでもない」


    　外木場さんに対し、なんたる無礼でしょうか。


    　私は憤ふん慨がいしましたが、自由に動くこともできないしがみつき状態。せめて言葉でだけでも外木場さんの肩を持とうと、相手を野や次じり倒すことにしました。


    「あなた！　そういう態度は高くつきますよ！」


    「七なな歳とせ美み郁いくだな？　貴様も捕らえるようにと、白雪様から仰おおせつかっている」


    　飛んできた視線に、私は射すくめられました。下へ手たに挑発するのは拙まずそうです。


    　しかし《星西鬼》はそれ以上私に構うことなく、外木場さんに告げていきます。


    「まずは勧告だ、造反者。……このまま大人しく白雪様のもとまで出向くなら良し。断るとなれば、その子供ともども面白くないことになる」


    　外木場さんが承しよう諾だくされるはずはありません。


    「呑むと思うか？」


    「思わない。だからこそ、殺し甲が斐いがある」


    　答えには喜びと憎悪が折せつ半ぱんしていました。


    「貴様が白雪様を裏切ってこのかた、我ら仲間がどれほど貴様を憎く思っていたかわかるか？　その積せき念ねん、この場で晴らさせてもらう」


    　言うや否いなや、《星西鬼》は戦う姿勢を取りました。上衣が投げ捨てられ、その下から濃茶色の帷かた子びらが現れました。


    　ケーブルにうずくまるように体勢は低く。右手でケーブルを押さえ、躰からだを固定しています。奇妙な構えと見る間まに。


    　這はいつくばった蛙かえるの如ごときフォームから、風の速度で敵が迫りました。


    　前方への跳躍が一ひと足あし。それに続くのは、武器を使った攻勢でした。


    　撫なで斬る、下からの抜ばつ刀とう撃げき。


    　外そと木き場ばさんは私を抱えたまま、それを後退して避よけられます。


    　私には敵が斬りかかってきた瞬間しか見えません。


    　瞬まばたきから目を開ければ、前には敵の姿がありませんでした。


    　上に映る影。それすら私には追えず。


    　飛び上がり様ざまの打ち下ろし斬りが、金属音に弾はじかれました。


    　私が気づいたときには、ケーブルは上下に激しく揺れ、その上で私たち三人が二手に分かれて睨にらみ合う形となっていたのです。


    「余裕のない戦いかたをする。あのまま打ち落とせば、足場ごと斬れていた」


    　外木場さんの呟つぶやきが耳元で洩もれました。


    　金属音は、外木場さんが敵の攻撃を弾き返されたものだったのでしょう。私は外木場さんの判断を全力で支持しておきました。ケーブルが切れようものなら、地上まで真まっ逆さかさまです。


    　危険な攻撃を放った《星せい西せい鬼き》は、悪びれたところもなく答えます。


    「空中での躰からだ捌さばきは卑ひ方ほうが随一。たとえ綱が消えたところで、死にはしない。貴様とて同様だろう、外木場。この高さなら、受け身を取るまでもない」


    　私は下を見てしまいました。ざっと見、地表からここまでは四十メートルほどでしょうか。


    おふたりは平気でも、私は間違いなくアウトです。落ちれば助かりません。勝負も結構ですが、私のことも気にかけてもらいたいものです。


    　外木場さんは、《星西鬼》の言葉を無視して仰おつしゃいました。


    「美み郁いく、少しの間なら、ロープにぶら下がっていられるか？」


    　ここは主張を通さねばならぬ瀬せ戸と際ぎわです。


    「無理です！　無理無理！　高くて怖い！　それに私の握あく力りよくを甘く見ないでください。予想の斜め下をいきますよ！　懸けん垂すいだって、生まれてこのかた一度も成功したことないんですからね！　二秒で下に落ちて、べちゃべちゃのハンバーグだねみたくなってしまいます！」


    「ならば反対側に摑つかまれ。左だ。今から少しばかり揺れる」


    「絶対に離すな、でしょう？　ええ、絶対に離しませんからね！」


    　私は外木場さんが利きき手を使えるよう、左半身に体重を移しました。ケーブルの上では、それだけ動くのでさえとんでもなく危険で怖い行為です。真ま似ねしてはいけません。と言っても、誰もしないでしょうが。


    　敵は私が左側に収まるまで待ってくれていました。苦笑がてらの感想が聞こえてきます。


    「よく喋しやべる子供だ。つくづく子供には縁があるようだな、外木場？」


    　外木場さんの返答は、真ま面じ目めなもの。


    「同感だ。……だがおかげで、護りながらの戦いも上う手まくなった」


    「何？」


    「え、どういうことで……」


    　途端。


    　一陣の風が、私の頰を叩きました。私は思わず瞬まばたきをしてしまいます。


    　突とつ風ぷうだ、と感じたのも一瞬。


    　風はすぐに止やんでいました。目を開けた私は、依い然ぜん同じように外そと木き場ばさんにしがみついているままでしたが。


    　ケーブルの三メートルほど向こう。


    　構える敵には、目をつぶる前と異なった箇か所しよが見受けられました。


    　敵は身体の変化に気づかず話し続けます。


    「護ると言うが、この場で卑ひ方ほうを凌しのぐのは容易ではないぞ。その子供に武芸の心得があるわけでもなし。ひとひとりを抱えたままでは、満足に攻撃も……」


    　私は指摘せずにいられませんでした。


    「……ですがあなた、お手が……」


    「あ？　は……？」


    《星せい西せい鬼き》さんの右腕が、肘ひじの付け根から徐々にずり落ち始めていました。


    　本人でさえも斬られたことに気づかぬ間に、攻撃は行おこなわれていたのです。


    　外木場さん以外のどなたにそれができたでしょう。


    　斬られたことに気づいた彼は、慌あわてて負傷箇所を押さえようとします。ですが一足遅く、一手遅く、切り離されていく右肘から先を摑つかむことは叶かないませんでした。


    　見事な断面を残し、落下していく右肘先。


    　その光景を前に、外木場さんは平然と嘯うそぶかれました。


    「身内の粛しゆく正せいにかまけて鈍なまったか、《星西鬼》？　それとも初めからその程度か？」


    「外木場ぁっ！」


    　敵の声は金切り声に近く。


    　動揺せずにはいられないでしょう。知覚することもできない間に腕を斬り落とされたとあっては、自尊心が傷つかないはずはありません。そして心以上に、躰からだに走る痛み。


    　もはや勝負はついていました。しかし敵に降参する気配は感じられません。どころかますます激しく、外木場さんへと向かってこようかという勢いに見えます。


    「そとき……」


    　私が意向を問い質ただすに先んじて、再び額ひたいに風が来ました。


    　外木場さんも、それで終わりとはなさいませんでした。


    　やりかけの仕事を放ほう棄きされる外木場さんではありません。


    　世界最強にして、もっとも恐れられる暗殺者に、先々まで敵となりかねない者を逃がしてやるなどという寛大さは遠く。


    　今度も、目を開いていることができませんでした。


    　勝敗は一瞬で決したのでしょう。


    　私は少しも動いたように感じられませんでした。なのに前方には、外そと木き場ばさんが攻撃した痕こん跡せきが刻みつけられているのです。


    　敵は三分割されておりました。


    　胴体二か所を、真横に割られていたのです。


    《星せい西せい鬼き》さんの意識は事切れているようでした。噴き出る鮮血は、私たちのところまでは届きません。返り血すら浴びず、外木場さんは敵を瞬殺し終えておられたのです。


    　不安定な足場。それに、私を片側にしがみつかせたままという悪条件。


    　そんな動きの取りがたい状態から、一瞬で。


    　即死させているのです。まさに世界最強の名に相応ふさわしい強さとしか言えません。


    　ケーブルは揺れもしませんでした。私も含めたふたり分の荷か重じゆうがかかっていたというのに、そよぎもしなかったのです。《星西鬼》さんが派手にケーブルを揺らしながら動いていたことと比べれば、暗殺者としての技量差がはっきり出ているでしょう。


    　重力すらない感じないような、体重移動。


    　そして何を使ったのかすらもわからぬ、斬ざん撃げき二閃せん。


    　否いな、三閃。


    　もう一撃、頭部にも一閃は飛んでいたようでした。詳しい描写は避けますが、彼の頭を覆おおっていた布きれがばらばらにほどけ、素顔が一瞬、露あらわになります。


    　胴体が崩れ落ちていく後。断ち斬られた頭部も傾き、首と分かれて落下していきました。


    　スプラッタは苦手です。ぼとぼと落ちていく人間の躰からだを、なるべく見ないように目を逸そらしました。明日は我が身と諺ことわざにもあります。


    　ともあれ、一段落。


    　私は冷静を装い、外木場さんに言いました。


    「面白くないことになったのは彼のほうでしたね」


    「こちらの状況が愉快でないのは確かだ。誤りとは言えない」


    　息ひとつ切らさずに、外木場さん。


    「時間稼かせぎの配置だろう。だが奴のおかげで、目指す方向が正しいと確定した」


    　先へ進まれながら、外木場さんは内心の考えを仰おつしゃいました。


    「昨日のティアラに続き、《粛しゆく正せい剣けん》まで揃そろっている。昨日からの戦闘が明確な目的をもって行おこなわれていたのだとすれば、ことの終わりは近い」


    　私は頷うなずいて賛同しました。


    「権力者は、血ち生なま臭ぐさい拳しあい闘を観戦するのが好きと相場が決まっています」


    「ああ。白しら雪ゆきは近い。作戦の仕上げを見るため出てくるはずだ」


    　名前を聞いただけで、私は寒さむ気けを覚えました。


    　私たちは互いに無言で先を急ぎました。嫌いやな予感は進むにつれて増してきましたが、私たちはもはや引き返せるところにはいなかったのです。


    



    　ロープウェーの終着点までたどりついたのは、それから五分と経たないうちのこと。


    　堅い地面に無事降り立てたことに感謝したのも束つかの間ま。私たちはすぐに現場へと急行します。


    　霞かすみ山やまは、事務所から見て西側にそびえる連山です。霞霞かすみか市の隣市は、ほとんどが霞山に含まれています。高さはそれほどでもありませんが、裾すそ野のの面積は相当なもの。


    　その山頂には、遊園地がありました。


    　遊具の屋根が見えてきたところで、私は懐かしい思いに捉われました。当県に住む者なら、子供時分に一度くらいはここに出かけた経験を持っているでしょう。


    「ここに来るのは小学校の遠足以来ですよ」


    　外そと木き場ばさんは私の発言を聞いておられませんでした。


    　視線の先には、入場ゲートを警戒している防護服姿が多数うろついていました。


    　遊園地の表口は、封ふう鎖さされていたのです。


    　外木場さんは立ち止まることなくそちらへ近づかれます。全世界で指名手配されているかたにしては積極的。


    　入り口を固めている方々の胸元には、桜の大紋が光っております。外木場さんを見つければ、逮たい捕ほしようと飛びかかってくるかもしれません。


    　けれど私の想像は外れました。駐ちゆう留りゆうしているうちのひとり、皺しわになった背広を着込んだ男性が、外木場さんを見つけて大声をあげられました。


    「木き場ば！　いや、外木場か」


    「館たて山やま」


    　外木場さんの登場で、周囲の空気が凍りつきました。緊張が漂います。


    　その中を平然と、男性に向かって歩かれる外木場さん。私も後から続きました。


    「状況に変化は？」


    「女王はまだ姿を見せていない。突入するべきか迷っていたところだ」


    　語りかける外木場さんに、答える男性。


    　年の頃は三十前くらいと見えました。伸びた髭ひげとやつれた顔つきが、実際の年をわからなくしていますが、外木場さんよりは年上でしょう。


    　外木場さんは足を止めようともされませんでした。


    「中に入る。標的の位置は摑つかめているか？」


    　館山さんと呼ばれた男性は、私を横目で眺めて言われました。


    「七なな歳とせ美み郁いくも同行させるのか？」


    　私が口を挟む間まもなく、外そと木き場ばさんは首しゆ肯こう。


    「なら俺たちも入る。市民を護るのも義務のひとつだ。誰がこんな決まりを考えたのか理解に苦しむが」


    「嫌いやなら来なくていい」


    「ちっ……。こちらも動くぞ！　一班は待機！　二、三班はついてこい！」


    　号令に従い、人波が動きました。


    　総勢三十人ほどいた人員が、二手に分かれました。三分の二が装備を担かついで、移動する準備を整え、私たちの後ろからついてきます。どの表情も、険けわしく曇っておりました。


    　私は彼らが気になって仕方ありませんでしたが、外木場さんが彼らを紹介してくださる様子はありません。館たて山やまさんと外木場さんの会話に耳をそばだてます。


    「ここにいるのは対外木場課の人員だけだ。一般の警官は、上まで来ていない」


    「白しら雪ゆきがそう手配したのだろう。ただ、奴の手勢は来るかもしれない」


    　頷うなずかれる警備隊代表。


    「裏口にもひとを回してある。異変があれば報せてくる」


    　私の名前が出たことからも、彼らがこちらを知っているのは明らかでした。対外木場課と名乗る彼らが、外木場さんと協力関係にあるのは少々解げせませんでしたが、その疑問にも答えてくれるかたはおられぬようでした。場に流れる緊張は、質問を差し挟む余裕をくれません。


    　入場門ゲートを抜け、園内へ。


    　遊園地は、そう広いものではありませんでした。一キロ四方に足りないくらいでしょうか。


    　霞かすみ山やま山上遊園地、という名称のとおり、霞山の山頂に拓ひらけた園でした。アトラクションの数は十数個。あとは小動物と触れ合えるコーナーや、イベント会場があります。端から端まで歩いて遊んでも、半日もかかりません。派手さはなけれど、親しみやすいテーマパークです。


    　門の先はアスファルトの広場になっていました。それを取り囲むように、芝生と小柵が並んでいます。そこから三方向へと通路が分岐していく造り。


    　私たちは真ん中の道を直進します。私の記憶が確かなら、そちらの方角には、サイクルモノレールや空中ブランコなどがあるはずです。


    　このルートを選んだ理由は明白でした。


    　中央道にはべっとりと、血けつ痕こんが線を作っていました。血は負傷されたかたのものでしょう。それが標的の行方ゆくえを教えてくれていました。


    　赤い滲にじみを追えば、目標がいるはずです。気を引き締めて進みます。


    　道沿いにはお土産みやげを売る商店や、ゲームセンターなどが並んでいます。しかしいずれの店もシャッターを閉じて、営業を中止しておりました。


    　見た限り、訪問客や園関係者の避難は完了しているようでした。物音と言えば、私たちの歩く音だけ。遊園地らしい、心躍る音楽なども止められています。


    「霞かすみ山やま下した駅で初めの犠ぎ牲せい者を出してから、奴は一直線に西へ進路を取っている」


    　外そと木き場ばさんに向かって、経過説明がなされます。


    「該がい当とう人物は、ここに来るまでに四十五名を負傷させている。うち二十二名が死亡。……《拡大人的破壊》と比べれば犠牲は少ないが、比較するのは馬鹿げてるな」


    　目の前には、そびえ立つ飛行塔が見えてきました。園の外からも尖せん塔とうが窺うかがえる遊具です。


    「園内でもゲート脇で二名を殺害している。無差別に殺している印象だ」


    　外木場さんはすぐに結論を述べられました。


    「進行ルート上に居る者を取り除くよう設定されているのでは？」


    「たぶんそうだろう。今のところ、行く手を遮さえぎられなければ暴れる様子はない。が、奴がいつ気を変えるかわからん。近寄らなければ万事解決、とは思えん」


    　私は息の詰まる思いでした。


    　館たて山やまさんが話しておられる無差別殺人犯は、私の知っているひとなのです。私は彼をよく知っており、彼がそんなことをする人物ではないと請うけ合うこともできました。


    　けれども今、現実に事件は起こってしまっており、被害者も出ている。


    　私はこの先にいるのが所長代理だとは考えたくありませんでした。できれば外木場さんの考えが誤りで、全然違う敵であればいいのにとさえ思っていました。


    　くだらない考えであるとは、じきに知れるでしょう。ですが私は心の平へい衡こうを保たもつためにも、そう考えていたかったのです。


    　と。先頭を歩いておられた外木場さんが立ち止まられました。


    「……来たか」


    　全員の視線が前方に集中します。


    　その影は、隠れる様子もなく立っていました。


    　私たちの前方、乗り物の切符売り場と、揺りかご船パイレーツシツプのアトラクションに挟まれた道路上には、全身を銀色の重じゆう鎧よろいで包んだ人物が見えました。


    　西洋甲かつ冑ちゆうの如ごとき鎧は、一いつ寸すんの隙すき間まもなく躰からだを覆おおっています。


    　獣けものの頭部を模した精巧な兜かぶとに、フェイスマスク。


    　二本の角ホーンが突き出た肩当てシヨルダーアーマーと、その先に伸びる肘ひじ当て、手てつ甲こう。


    　左腕には躰半身を覆おおうほど巨大な盾たてが握られていました。そこから滴したたり落ちる赤い雫しずく。


    　胴体から腰元までは、一枚の板金プレートが使われていました。肉厚な主装甲を補うように、数層の鋼はがねが重ねられ、それが脚部までをガードしています。


    　左側の手甲と膝ひざから下は、私にも見覚えのある装備でした。


    　鎧に使われているうち、左手の指先に嵌はまっている指輪型の装備は《繊せん手しゆ》。脚部の装甲は《三さん里り》と呼ばれる武装でした。それぞれユウさんと所長代理が持っていた装備です。


    　外そと木き場ばさんが一同に注意を告げられました。


    「拾じゆう壱いち断だん銀ぎん鎧がい仗じよう。白しら雪ゆきの配下が開発した、戦闘用強化防護鎧よろい。……俺も一式揃そろったところは初めて見る。全十一個のパーツ中、十部品が集まっている」


    　頭部を覆おおう兜かぶとと仮面によって、装着者の顔までは窺うかがい知れません。


    「包囲！」


    　号令即発、ライフル銃を構えた警察の皆さんが散開しました。鎧を取り巻くように移動しつつ、足場を固めようとされます。


    　中でもまだ若い一名が、大きく後ろへ回り込もうと迂う回かい行動を取りました。


    　相手を逃のがさないための位置取りを意図した動きです。相当に訓練を積んでおられるのか、迅じん速そくかつ迷いのない動きでした。


    　鎧は、まったく無関心に見えました。ただでさえ無機質な鎧が何も言わずに突っ立っているのは不気味でしたが、手出しをしてこないのなら好都合ではあります。


    　しかし。


    「速い」


    　外木場さんの呟つぶやきが洩もれると同時。


    　移動していた男性が両断されました。


    　防護服を裂いて、赤い華が咲きました。その場にいた全員が凍りつくには充分すぎる刺激であり、どうやって殺したのかすら眼に映らない攻撃。


    　外木場さんと同じく、足音すら聞こえない攻撃です。


    　鎧は、ふたつに分かれた躰からだにそれ以上構いませんでした。


    　銀色の魔物が、こちらに向き直ります。その盾たてから、血の雫しずくが滴したたり落ち。


    　次に起こったことは、またしても速すぎ、唐とう突とつでした。


    　外木場さんの手が私を摑つかみ、引き寄せました。私の躰はそのまま宙に持ち上がり。


    　飛んでいました。悲鳴をあげようと思うより早く、その場から離脱させられていたのです。


    　私がいた場所の後方には、モノレールの線路が走っていました。その上まで跳ばれた外木場さんは、抱えていた私を線路へ降ろし、下界の様子を観察されます。


    　眼下では、銀色の影が躍り回っていました。


    　身に纏まとう断銀鎧仗は相当な重量だと思われました。なのに鎧中の人物は、その重みすら感じていないかのように、自在に動き回ります。


    　私には姿を捉えることはできませんが、倒れる味方は見えました。十人ほどのメンバーが、囲みを崩され、次々と地に這はわされていきます。


    　半数ほどを殺し終えると、鎧は再び動きを止めました。電池が切れた玩具おもちやのように、突然動くのを止やめ、静止しています。


    　生き残った方々は、後退を余儀なくされました。戦いにすらなりません。一方的な斬ざん殺さつが繰り広げられただけ。


    　近隣の住民も、遊園地での一般市民も、同じように殺されたのでしょう。


    　私は線路上から放置された死体を眺めました。舗装路を彩る真新しい血。


    　転がる遺体は五人分でした。いずれも一瞬、一ひと太た刀ちで殺されている。


    　あまりにも簡単に殺されているのです。


    　そして、それを行おこなった鎧よろいの中にいる人物は。


    　気分が悪くなりました。動どう悸きと目眩めまいが襲います。


    　私の目の前で、所長代理と思おぼしき人物は殺しをやってのけたのです。実に無造作に。


    　その光景が私に与えた衝撃は、予想よりもずっと大きなものでした。


    「……《非礼自在コトミカツキ》と接続できるか？」


    　外そと木き場ばさんの声で、気を取り直します。


    　見入っているときではありません。この鎧を止めるためには、私のプログラムが必要なのです。


    　プログラムの起動には条件があります。私の意識が死を感じたとき、身に危険が迫った場面でしか解禁できないという条件が設けられていました。


    　しかし今はそれもクリアされています。


    　心しん拍ぱく数すうは上昇を続けていました。目の前で起こった惨さん劇げきと、すぐに私も彼らのようになるのではないかという可能性が、ことの急を告げていました。


    『計けい較かく白紙／プログラムコード／ナナトセ・ミカツキ』


    　プログラムを破壊する、私のプログラムが目を覚ましました。


    　私の脳内で、鈴の声音が聞こえてきます。


    『……遊園地は好きだけど』


    　私のプログラム中に存在する姉の、七なな歳とせ美み日か月つきのデータが話し出しました。


    『今日は遊びに来たくなかった。……プログラムとの連動率が下がってる。美み郁いく、寂しいからって、頻ひん繁ぱんに私と接続するのは良くない』


    　プログラムの使用は私の心身を消しよう耗もうさせる行為です。


    　けれども今は、自分の躰からだを気にしていられる場面ではありません。


    「文句を聞いてはいられないのです、姉さん。昨日に続く緊急事態で」


    　相互通信によって、私の知識は即座に姉にも伝わります。姉は私の置かれている状況を理解して言いました。


    『じゃあ、あの鎧が九く音おん？』


    「……認めたくはないですが」


    　私の言葉に、姉は黙りました。


    　姉と所長代理は生前、恋人同士でした。その相手が目の前でひとを傷つけ、暴れているとなれば、さすがの姉さんといえども平静ではいられないでしょう。


    　私は姉を促します。


    「《非礼自在コトミカツキ》を使います。所長代理をあのままにしてはおけません」


    　所長代理を操あやつっているのは、《空色々紙クリアカラー》というプログラム。


    　プログラムが相手なら、プログラム破壊の効果を持つ《非礼自在コトミカツキ》は特効薬と成り得ます。


    　薬と言うよりは、毒でしょうか。もっとも効き目のある致死毒です。


    　使えばすぐにでも状況を打開できる。


    　ところが、姉は賛成してくれませんでした。


    『《非礼自在コトミカツキ》は使わない。使えば九く音おんが死んじゃう』


    　姉にしては珍しいほど、きっぱりとした主張でした。


    『美み郁いくだってわかってるはず』


    　言葉に詰まる私に、姉は続けます。


    『あそこにいる九ここの重え九音はプログラム。私と同じように、多角的推理プログラムに内在するデータとして生きてる。もし《非礼自在コトミカツキ》を使ってしまえば、九音の存在自体を消してしまうことになる』


    　その答えは、予想していなかったわけではありません。私とて、それくらいは考えていました。


    　ですが迷っていることはできません。


    「もう躊躇ためらっていられる段階ではないんです。……昨日で、悩んでいられる時間は終わりました。私たちはもう、進むしかないんです。でなければ白しら雪ゆきさんの攻勢は止められないでしょう。昨日の事件から、白雪さんも本気で私たちを害そうと決めたようですから」


    　私は強弁しましたが、それでも姉は承しよう諾だくしようとしませんでした。


    『九音に《非礼自在コトミカツキ》は使わせない。絶対に禁止』


    「姉さん！」


    『嫌いや。駄目。九音を殺しちゃ駄目。そんなことはさせない』


    「でも、こうしている間にも、他の関係ないかたに犠ぎ牲せいが出ます！」


    『そんなの知らない。私にはどうでもいい。九音のほうが大事』


    「ええいもう、聞き分けのない……」


    　そこまでのやりとりは、二十秒もかからなかったでしょうか。通常の会話よりも、私たちの連絡時間は短くて済むのです。


    　私は隣で待っておられた外そと木き場ばさんに言いました。


    「駄目みたいです。姉さんには、協力してくれる気がありません」


    「だろうな」


    　姉さんが拒絶するのを予想しておられたかのような返事でした。


    「七なな歳とせ美み日か月つきが久く遠おんの消去に反対するのは当然だ。データを破壊することは、久遠が消滅することに等しい。久遠と同じく、データだけの存在である美日月にとっては、より卑ひ近きんな問題なのだろうと分析できる」


    「分析できますか」


    　それに続く言葉は、私に向けられていました。


    「それに、お前もプログラムは使えないだろう。お前に久遠は消去できない」


    　重々しい響きが耳じ朶だを打ちます。私は外そと木き場ばさんを振り仰ぎました。


    「私はユウさんにすら《非礼自在コトミカツキ》を使ってしまいました。たとえ所長代理であろうと……」


    「だから余計に使えない」


    　私の反論は、本心からのものでした。しかしそこに潜ひそむ虚勢を、外木場さんは敏感に感じ取られたようでした。暗殺者ならではの、死に親しんだものだけがわかる感覚で。


    「後悔はひとの動きを縛る」


    　外木場さんが、私を見ずに仰おつしゃいます。


    「喪そう失しつに耐えられるのは、俺のように感情を持たない員数外だけだ」


    　自じ戒かいとも取れる呟つぶやきに聞こえました。


    「そんな。……でもそれでは、私がついてきた意味がありません」


    「お前を連れてきたのは、白しら雪ゆきに拿だ捕ほされるのを防ぐためだ。ひとり残しておくのは危険だと判断したから同行させた。初めから戦力としては計算していない」


    　普段なら頼りにされていないとわかり、気落ちするところでしたでしょう。


    　ですが私は心のどこかで、戦わずに済むことに安あん堵どしてもいたのです。やはり外木場さんは私の内心を正しく汲くみ取っておられたのでした。


    　所長代理に《非礼自在コトミカツキ》を使うのは難しいという、私の心の底を。


    「……やるしかないな」


    　外木場さんは、敵影を眺めながら戦闘準備を始められました。


    「勝算はあるんですか？」


    　返るのは、自信に満ちあふれているとは言いがたい回答。


    「久遠の多角的推理プログラムが、白雪から奪取した頃のままであったなら勝機はある。……だがこの勝負、不確定要素が多い。それはことごとくこちらのマイナス要因となる」


    　外木場さんは敵を過か剰じように見積もられはしませんし、過小評価もされません。相手の実力を正確に見定めて話されます。


    　本物の外木場さんに手て強ごわいと言わせるほど、偽にせ物もののソトキバ・ウィローは危険な敵だということでした。


    　外木場さんですら勝てると断定しきれない、暴走プログラム。


    　最強の暗殺者、その模も倣ほう品ひん。敵に回れば、これほどの強敵はいません。


    　外そと木き場ばさんは、私を線路上に残したまま地上へと飛び降りていかれます。


    　置き去りにされた私は、まさか同じようにすることはできません。急いで線路を伝い、モノレールの発着場まで走りました。高さからくる恐怖も、先程のロープウェーに比べればあってないようなもの。


    　私が発着場の階段を下る間にも、ことは進んでいきます。


    　降り立った外木場さんに、館たて山やまさんが尋ねられていました。


    「我々はどうすればいい？」


    「合図する。それに合わせて狙ねらえ」


    「Ｍ７９グレネードランチヤーがある。それでも仕留められないか？」


    「命中させることができれば足くらいは止められるだろうが、……おそらく当たらない。当たったとしても、断だん銀ぎん鎧がい仗じようには傷もつかないだろう」


    「わかった。牽けん制せいだけにとどめる。それも上う手まくやれるかわからんが」


    「期待はしていない」


    　あくまで己おのれの力で対処しようとされているのか、外木場さんは鎧よろいの前へ。


    　後に続こうとした私でしたが、館山さんがそうさせてくれませんでした。袖そでを摑つかまれ、引き戻されます。


    「出るな。外木場の邪魔になるだけだ」


    「でも、所長代理は加重召喚オーヴアーロードを使っています。いくら外木場さんでも……」


    「あの男は最強だ。任せるしかない」


    　彼の右手はしっかりと私の腕を摑んでおり、放してくださる気配はありません。


    　外木場さんの行動を見守る彼らに向かって、私は尋ねました。


    「あなたがたは外木場さんとどういうご関係なんですか？」


    「君以外にも、外木場に好意的な人間はいるってことだ……。下がっててくれ。彼からの合図を見み逃のがすわけにはいかん」


    　声には緊張の色がありました。


    　外木場さんの強さは承知されている。けれどこの戦いに限っては、どう転ぶかわからない。


    　彼らからも私と同じ不安が感じられました。


    　時刻は午後三時三十三分。


    　外木場外郎ういろーＶＳソトキバ・ウィロー。


    　真しん贋がん、ふたりの戦いが始まろうとしていました。


    



    



    【外木場外郎】


    　風向きと地面の具合を確かめた。


    　何よりもまず戦闘条件を確認するのが、外そと木き場ばの作法である。


    　風を気にするのは、敵が断だん銀ぎん鎧がい仗じようを装備しているからだった。


    　敵の左手には、飛び道具が装着されている。


    　盾たてとも見える円盤の中軸には、散弾砲が仕込まれていた。


    　銃身内に取り込んだ空気を圧縮して撃ち出す、《空くう迅じん砲ほう》と呼ばれる固定武装。


    　鎧よろいを構成するのは頭から順に、《獣じゆう頭とう》、《星せい眼がん牙が口こう》、《肺はい臓ぞう》、《荊けい肩けん》、《蜂ほう腰よう》、《掬むすび帯おび》、《繊せん手しゆ》、《豪ごう手しゆ》、そして《三さん里り》。


    　敵はそれらの装備を所有している。欠けている装備は右手の攻撃用武器であり、防御面ではほぼ完全体。


    　個々の武装は、単品でさえも至高の防御力を誇る。正面からなら戦車砲をも跳ね返すだろう。一式揃そろえば、死角はなくなると言って良い。表皮面に刃を通すだけでも困難である。


    　それをわきまえつつも、外木場は戦法を変えない。採れる手段は少なかった。


    　袖そで口ぐちから刀が滑り出た。それを右に握り、固定する。


    　小刀だった。柄つか頭がしらと、質しつ朴ぼくな黒い刀身からなる、刃渡り十五センチほどの直刀。


    　稀き代たいの宝刀、《黒こく雀じやく翔しよう金きん》と銘めい打たれた刃である。


    　もとは枯かれ野のという暗殺者の持ち物だが、それを預かっている。


    　長いとは言えない刃物。敵のレンジに対し、不利となる武器であったが。


    　もとより、得え物ものを選ぶ外木場ではない。外木場が振るえば、どのような武器ですら絶死の道具へと変化する。外木場の最強は、戦闘様式を選ばない。


    　互いの距離は十メートルほど。だがその間合いも、けして安全とは言えなかった。


    　敵が距離を一瞬で詰めてくることは承知している。


    　今の久く遠おんは自分と同等か、それ以上の速度を出しうる敵なのだった。


    　鎧の頭が持ち上がり、こちらを認めた。


    　相手方から、微かすかな振動音が聞こえる。外木場の聴覚でようやく捉えられるくらいの小音は、左の大盾が戦闘に向けて砲弾を放てる体勢に入ったことを伝えていた。断銀鎧仗の特性を詳しく知る外木場だからこそ察せられた、危険信号。


    　敵の攻撃を待つまでもない。


    　外木場の足が地面を蹴る。正面から鎧に対し、打ち込んでいく。


    　軽く放たれた一撃だった。だがほとんどの暗殺者には、何が行おこなわれたのかすら見えなかったであろう。


    　高速などという言葉では追いつかない、斬ざんである。


    　実際、ロープウェーで《星せい西せい鬼き》を倒したとき、彼も外木場がどうやって得物を抜いたのかすら見えていなかった。見えるはずがない。外木場外郎ういろーの速さとは、光の単位で測るもの。


    　滑らかに疾は走しる刀。目的とするは、鎧の、繫つなぎ目部分の切断にある。


    　右腹に向けて放たれる黒こく雀じやく翔しよう金きん刀。


    　だがその一撃を、鎧よろいは左の大おお盾たてで防ぐ。


    　巨大な盾が、外そと木き場ばの眼前に現れた。盾が完全防御の体勢で刀を迎え、弾はじき流す。


    　動きは武具の重量を感じさせない。無防備からガードまでの移行は軽快。


    　外木場の速度を追える者は、今の世界でも限られている。


    　ましてや、その一撃をいなしきる者など、五人といないであろう。


    　それを、今近衛ここのえ久く遠おんは悠々とやってのけた。外木場ですら、五十キロを越えようかという盾を縦じゆう横おうに扱うのは難しい。いくら武器を選ばない彼だとはいえ、物理的な重量を無視して得え物ものを使用することはできない。


    　久遠にはそれができている。ソトキバー・ウィローは最強だと考えるデータからの補足思考が、彼に腕力を無視する力を与えている。


    　空想が現実を補強する。それがソトキバの強み。


    　攻撃を弾かれたことで、外木場は相手が久遠だとみなす思考を捨てた。


    　敵は今近衛久遠でも、階きざはし絶ぜつ無むでもない。


    　ソトキバ・ウィローである。そう認識していなければ、油断が出る。


    　自みずからを越える外木場。


    　互角以上の敵と戦う経験は、絶えて久しい。階絶無と死し合あったときを最後に、地球上から外木場の好敵手は消えている。階を殺したことで、彼は文字どおり世界最強の存在となった。


    　その自分を上回る敵。翔金刀が、空気の振動を伝えてきた。


    　外木場は、久遠を殺す方向に考えを切り替える。


    　止める、という思考では、敗北する。


    　刀を握り直し、出た。


    



    　前進のための攻撃プランは、怒ど濤とうである。


    　刀が直ちよく軌き道どうで光の線を描く。一本ではない。無数である。


    　外木場の斬ざん撃げきは連続する。久遠に主導権を渡さないように、いくつもの手が繰り出された。


    　上段から斬。下段からも斬。左右から伸びる突打と薙なぎ。決めには鋭い尖せん。


    　立ち回りは旋せん。


    　空間を空間と捉えない。無重力中であるかのような滞空時間と、強引な姿勢保持から、有り得ない角度から攻撃は伸びる。外木場の攻撃には決まった型がなかった。隙すきを窺うかがうための、相手に一撃を加えるためだけの、千せん手て万ばん乗じようの乱撃。


    　鎧はその動きについてきた。


    　総重量で百キロ近いハンデを背負いながら、ソトキバは外木場の動きに同調している。


    　盾が地面に突き立てられる。


    　自由になった手が、鮮やかなコンビネーションを放った。


    　盾たてを軸に、守勢を堅持しながら拳こぶしの連打。拳を固めるのは、《豪ごう手しゆ》、《繊せん手しゆ》と呼ばれる両の攻撃具。硬度はこちらの刃を上回る。


    　当たれば砕けるであろう。刃も、躰からだも。


    　翔しよう金きん刀の腹が拳を受け流す。止められたと見るや、右足が襲い来た。《三さん里り》が旋せん風ぷうを上げる。躰は攻撃に反応した。回避は一ひと重え。


    　風圧が外そと木き場ばの髪を薙ないだが、それも一瞬。


    　瞬未満で攻防は続く。


    　敵のスタイルに合わせて、外木場も足を使う。


    　だが、全身が武器とも言える断だん銀ぎん鎧がい仗じよう。打ち合いに行けば、手足が折れてしまう。鎧よろいの表面を蹴るのは、攻撃を避ける用途に限られた。重爆の威力を持つ外木場の蹴りでも、鎧を貫通することはできない。


    　刀での一いつ閃せんが、唯ゆい一いつ有効な手段。


    　至近距離から狙ねらう。鎧からの拳を反射だけで避け、腕を狙って斬り込んだ。当たらない。敵も腕甲の角度を変化させ、斬ざん撃げきを無効化している。力任せに両断できる相手ではない。


    　両者の間合いは一メートルを保たもっている。この距離はむしろソトキバにとって有利だった。鉄てつ壁ぺきの防御力を誇るソトキバは、よほどの隙すきを作らぬ限り、外木場からの致命打クリーンヒツトを被こうむらずに済む。


    　対して外木場は、一撃でも受ければ危うい。守備面では、黒の防ぼう刃じん防弾コートのみが外木場の盾だった。普段は彼に攻撃を当てられる敵など存在しない。故ゆえに防御力など不要なのである。


    　だがこの敵は、当てるどころか。


    　こちらの動きを上回る勢いで攻撃を仕掛けてきている。


    　外木場は接近戦を挑まねばならない。


    　リスキーだが、他に手はなかった。まずは刀で防御をこじ開けねば、本体へダメージを与えることもできないのだった。


    　内部破壊を意図した、武者鎧相手の戦法もあるにはある。


    　浸しん透とう勁けい、と呼ばれる、外装の防御を無視して肉体へ直接ダメージを貫通させる技がある。外木場も無論それは使えた。


    　勁技を使用すれば、久く遠おん本体へ打撃を通すこともできただろう。


    　だがそれを使うにしては、敵が速すぎた。


    　内ない功こう、所いわ謂ゆる身体エネルギーを利用する技は、発動までに時間がかかる。全身の力を集め、それを放出するまでにタイムラグが生じてしまう。外木場をもってしても、技の集束までにおよそゼロコンマ一秒ほどの間まが必要だった。


    　ゼロコンマ一秒は、彼らの戦いにおいて長い。敵が大人しく待ってくれる時間ではない。


    　そのため攻撃は、刀に限定された。外そと木き場ばは不利を理解していたが、だからといって攻め続けるより方法はないのである。


    　戦闘開始からここまで、十九秒。


    　刀と鎧よろいが弾はじかれ合った回数、百九十五合。放った総手は、五百以上。


    　超速度の戦いである。


    　それを制するため、外木場は手を練り直した。


    　長く、息が吐き出される。


    　刀のリズムが変化した。


    　ソトキバへと迫る、黒こく雀じやく翔しよう金きん刀。その軌き跡せきからは、これまでの無む秩ちつ序じよさが消えていた。


    　無風の穏やかさで、刃が円を描く。


    　ソトキバの左、《繊せん手しゆ》が外木場へと放たれる。胴を穿うがたんと狙ねらう一撃。


    　刃が、それをすくい上げるようにして弾いた。


    　続く右、《豪ごう手しゆ》と渡り合うのは、稲いな妻ずまの直線突き。


    　ソトキバが守勢に回る。生半可な防御では耐えきれないほど、激しさを持った突きだった。


    　敵の右へと、刺突が飛んだ。直線。引き手を見せない積極。フェンシングのように、躰からだを半身としながらも猛攻を仕掛ける。


    　ソトキバはそれにも反応した。刺し貫つらぬこうとする刃を見切り、躰を反転。その勢いで鎧ごと前へ。外木場との距離を詰めて。


    　右の裏拳。即死撃。


    　外木場はそれを受け流していた。死力のこもった拳こぶしを、刃を寝かせることで融通。防御を間まに合わせる。


    　そのまま、右手の刃が緩ゆるやかに鎧を襲った。


    　断だん銀ぎん鎧がい仗じように火花が散る。初めて一撃が入った。


    　遅いとも見える一撃には、長い年月にわたって工夫された精妙さがあった。


    　楕だ円えんの動きを主とした刀技、《不ふ帰き羅ら蕃ばん剣けん》。


    　東方に起源を持つ、刀剣技の一流派。


    　かつて外木場が立ち合った者の中にも数人、この流派を使う者がいた。それらの者たちが披ひ露ろうした技に手を加え、使いこなしている。


    　外木場は一度戦った相手の戦法を吸収する。多くの技を模も倣ほう、修練したことが、外木場を最強の座へ押し上げた。


    　蕃剣の基本は、その慎重な剣運びにある。


    　内功の話は先に出た。いわば身体中に内包される活力をそう呼ぶ。


    　それを集め、放出するまでには時間がかかる。だが放出しないことを前提に使えばどうか。


    　今、外木場の黒雀翔金刀には、彼の気がこめられていた。《不帰羅蕃剣》は、運動中に内功を剣先に集め振るう刀技なのである。


    　ゆっくりと刀を巡らせることで、気を運行させる。溜ための技である。剣には有り余る外そと木き場ばのエネルギーが蓄積されていくことになる。


    　だから速度は穏やかに見えても、含まれる力は大。剣の威力は増大する。


    　二度三度と、刀と鎧よろいがぶつかり合った。


    　外木場の《不ふ帰き羅ら蕃ばん剣けん》が、鎧を裂こうと窺うかがう。回り込むような軌き道どうで、執しつ拗ように刃が宙を舞った。


    　攻めている。そしてそれで満足する外木場ではない。


    　なおも攻勢を緩ゆるめず、第二手。


    　ソトキバが外木場の戦法を理解したのかも及ばぬ前に、次の手が繰り出される。


    　鎧は拳こぶしと脚を放ってきた。《繊せん手しゆ》と膝ひざ頭がしらが外木場を狙ねらう。


    　二段攻撃を刃で打ち払い、かわし様ざま。


    　守勢から転進。刃が突き込まれる。今度は回り道のない、一直線。


    　空気の焦こげる匂い。それを感じる間まもないうちに。


    　断だん銀ぎん鎧がい仗じようの肩先、突き出した細工の一部が削れた。


    　強烈な打ち込みが、堅い鎧を破損させている。


    　使われた技は《不帰羅蕃剣》ではなかった。


    　西方、旧プロシアの暗殺者が好んで学ぶ剣技、《万流ヴアーミリオン》。


    　攻撃は最短をもって良しとする。直線突き、鋭えい角かく軌道の斬ざん撃げきに拘こだわる、独特の流儀であり、《不帰羅蕃剣》とは異なる特徴を有する。


    　エネルギーを溜める前者に対し、こちらはエネルギーを瞬時に爆発させる技。


    　とにかく素早く、力を前方へと押し出すことを主眼とした剣である。


    　通常、《万流ヴアーミリオン》の遣い手が振る剣は、断銀鎧仗を傷つけるほどには至らない。手数を重視する技ぎ巧こうであり、一撃一撃はそれほどの威力を持たない。


    　だが外木場が使うことによる利。


    　そして、《不帰羅蕃剣》と組み合わせるという戦法による、弱点の解消を経へれば。


    　剣はどのような強敵をも圧倒する。


    　鎧へと、外木場の追撃が飛ぶ。自分よりひと回り巨大な相手に、下からの円軌道。


    　跳ね上がり後の、直線撃ち落とし。頭部を切り飛ばす勢いを持った、《万流ヴアーミリオン》の型。


    　放ち終えても手を止めず、刃はゆっくりと動き、虚を狙う。


    　充電と、放出。静と動。


    　洋の東西、剣技の精妙を極めた流派、それぞれの長所を組み合わせ、刃を振るう。


    　ソトキバが反撃を試こころみてくる。重量を破壊の打撃へと変える、ハイスピードブロー。


    　ジャブひとつが死の威力。技も何もあったものではない。


    　刀がそれを絡め取るように動いた。敵の両腕を跳ね除のけながら、放たれる拳打に等しい数の突きを返していく。


    　攻撃を円で防ぎ、直で応える。


    　あるいは円で攻め、直で護る。


    　二流儀を使い分ける、変則刀法。見て即、これに対応できる遣い手など、世間にはいなかったであろう。


    　しかし、想像の中にはいる。


    　最強を産み出す《救世主殺しオラトリオスレイ》に、対応できない技などない。


    　外そと木き場ば外郎ういろーなら技を返したであろうと考える思考によって、ソトキバは連撃に耐える。


    　外木場外郎ならそれに耐えて反撃したであろうと考える思考が、夢想を実行させる。


    　鎧よろいの躰からだが、先よりも素早く動いた。


    　盾たてを壁としながら、刃をくぐり抜ける。伏せるようにダッキングし、《万流ヴアーミリオン》の爆発突きを回避。


    　刃を狙ねらって、指先二本での抉えぐり込みが来た。刃を持っていかれるわけにはいかない。


    　退ひく時機、と外木場は見た。


    　攻めきれるのならそうしたいところではあったが、敵は強い。一度退いて、立て直す必要があった。


    　達人の勝負は長引かない、と言われる。


    　外木場級の武芸者ともなれば、多くの場合、出合い頭がしらの一いつ閃せんでこと足りる。レベルの違う相手なら、一瞬で倒すことができる。


    　だが相手も超級。外木場外郎をして、無理をしなければ渡り合えない相手。


    　戦闘開始よりこのかた、外木場は呼吸を止めていた。彼らほどの速度で動こうと思えば、呼吸は邪魔にしかならない。人間は息を止めることで、運動能力を限界まで引き出すことができる。武芸者にとっては、その僅わずかな差が勝敗の鍵かぎとなりかねない。だから無呼吸下の連続運動が重要となる。アスリートたちよりも切実な問題。


    　そして酸素供給なしでの運動は、著いちじるしく疲労を強しいる。


    　ここまでの五十二秒、八百余手を無呼吸でやり遂とげた外木場であったが、さすがに乳酸濃度の急上昇と、酸欠からくる脳機能の低下は限界に達していた。


    　息継ぎが要いる。


    　距離を取るしかない。


    　そう決めれば早い。外木場は一時的に鎧と間かん隔かくを空けた。


    　美み郁いくたちが並ぶ反対方向へ飛ぶ。そこで呼吸。


    　脳に酸素が供給される。その間も、頭の中では鎧を倒す作戦を考え続けていた。


    　当初考えていたよりも、やる。鎧は久く遠おんの疲労状態からは考えられない動きを見せている。


    　プログラムが機能不全に陥おちいっているのではないかという予測は、まるで見当外れだった。制限時間の制約を、今日の久く遠おんと《救世主殺しオラトリオスレイ》は無視しているかのようだった。


    　おそらく、《空色々紙クリアカラー》が極限までプログラムの性能を引き出すよう、肉体と精神に命令を出しているのだろう。もともと《救世主殺しオラトリオスレイ》は些さ細さいな現実を打ち破る特性を秘めたプログラムである。


    　暴走状態にある今となっては、データが全損するまで戦うことを余儀なくされているに違いない。制限時間とは、いわば安全弁の目的で設けられた仕組みである。


    　使用者の身を顧かえりみないのであれば、その枷かせも無効となる。


    　現在の今近衛ここのえ久遠は、あらゆる常識では量れない存在となっているのだった。


    「正常でない機械は、ときにひとの手に余る。……そういうことか」


    　外そと木き場ばは、自みずからの勝利条件を大きく下方修正。


    　眼前では、鎧よろいが動き出している。


    　それを見て、やはりと考えた。


    　外木場の予想どおり、敵は盾たてを手に取っていた。


    　流れが変わろうとしている。数百以上の戦闘を経験してきた外木場には、その転機が察せられた。


    　来ると読んで、動く。


    　鎧が盾を構えるのが見えた。その先が外木場を照準し、隠された砲身が引き出される。


    　ソトキバが砲身に手を当て、スライドさせる。ショットガンを充じゆう塡てんするような一動作で、空気の弾が砲身へと送り込まれる。


    　左へ動いた。直後、もといた場所に向けて。


    　轟ごう砲ほうが空間を薙ないで走る。


    　背後にあったアトラクションが吹き飛んだ。砲の軌き道どう上、三十メートルは離れた位置にあった遊覧船へ、弾が炸さく裂れつしている。船の胴体部に大穴が開き、煙を巻き上げながら崩れていく。


    　一撃で、船は沈ちん没ぼつした。


    　足を止めずに動きながら、外木場は計算。


    　威力はあるが、あの一撃は恐怖ではない。


    　当たらないのである。直径二十センチ級の空気砲弾だが、その発射速度は遅い。


    　怖いのはこの次。


    　鎧は盾を構えたまま、砲身を一段階、引き延ばしていた。盾からはみ出すほどの、長いバレルが露あらわになる。それを外木場へ向けながら。


    　スライド。充塡。発射。


    　外木場へと、無数の弾が吐き出される。


    《空くう迅じん砲ほう》の第二形態、空気式散弾銃。一度に六十発の弾を射出するモード。


    　先程に比べると一発一発の威力は落ちるが、そのぶんだけ射程も広く、避よけづらい。


    　外そと木き場ばは避けなかった。


    　迫り来る敵弾を、その場で待ち構える。その上で、身に命中しそうなものだけを選んで、刃を振るった。


    　空気弾を斬り抜ける。周囲で上がる爆発をよそに、外木場の注意はあくまでソトキバの動きのみに注目している。


    　今しがたの攻撃は、こちらを殺そうとして放たれたものではなかった。


    　探りを入れたようなものだと認識。なぜなら彼が同じ武装を持っていたとしても、ソトキバの如ごとく、まずは敵の動きを量ろうとしただろうから。


    　敵がどう動くかを見極めた上で、仕留める手を放つ。そのほうが確実。


    　ソトキバは盾たてを下ろさない。砲身の照準は外れることなく、外木場の動きをトレースしている。


    　三度、ポンプアクションがなされた。


    　今度も散弾が撃ち出される。避けるか、防ぎ斬るか。


    　どちらの答えも不正解だった。


    　散弾を牽けん制せいに、ソトキバは次弾を装そう塡てんしていた。それは外木場を狙ねらうのではなく、彼の頭上、空に向かって砲撃された。


    　着弾までの時間差を使う、二方面への砲弾散布ばらまきである。


    　こちらの考えていることは、相手も考えている。彼らは同じ外木場同士。


    　撃ち上げられた空気の弾は、ひとつではない。次々と発射されている。それは中空で滞在した後、地上へと落下してくる。


    　榴りゆう弾だんのように、頭上から降り注ぐ空気の弾。


    　そして、前面からは散弾空気銃の嵐。


    　それもソトキバ・ウィローの速度で操あやつられる砲から放たれてくる、連続速射の砲撃である。


    　正面に、足元に、弾が飛来する。爆発音は遅く、されど聴覚の働きを鈍にぶらせる。それらを縫ぬうようにして避けながら、外木場は反撃の機会を窺うかがった。


    　弾の乱舞は熾し烈れつだが、これで殺されるような外木場ではない。


    　鎧よろいは、そのことも熟知していたと見えた。


    　弾を囮おとりに、あれだけの攻撃を目め眩くらましに使う大盤振る舞いで、ソトキバは外木場へと接近していた。


    　来るのはわかっていた。万戦錬磨の、外木場外郎ういろーである。


    　それでも躰からだを向き直らせるには時間がかかる。敵の砲撃は、そのゼロコンマゼロゼロ一秒を稼かせぐために行おこなわれている。


    　遅れた。彼らが戦う次元においては、許されざる隙すき。


    　そこへ殺到する、ソトキバの大攻撃。


    　盾たてでの打ち込み。押し潰つぶしにも等しい一撃が、轟ごうとばかりに振り下ろされる。


    　回避した。回避できなければ死んでいたであろう。


    　躰からだをひねりながら、外そと木き場ばは鎧よろいに蹴しゆう打だを入れる。敵に攻撃を繫つなげさせてはいけない。一方的に押し込まれてしまう。


    　ひとと鎧が、真正面から交差した。


    　刃と手てつ甲こうが嚙かみ合う。外木場の刀を、鎧がじりじりと押し返す。


    　弾はじいた。金属音が遅れてついてくるほどの速度。互いが互いを先しようと得え物ものを出す。


    　鎧の拳こぶじが、外木場の衣服を掠かすった。


    　ここへきて、外木場の速度をソトキバが越え始めている。


    　理屈としては当然のこと。


    　ソトキバは、最強であるべくして造られた存在。


    　敵が自分よりも強いなら、それよりも上をいく者でなければならないとされる。そう考えられることによって、能力を上積みしていく。


    　外木場外郎ういろーらしさを考えて造られたフェイク。敵が強ければ強いほど、それを乗り越えて成長するという、外木場の本質を的確に真ま似ねたプログラムなのである。


    　攻守は逆転しつつあった。
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    　次第に追い詰つめられていく外そと木き場ば。桁けた外はずれの体力を誇る彼が、運動量で負けている。


    　なぜなら敵には能力値の上限がない。敵の強さに合わせて、戦闘力が加算されていく。


    　異質な特性をもった敵なのだった。《救世主殺しオラトリオスレイ》の能力は、外木場に過去の戦いを思い出させている。


    　現在の自分では、最強の影を殺しきれないか。


    　敵の攻撃に合わせ、後退。息をつくために離れた。


    　鎧よろいに息切れした様子はない。呼吸はしているのだろうが、肩が上下しているでもなく、疲れているのかさえ判然とせず。


    　速度では抗しきれない、と判断。


    　頼みとする速さが通じないとすれば、残る手は。


    　考える間、敵もこちらを観察している。ソトキバが面めん頰ぼおの下で何を考えているのか。


    　薄々と察することはできた。


    「俺だからこそ、お前ソトキバの狙ねらいは読める。……このまま押しきるつもりだろうが、そうはいかない。俺にはお前が持たない利点がある」


    　所有武装の差で勝つしかなかった。


    　身体面では偽にせ物ものに劣おとっている。世界中、正面からソトキバ・ウィローに勝てる人間は存在しない。《救世主殺しオラトリオスレイ》とは、そういう機能を持ったプログラム。


    　ソトキバを抑えるには、武力以外の要素を利用するより方法はない。


    　外木場はコートの下に手をやった。そこに収められていた、小さなプラスティック・ケースの手触りを確かめ、ソトキバからは見えないように容器を開ける。


    　中身を手の内に滑り込ませた。小指ほどの長さをした、炭素繊せん維いの結晶体。


    　それも、プログラムだった。


    　拡大人的破壊よりこのかた、外木場が入手したプログラムの一種類である。


    　手持ちは残りこれ一本。


    「働けよ、《絶対停止のＹ》」


    　それを敵に打ち込むべく準備しながら、通用するかを考えた。


    　結論は考えるまでもなかった。通用しなければ、このまま消しよう耗もう戦となり、敗北する。


    　最悪の結果を避けようと思えば、最小の被害は甘かん受じゆしなければならない。


    　外木場は、思案をまとめ終える。


    「お前の戦法を採らせてもらうぞ、ソトキバ。攻撃を囮おとりに、隙すきを作らせる」


    　勝つために割りきる、外木場の思考方式。


    　自みずからの負傷をも策中に盛り込み、暗殺者は行動ルートを決定した。


    　刃は右。それを握る掌てのひらにプログラムを隠し、覚られないよう遮しや蔽へいする。


    　狙いは密着からの一撃離脱。


    　全速度を傾けて、動いた。


    



    



    【今日を生きるための観察日記／③】


    　小雨が降り始めました。


    　外そと木き場ばさんと鎧よろいの勝負が始まり、およそ一分。


    　私たちには、時折飛び散る火花しか見えませんでした。外木場さんの武器、おそらくナイフ系統の刃物でしょうが、それと鎧が弾はじき合う音が、ひと繫つながりに聞こえています。休む間まもなく刃を交えているために、音は途切れることさえないのです。


    　何が行おこなわれているのかもわからない戦闘。


    　しかし、外木場さんは圧倒的に押されています。それが判明したのは、一時的に戦いが中断されたときでした。


    　私たちの目の前に現れた残像は、外木場さんの劣勢を伝えていました。


    　鎧は無傷で立っています。ダメージを受けた様子は見えません。傲ごう然ぜんと立つ威容は、あるいは異様さは、不動の巌いわおとでも称すべき剛健さを備えております。


    　どちらが優位な立場にあるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんでした。外木場さんは、堅守を誇る相手に攻め手を欠いておられたのです。


    　外木場さんが一撃で仕留められないほどの敵。現実を超越する虚構。


    　その左手に握られた盾たてが、外木場さんへと構えられ。


    　耳をつんざく破裂音が轟とどろきました。


    　真向かいにあったアトラクションが爆発していました。そちらに気を取られることもできません。押し寄せる爆風に、私たちは身を庇かばって風圧をやりすごします。続いても破裂音。大砲が着弾する際のような音が連続し、見る間に風景が崩れていきます。気がついたときには、そこかしこが倒壊炎上しているのです。


    　外木場さんと鎧の魔物、操あやつられたソトキバ・ウィローは、立ち上る炎煙に戸惑うことなく、再び超高速の攻守に没ぼつ入にゆうしていきました。この短時間で地獄絵図と化した周囲を、斬り結ぶ得え物もの同士の音だけが飛び回ります。


    　私が踏み入れるような次元の戦闘ではありませんでした。決着がつくまで手をこまねいてただ待つのみ。


    　ことの成り行きにじりじりしていたのは、私だけではないようでした。


    　館たて山やまさんが、部下たちに合図しています。戦闘が始まってからまだ二分も経たないはず。痺しびれを切らすほどの長時間ではなかったのですが、目に見えぬ攻撃をいつ喰らうかわからない状況では、じっとしているのは難しいことでした。


    　指示を受けた部隊全員が、いつでも射撃に入れるように武器を構えました。


    　外そと木き場ばさんと鎧よろいが、一いつ旦たん間合いを取って離れました。超高速移動状態を解除した鎧が、私たちにも見えるように輪りん郭かくを取ります。それへ向けて。


    「発砲許可うて！」


    　遊具前に整列した警備隊から、一いつ斉せい砲火が放たれました。


    　鎧は避けようともしません。


    　次々と着弾を受けながらも、倒れる気配すらなく立っています。外木場さんの仰おつしゃったとおり、断だん銀ぎん鎧がい仗じようを前にしては、並の砲門では歯が立たないのです。


    　しかし、巻き上がった弾幕は牽けん制せいになります。


    　外木場さんは、そのタイミングを見み逃のがしておられませんでした。


    　煙幕立ちこめる空間を突っ切って、一筋の道が開きました。


    　鎧へと伸びた道の先頭にいるのは、無論外木場さんでした。私には黒と銀色、双方の色合いが混ざり合ったように見えました。両者がその距離まで近づいたとき。


    　ふたりの間で、虹色の光が迸ほとばしりました。煙のカーテンの内側から溢あふれ出す輝きフレア。


    　私の両眼を、七色の閃せん光こうが焼きました。それは鮮やか極まりない色彩の光で、眩まぶしさを感じる光線量であったにもかかわらず、少しも不愉快ではありませんでした。


    　拡散していく光はまさに虹の尾。虹が空にかかる瞬間、その発生源に居合わせたような、目を奪われる変化だったのです。


    　私の隣では、館たて山やまさんが呟つぶやかれていました。


    「……決まった、か？」


    　答えは虹の光が収まった後に明らかになりました。


    　雨に払われるようにして、弾着の煙が晴れていきます。煙が消えていくにつれ、徐々に露あらわになってくる両者の姿。


    　私たちが目にしたのは、足を止めて互いを貫つらぬき合っているふたりの静止画でした。


    　私は声を失いました。


    　外木場さんの右腕は、鎧に向かって突き込まれていました。右腕が伸びた先、鎧の一部分、その左脇腹には欠損箇か所しよが見えます。外木場さんが破壊されたものなのか。


    　ですが敵に与えた損傷以上に。


    　鎧の大おお盾たては、外木場さんの胴を貫いていました。いや、貫く間ま際ぎわまで押し込んでいたと言うべきでしょうか。


    　外木場さんの右胴は、敵の直撃をまともに受けていたのです。


    　鎧が支え持つ盾の砲塔部が、ゆっくりとスライドするのが見えました。砲身から飛び出した弾が外木場さんへ命中したのでしょう。両者の間合い、零ゼロ距離射撃を避けるのは、いかに外木場さんでも適かなわないタイミングだったはずです。


    　その状態でも、外木場さんは鎧から離れようとされませんでした。右腕を伸ばしたまま、姿勢を変えることなくとどまっておられます。


    　意識を失われたのか、それとも外そと木き場ばさんが打ち負けたというのか。


    　最悪の想像に応じるように、再度の爆発音が響きました。


    　音は、盾たてに付いた砲塔から放たれたものでした。動かない外木場さんへ、鎧よろいが弾を撃ち込んだがための音。


    　直後、攻撃を受けた外木場さんの躰からだが、堪こらえきれずに揺れました。よろよろと、一メートルほど後退される外木場さん。


    　私は悲鳴をあげていたかもしれません。


    　外木場さんは、至近距離から盾の攻撃を喰らったのです。それも連続で。


    　巨大なアトラクションを一発で轟ごう沈ちんさせる盾じゆん砲ほうの威力。常人なら躰を吹き飛ばされて絶命するはずの攻撃でした。


    　外木場さんがどうなったのか。またその先の結果を考え、私は立ちすくんでいました。周囲の皆さんが駆け寄ろうとなさるのが、遠い場所で起きている事柄であるかに見えます。


    　しかし外木場さんは、死んだのでも、意識を失われたのでもなかったのです。


    　二連砲撃も、世界最強の暗殺者を仕留めるには足りませんでした。


    　動かずにおられたのも短時間だけのことでした。外木場さんは膝ひざをつかれることもなく、近寄ってくる味方を追い払うように右手が振るわれます。


    「……終わった」


    　そのお言葉どおり。


    　銀の鎧は、動きを停止しておりました。


    　雨粒を受けて、鎧の表面が光ります。面めん頰ぼおを傾けうつむいた鎧は、指先ひとつ動かさず。


    　私たちはしばらく何が起こったのか理解できませんでした。が、やがてことが呑み込めてくると、歓呼の声が巻き起こります。


    　私は全身が弛ゆるむのを感じていました。


    　外木場さんの勝ちでした。砲撃に耐え、断だん銀ぎん鎧がい仗じようを斬り裂いて、外木場さんは勝利を呼び込まれたのです。


    　けれども外木場さんは、歓声にお応えになりませんでした。


    　突然、外木場さんの躰が倒れ込みました。全員が驚きよう愕がくしましたが、今度は私が一番早く駆け寄りました。うつぶせに倒れた外木場さんを支え起こそうと手を伸ばし。


    　私の目に、真っ赤な色が映りました。


    　外木場さんの躰からは、尋じん常じようでない量の血が溢あふれ出ていました。外木場さんを支える私の袖そで口ぐちや裾すそが、みるみる赤く変色していきます。衣装の赤を上うわ塗ぬりする、朱あか。


    　アスファルトを染めていたのは、新たな血の澱よどみでした。


    　やはり外木場さんは、敵の攻撃を受けておられたのです。私の見間違いではありませんでした。いかに無敵の暗殺者といえども、砲撃の連発に無傷でいられるはずはなかったのです。


    　怪け我がを負いながらも、外そと木き場ばさんは自力で手をつき、躰からだを起こそうとされていました。


    「……衝撃はコートで軽減した」


    　とても軽減したようには見えませんでした。言う間にも、お腹からは赤いものが広がっていきます。外木場さんの呼吸も、怖いほど静かでした。


    　私は怪我を見るのには慣れています。所長代理やユウさんはしょっちゅうと言っていいくらい負傷しては、病院へ運び込まれています。ですから私は血を見ただけで卒倒しかねないような小娘ではないつもりでした。


    　しかし、外木場外郎ういろーが傷つく場面など、誰に想像できたでしょうか。


    　頭が真っ白になった私が、何も考えられなくなっていたときでした。


    「美み郁いく！　あなたここで何をしてるの！」


    　聞き覚えのある声で、私は我に返りました。


    　顔を上げると、園の奥手側から駆け寄ってくる一隊が見えました。その先頭にいた女性に、私はすがりつかんばかりの勢いで言いました。


    「麗れい華かさん！　お願いです、早く外木場さんを……」


    　傍そばまで来ていたのは、麗華さんでした。裏口を固めていた別べつ働どう隊たいに交じっておられたのでしょう。戦闘による爆音で事態を覚さとり、部隊ともどもやってこられたに違いありません。


    　私の言葉を聞いたことで、引き締められていた麗華さんの表情がさらに凍りつきました。


    「……そこにいるのは、外木場外郎？」


    　答えようとした私に声がかかりました。


    「……美郁、……ソトキバが、まだ……」


    　声は緊迫を伝えていました。


    　私は外木場さんを振り返りました。けれども負傷した暗殺者の目は私を見ておらず、代わりにある一点へ集中していたのです。


    　私もそちらを見ました。そして。


    「《非礼自在コトミカツキ》を……。急げ、奴が動き出す……」


    　起き上がろうとされる外木場さんを、取り巻く人々が押しとどめました。彼らはまだ気づいていなかったのです。


    　停止していたはずの鎧よろいの指が、微かすかに振動していました。


    　外木場さんが仕留めたはずのソトキバ・ウィローは、まだ倒されてはいなかった。


    　鎧の指は、か細く動き始めておりました。活動を再開する予兆とも思える動き。


    　混乱していた私でしたが、外木場さんの指示はすぐさま呑み込めました。


    　今なら鎧に《非礼自在コトミカツキ》が通用する。


    　動けない外木場さんは、私にとどめをさすよう頼んでおられたのでした。


    　私は姉さんとの接続を繫つなげようとしました。《非礼自在コトミカツキ》の行使を拒こばむ姉さんを宥なだめているゆとりはなさそうでした。早く、一秒でも早く。


    　けれど連動は開始されません。姉さんが機嫌を損そこねているからなのか、それとも私が焦あせり、思考がまとまらない状態にあるからなのかは判然としません。


    　この場は私が何とかしなければならないのに。


    　私は鎧よろいへ向き直りました。そちらに向かって進もうとする私を、背後から麗れい華かさんが引き戻そうとされます。目め敏ざとい麗華さんは、鎧が死んだわけではないことを勘づかれたのです。


    「どこ行くの！　危ない！」


    「でもまだ、外そと木き場ばさんのご指示が残っています！」


    　この機を逃のがせば、ソトキバ・ウィローを停止させることは叶かないません。私はことが成るか否いなかの境さかい目めにいることがわかっていました。


    　外木場さんが決死の思いで作られたチャンス。


    　そして、最強である外木場外郎ういろーが決死の覚悟をせねばならぬほど、敵は危険なのでした。


    「美み郁いく！」


    　私は麗華さんを振りほどいて走ろうとしました。


    　しかし私の前に、スーツの男性が立ち塞ふさがり、私が鎧に近寄れないよう阻はばんでいました。


    「駄目だ。もう遅い。あれを見ろ」


    　私はふたりに引き留められたまま、それを見ました。


    　外木場さんが負傷されてまで停止させようとした鎧。


    　それが少しずつ歩み出しておりました。一歩一歩が蟻ありよりも遅々とした進みかたでしたが、鎧は歩みを止めようとはしませんでした。


    　ソトキバ・ウィローは、完全停止に至ることなく進軍を続けようとしていたのです。


    「……外木場の一撃でも決めきれなかった」


    　口くち惜おしそうに、館たて山やまさん。


    　その事実がどれほど重いものかは、この場にいる全員が覚さとっておりました。


    　外木場さんですら勝てない敵に、私たちがどう対処できるのか。その答えを持っているかたは、この場には誰ひとりおられず。


    　私の肩を摑つかんでいた麗華さんの手は震えていました。


    　それが何より雄弁に、私たちの陥おちいった状況を告げていました。物事に動じることのない麗華さんが、動揺を隠せないほど不安を表に出されている。


    　打つ手はもう、残されていませんでした。


    　鎧は無力な私たちに執しゆう着ちやくせず、遊園地の裏手へと歩いていきます。まるでどこか向かう先があるかのような足取りでした。


    　西へ、陽の落ちる方角へと進む鎧を見つめながら、私たちには何もできませんでした。鎧が遠ざかっていくのを黙って見守るしかなく。


    「……蓬ほう萊らい先生」


    　館たて山やまさんが麗れい華かさんを呼ばわれました。


    　麗華さんの視線も、鎧よろいの後ろ姿から離れませんでした。こちらのやりとりに構わず去っていく鎧を追いながら、代表者の確認に頷うなずかれます。


    　それを受けて、館山さんは残ったメンバーに簡潔な命令を出されました。


    「……撤収する」


    　ここまでの戦いを締めくくるには、およそ短い文もん言ごんでした。
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    【今日を生きるための観察日記／④】


    　私たちは麗れい華かさんのマンションに戻っていました。


    　外そと木き場ばさんの負傷は重く、とにもかくにも安全な場所まで下がる必要がありました。


    　それに、今後の方針を相談しなければなりません。外木場さんが倒れられた今、私たちはそのショックを振り払う時間を求めていました。


    　一時撤退を行おこなったのは、私と外木場さん、守備隊の隊長である館たて山やまさんと、麗華さんの四人です。残りの方々は追跡班と待機班に分かれ、鎧よろいの動向を確かめるために配置されておりました。


    　現在リビングにいるのは私たち三人だけでした。館山さんはご自分の車を駐とめに行かれたきり、なかなか上がってこられません。


    　私と麗華さんは、外木場さんがソファに着くまで肩を貸し、どうにかそれをやり遂とげました。外木場さんの呼吸は荒く、苦しげであり。


    　そんな状態でも、外木場さんは麗華さんに指示されます。


    「……できれば外してくれ」


    「ここは私の家なんだけど？」


    「……短い時間だけでいい」


    「邪魔をするなら私も殺す？」


    　外木場さんの瞳は、暗いものでした。それが怪け我がのせいかはわかりません。


    　麗華さんは、話の通じる相手ではないと思い出されたようでした。


    「……美み郁いくに何かしたら許さないから」


    　私へひとつ頷うなずき、外へ出て行かれる家や主ぬしさん。


    　その後ろ姿を見送ってから、外木場さんは声を絞り出されました。


    「……プログラムの件に、蓬ほう萊らい麗華は巻き込むな。これ以上関わると、白しら雪ゆきに狙ねらわれることになる。ただでさえ彼女は白雪に近づきすぎている。今のところは咎とがめられていないが、本当に邪魔だと思われれば消されかねない」


    　私は頷きました。麗華さんはご立りつ腹ぷくされるかもしれませんが、外木場さんの仰おつしゃることには理がありました。


    　一息ついた外木場さんは、すぐに本題に入られます。


    「……久く遠おんについてだが、こちらの予想を遥かに越える機能を持っている。止めるくらいはできると踏んでいたが」


    　私は気になっていたことを尋ねました。


    「あの、どうやって鎧を一時停止なされたんですか？　私には速くて見えませんでした」


    　虹色の閃せん光こうがあったと思いきや、勝負はついていたのです。


    「鎧よろいの胴を斬って、言語プログラムを喰らわせた。……思考力が低下している相手でも通用すると聞いていたが、虚構の王には、さすがの言語プログラムも効果が薄い。完全に行動を封じるまでには至らなかった」


    「言語プログラム？　それは昔、私にプログラムを打った《クローヴィス》氏が、所長代理や枯かれ野のさんに使ったものですね？」


    　私は過去の出来事を思い出しながら言いました。


    　プログラムにはいくつか種類があります。


    　まず《多角的推理プログラム》と呼ばれる種類。人間のデータを根幹に使用し、小規模な奇跡じみた力を行使するプログラムです。私の《非礼自在コトミカツキ》や、所長代理の《救世主殺しオラトリオスレイ》など、現存する数はそう多くありません。


    　そして昨日から登場している《空色々紙クリアカラー》のようなプログラムがあります。これらはある特定の用途を果たすために造られたプログラムであり、いわば《多角的推理プログラム》の廉れん価か版ばんに当たります。製造が容易なため、といっても白しら雪ゆきさんの配下以外はその製造方法を知るかたとて少ないでしょうが、わりと頻ひん繁ぱんに使用されています。


    　私が過去何度か《非礼自在コトミカツキ》で破壊したプログラムの多くは、これに該がい当とうしました。件くだんの言語プログラムもこちらに含まれるでしょう。


    　私が知っている言語プログラムは、対象を停止させ、その動きを制する効果を持っていました。五年前、私はそのプログラムが使われるところを目撃していたのです。そのときの記憶は忘れがたいものでした。


    　しかし外そと木き場ばさんは、私の感傷になどつきあってくださいません。


    「悪いが、詳しい説明をしている時間がない」


    　外木場さんは上着を脱ごうとされていました。黒の上衣には、傍はた目めからわかるほどの血ち滲にじみが広がり、下の着物を汚しておりました。


    　私は備えつけの救急セットから包帯などを取り出しました。とりあえずの応急処置になりますが、しないよりはましでしょう。


    　外木場さんが上衣を脱がれると、その傷が飛び込んできました。


    　腹部右辺の表皮は破れ、熱傷となっておりました。じくじくとした傷きず痕あとは、重りを叩きつけられた後で火傷やけどを負ったかのよう。外木場さんのお腹で破裂した弾は、防弾コート程度では防ぎきれない破壊力を有していたのです。


    「砲弾が抉えぐった形跡はありませんね？」


    「……あの盾たては《空くう迅じん砲ほう》。圧縮空気を撃ち出す大砲だ。貫通する類たぐいの砲弾ではない」


    　常人なら死んでいてもおかしくない傷でしたが、外木場さんは痛いとも仰おつしゃいませんでした。口振りも冷静そのもの。それでも若じやつ干かん、いつもより声は沈んでおいででした。


    　外そと木き場ばさんはご自分で包帯をきつく巻かれました。白い包帯が、すぐに赤く染まります。


    　そこで、私はもうひとつの負傷に気づいてしまいました。


    　それがわかったのは、外木場さんが血で汚れたインナーをはだけられたからでした。


    　私が目にした外木場さんの左半身は。


    　首元から左の肩、心臓に達しようかという深い位置にまで、凄せい惨さんな斜め傷が走っていたのです。


    　傷という表現では収まりがつかないほどの裂傷。怪物に抉えぐり取られた、と言っても信じてしまうような傷きず痕あとでした。


    　もともとそこにあったのであろう肉体部分は空白、隙すき間まとなっており、その痕こん跡せきの下先は、今日できた傷の上部にまで及んでいました。


    　空いた部分、腕と胴体を繫つなぎ止めているのは、幾いく重えにも巻かれた鉄製の結束具バンド。


    　支えを失った左腕は、自由を失っているのか、だらりと垂たれたまま動きませんでした。


    「こんな。……この傷は」


    　問いかける力も消えていました。私が発見した傷は、端はたで見るだけで言葉を失うほど由ゆ々ゆしきものでした。


    　外木場さんは傷を隠すためか、血も乾かない上衣を手に取られます。


    「拡大人的破壊の後、白しら雪ゆきの追っ手と戦ったときに割られた負傷だ。……俺の左半身、腰から上は、ほぼ動かない。できて包帯を押さえるくらいか」


    「！」


    　そういえば、外木場さんが包帯を巻かれた手つきもぎこちないものではなかったか。


    　茫ぼう然ぜんと見つめる私に、客観的な説明が降りかかりました。


    「……数値で言えば、一九九九年頃を百とした場合、今の俺は十から十五、といったところだ。当時と比較して、戦闘力は大幅な減少を強しいられている」


    　暗殺者、武芸者は、馴な染じんだ身体感覚をことのほか重要視します。彼らの世界では、腕一本が使えなくなったからパワーは半分、といった計算式は成り立たないのです。


    　左腕の使用制限は、最強、外木場外うい郎ろーの失しつ墜ついを仄ほのめかしておりました。


    　一流がせめぎ合う極限の戦闘領域で、半身が動かぬとなれば死に体も同然。


    　外木場さんは、最強の称号を手放すことになりかけておられるのです。


    　私はまだ信じられませんでした。


    「そんな躰からだで、これまで白雪さんの刺し客かくと戦われてきたのですか？　でも先程、ロープウェーの上ではあんなにお強かったですよね？」


    「あれは相手が弱かっただけだ。あの程度なら、右腕だけでも充分敵し得る」


    　外木場さんは平然と仰おつしゃいました。敵さんが聞かれていたら、さぞかし嘆なげいたことでしょう。


    　そこで私は、ようやくある事実に到達しました。


    「では所長代理とも、右手のみで戦っておられた？」


    　絶頂時の自分より強いと設定されている、ソトキバ・ウィロー。


    　それを相手に、半身を使わず勝てるはずがありません。無む謀ぼうです。


    「せめて一言、教えてくだされば良かったのに」


    「告げたからと言って、どうこうできるものでもない。……それに、俺はこの負傷をマイナスと捉えたくはない。負うべくして負った傷だ。力不足の理由にはしない」


    　外そと木き場ばさんはそれでいいでしょうが、敵は間違いなく弱点を突いてくるはずです。マイナスでなくてなんでしょう。


    　私は驚きを通り越して呆あきれました。


    「今後白しら雪ゆきさんと争うのは、考え直されたほうがいいですね」


    　私の助言ひにくも、外木場さんはとっくに検討済みのようでした。


    「戦力の低下を補う手段は考えていた。そのシステムもほぼ完成に近づいていたが、白雪の行動がこちらよりも一手、先んじていた」


    　続く分析結果は、もっとも聞きたくないものでした。


    「現状、俺に久く遠おんを倒しきる手段はない。刺し客かくのひとりふたりならどうにかできても、《救世主オラトリオ殺しスレイ》から産み出されるソトキバを破るのは、困難にすぎる。……先程の言語プログラムで停止できていれば問題なかったが」


    　私は首を振りました。もし言語プログラムが効いていたとしても、問題は残っています。


    　外木場さんのご意見には穴がありました。思い直せば遊園地で、外木場さんが私にプログラムを使うよう促されたとき、姉さんは反応してくれなかったのです。


    「姉が嫌いやと言う限り、《非礼自在コトミカツキ》は使えません。外木場さんはご存じないでしょうが、姉は一度嫌だと言えば、てこでも意見を曲げません」


    「説得は不可能か？」


    「所長代理ならともかく、私では」


    　私の言葉に、外木場さんは小さく頷うなずかれました。


    「ならば、他の手を探すしかないな」


    　外木場さんは立ち上がられました。負傷などしていないかのように、部屋を出ようとされます。ですがその身に被こうむられている怪け我がは、普通なら立って歩くことさえ押しとどめられて然しかるべきものでした。


    「そのお怪我で出歩かれるのは……」


    　私は止めようとしました。そもそも、他に方法があるのか。心当たりすら覚おぼ束つかないのです。


    　けれど外木場さんも、姉さんに劣おとらず我意を通されるかたです。諦あきらめるという言葉など辞書にないもののようでした。


    「時間が惜しい。鎧よろいは動き出している」


    　告げられた事実に、私は黙るよりほかありませんでした。


    　私を残し、外そと木き場ばさんは出て行かれました。


    



    　外木場さんがいなくなった居間で、私はひとり考えておりました。


    　時間はどんどん過ぎています。時計を止めても、時の流れが止まるわけではありません。


    　私はやけに疲れたように感じていました。脳の働きも鈍にぶっています。昨晩からの疲労と、本日の強行軍。そして尽きぬ悩みの数々が、私の神経を参らせていました。


    　なかでも私を圧迫しているのは、あるひとつの考えでした。


    　私はカーペットに座りながら、答えの出ていることをずっと考え続けておりました。


    　いくら考えたところで、答えは変わりません。変えられないのです。


    　私が《非礼自在コトミカツキ》を使わない限り、事態を好転させることはできないのです。


    　私は再度、プログラムとの連動を試こころみます。現状は限りなく絶望に近く、プログラムを起動させるには充分な条件が揃そろっていました。


    　プログラム接続の認証コードに続き、流れ出る脳内ボイス。


    『悲哀と軋きしみ。それに、虚きよ無む』


    　くたびれ果てた私の思考を、姉が解説していました。


    『美み郁いく、自分が死に近づいてるのはわかってる？　あれは危険だって、白しら雪ゆきも言ってたはず』


    　あれ、が誰を指すのかは明らかでした。私は姉に言いました。


    「……外木場さんに協力しましょう、姉さん」


    『外木場なんて嫌い』


    　拒否されるとは思っていました。私はできるだけ状況を正確に伝えようと、ことを整理して頼みます。


    「所長代理は白雪さんに操あやつられています。救うには、プログラムを破壊するしかないのです」


    『それは救ったって言わない』


    　姉さんは矛む盾じゆんを突いてきました。


    『本当にわかってるの？　九く音おんは生きてる人間じゃない。《非礼自在コトミカツキ》を受ければ、百パーセントの確率で助からない。記憶が消えるかもしれないだけの、荒礼ユウくまちとは違う』


    　指摘された事実は、あまりにも重いもの。


    　所長代理が既すでにデータだけの存在であることを、私も姉さんも知っていました。昨日のユウさんとは違います。


    　ユウさんは普通に生きている人間。ですから《非礼自在コトミカツキ》を受けたとしても、後から打たれたプログラムと、記憶の一部が破壊されるだけで済みました。だけ、と言うには重大な損失でしょうが、記憶の損失を除けば命に別状ありません。


    　けれど所長代理は、記憶の一部が消えるだけでは済みません。


    　私のプログラムを使ってしまえば、所長代理は人格そのものが消えてしまうのです。


    　データである所長代理は、プログラム破壊コトミカツキによって消滅してしまう。


    「……ですが私たちがやらなければ……」


    『……それに、くまちだって起きてこなかった……』


    　ユウさんは未いまだ回復せず、病院で眠ったままになっています。もしかすると、《非礼自在コトミカツキ》が働きすぎ、記憶を司つかさどる脳部位以外にまで損傷を与えたのかもしれません。


    　姉さんにはそのことが堪こたえたようでした。


    　流れてくる姉の思考が、彼女の後悔を伝えます。ようやく私は、姉の気持ちを斟しん酌しやくすることができました。


    　昨日、ユウさんにプログラムを使うよう促したのは、姉さんでもありました。あのときはそうするしかなかったとはいえ、姉さんは自分の判断を悔やんでおりました。


    　姉さんにとっても、ユウさんは大切な友人だったのです。その友人が意識を取り戻さなかったことが痛手となり、姉さんに《非礼自在コトミカツキ》の使用を躊躇ためらわせる原因となっていました。


    『あんな思いをまたするのは嫌いや。美み郁いくにさせるのも嫌』


    　姉さんの呟つぶやきに、私は心が締めつけられる思いでした。


    　もうこれ以上大切なものを失なくしたくないのだと、姉の意識は語っておりました。


    　私に何が言えたでしょう。苦悩する姉に手を貸せなどとは言えません。


    　彼女がもっとも大事に思っている者を消去しろと、所長代理を殺せなどと、言えるはずがないのです。


    　私は言葉を失って黙りました。姉さんも何も話しません。


    　時計の針音だけが、奏でられるすべての音。溜ため息いきが呼吸の代わりでした。


    　なぜ私たちだけに、こんな試練が降りかかるのか。


    　過去幾度、そう歯は嚙がみしたでしょう。しかしそれもまた考えても仕方のない問いなのです。


    　私は私にこんな思いをさせている者を、無茶苦茶に罵ののしってやりたい気分でした。どころか世界中を呪のろいたいほど、落ち込んだ気分であったのです。


    　でもそうする気力もなく。叫わめいたところで、何かが変わるわけでもなく。


    　私は声をあげませんでした。私は祈りませんでした。私の祈りになどどれほどの効果があるでしょうか。答えは零ゼロです。私の祈りによって引き起こされる奇跡などない。　


    　この世には、善なる意思などないのです。


    　何を願えばいいのか、私にはわかりません。


    　入り口に、人影が現れたのはそのときでした。


    



    　悲観的な考えに耽ふけっていた私は、影の先が傍そばに来るまで、ひとがいることに気づきませんでした。そんな私に声がかけられます。


    「……暗くれえな。お通つ夜やでもやってんのか？」


    　聞き覚えのある声音に、私の肩が震えました。目線が声の出所を追います。


    　見上げた先に立っていたのは、血のこびりついた羽織姿。


    「……あ」


    　羽織の下は、病院の寝間着でした。髪は結ばず、長く垂たらされたまま。毎日の占いに合わせて変えるラッキーカラーのコーディネイトもばらばらでしたが。


    　すらりと伸びた長身に、均整の取れた躰からだ。それに、私を見つめる穏やかな瞳。


    　どこから見ても、ユウさんでした。


    　室内を眺めながら、意識を失っていたはずの彼女が言いました。


    「麗れい華かは？　いねーのか？」


    　涙を堪こらえようとしましたが、無理でした。


    　私は彼女に抱きついていました。病院からここまで歩いてこられたのか、お着物は雨で湿っていました。ですがそんなことは気になりません。


    　抱ほう擁ようされながら、私はしばし嗚お咽えつをあげているだけでした。


    　泣きじゃくる私に、嘯うそぶかれるユウさん。


    「一日会ってねーだけだってのに、たいした歓迎ぶりだ」


    　私はますます強く躰を押しつけます。彼女がそこにいることを確かめて、安心したかったのです。それほど私の心配は大きく、また不安もありました。


    「もう起きてこられないのかと思ってました。それに、記憶が……」


    「誰が起きてこないって？　現にここにいるじゃねーか」


    　私の頭を撫なでながらも、ユウさんは上じよう機き嫌げんでした。


    「記憶だって消えてねーよ。今日が何月何日で、ここにいる背の低い奴が誰かも憶えてる。幸い、躰だけは丈夫でね。……心配させて悪かったな」


    　奇跡は私の知らないところで起こっていました。


    　私が記憶を消してしまったはずの彼女は、私のことを憶えておられました。


    　それは思ってもいなかった幸運でした。消えると予想されていた記憶がそのまま残っている。喜ばしいことではありましたが、それだけで済ませることはできません。


    　胸の内から思いの丈たけが溢あふれ返り、懺ざん悔げのように叫ばせます。


    「でも私はプログラムを使いました！　ユウさんの記憶が消えるとわかっていて。……それは、許されることではありません」


    　私は正直に告白します。


    　胸に支つかえていた事実を話さずには、ユウさんの無事を受け容れることもできません。


    　私は自分がしでかしたことを許せなかったのです。知人に記憶破壊を仕掛けた私の罪ざい業ごうは、そう簡単に許してもらえるものではないことくらいはわかっていました。


    　なのにユウさんは、私の態度を笑い飛ばされました。


    「それくらいのことでめそめそすんなよな。何もなかったんだからいーじゃねーか。素直なおめーなんて気持ち悪いぜ」


    　快活な声はいつものユウさんでした。


    　私がその冗談をどれだけ嬉うれしく思ったことか、おそらくわかってはいただけますまい。ひとはいざ自分がその立場に立ってみないことには、誰かの気持ちなど理解できないのです。


    「それに、おめーばっかのせいじゃねー」


    　今度は、私にではない語りかけが飛びました。


    「聞いてんのか、月つき子こ？　てめー、昨日はよくもやってくれたな。おめーがひとに迷惑をかけまくる奴だってのは知ってたが、もう死んでたってことまでは知らなかったぜ」


    『どうしてくまちが私のことを知ってるの？』


    　私は間に立って、両者の言葉を通つう訳やくします。


    「姉さんはなぜプログラムについて知っているのかと言ってます」


    　それは私も気になる問いかけでした。


    　ユウさんは私がプログラム保持者であることを知らないはずでした。昨日までは、私の脳内に姉さんのデータがあることもご存じなかったのです。それがどうして、姉さんの存在に気づかれたのか。


    　それにどうして、《非礼自在コトミカツキ》を受けてもユウさんの記憶は消えなかったのか。


    　多くの疑問が浮かびます。落ち着きを取り戻してくると同時に、頭の中には新たな混乱の火種が点ともっていくのです。


    　それらを抑えるように、ユウさんは何でもないことだと言いました。


    「実際に喰らったからだよ、ばぁか。実演されれば嫌いやでもわかるぜ。プログラムが浸しん食しよくしてくる感じってのは、妙なもんだった」


    　私にも憶えがありました。プログラムが、というよりも誰かのデータが体内に入り込んでくるのは、点滴よりも気持ちが悪い感触です。


    　しかしユウさんは、その話を続ける気はないようでした。今の説明で私が納得したものとして、急いで次へ進まれます。


    「時間がねー。そんなことより久く遠おんを、つーかソトキバを止めに行かねーと」


    『嫌！　行かない！』


    　一転、姉さんは強硬姿勢に戻ってしまいました。


    「姉さんは、絶対に反対だと」


    　私に向かって頷うなずかれるユウさん。


    「おめーの姉貴がわがままなのはいつものことだ。普段なら勝手にしろって言ってやりてーんだが。……今回だけはな、聞いてやるわけにはいかねーよ」


    　ユウさんの顔が私の肩に埋うまりそうなまでに近づきました。


    「聞けよ、月つき子こ。一回しか言わねーからな」


    　私を抱くように腕を回したまま、ユウさんは仰おつしゃいました。


    「私は嫌いやなんだ。全然関係ねー奴が死ぬのは」


    　耳元で囁ささやかれる声には、いつになく真しん摯しな響きがありました。怖いほどの真剣さがこもっていたのです。


    「……私の親おや父じとお袋は、つまんねー事件に巻き込まれて殺された」


    　述懐は、私たちの知らない過去についてでした。


    「ある日突然放り出されたガキがどうなるか、わかるか？　おめーらみてーに、姉妹や、頼りになる奴もいなくて。ひとりで。……そういうことは誰にでも起こり得る。ある日突然降ってわいた死が、ケチのつき始めになることだってある」


    　ユウさんの言葉が私にのしかかります。私もある日突然が訪れた口でした。


    　私とユウさん、どちらの過去がより辛つらいものであったかは判定しようがありません。痛みはひとそれぞれであり、各おの々おのが自分の傷こそもっとも大きいのだと考えがちです。


    　私に汲くみ取れたのは、ユウさんにも背負った思い出があるのだということだけ。そして姉さんも私と同じ感想に至ったようでした。


    『くまち、可哀かわい想そう』


    「……おめーの感想は、たぶん場違いなんだろうな。いつだってそうだった」


    　まるで姉さんと会話しているようにユウさんは続けます。


    「もう手遅れなんだよ、月子。私がこの仕事についたのは、それしか他に道がなかったからだ。ずるずる裏稼か業ぎように手を染めて、挙げ句は昨日なんか死にかけてる。嬉うれしくて泣けてきそうだ」


    　私は腕の中で、告こつ解かいに聞き入っておりました。自じ嘲ちようとも、懺ざん悔げとも取れる言葉が、私の心に波を立てました。


    「そんな風に、私の人生なんてもうどうにもならねーけどよ。他の奴はそうじゃねー」


    　ユウさんの腕に力が入りました。


    「聞いたよ。何人か殺されてるんだってな。……久く遠おんを止めなきゃ、その数は増える。私みたいな目に遭あう奴も増える。だがもし私たちが止められりゃ、そいつらは私みてーな思いを味わわずに済むんだ。ならそいつらは、助からなくちゃならねーよ」


    　言葉には熱がありました。


    　助けられる人間がいれば助ける。それがユウさんの哲学なのでしょう。救われることがなかった自分と同じ境遇の者を作らないために。


    　外そと木き場ばさんは、後悔はひとを縛ると言われました。


    　けれどひとを動かすのもまた後悔。


    　後悔したくないという気持ち。


    　自みずからの過去に対する重責から生まれた行動だとしても、行為そのものは崇すう高こうなのだと思えました。動くことによって助かる人間がまだいるのなら、動く意義はあるのです。


    　けれどユウさんの意見ですら、姉を納得させるには足りません。


    『……だからって、九く音おんと引き替えにはできない』


    「……姉さん、わかってください」


    　私の呟つぶやきから、ユウさんは姉さんの不ふ承しよう諾だくを読み取られたようでした。


    「やれる奴がやるしかねーんだよ。泥どろかぶってもいい奴が、かぶるしかねー。これ以上汚れてもいっしょだって奴が、やるべきなんだ。面倒くせーことはしたくねーし、格好つけるつもりもねー。……だけどたぶん、久遠だってそう言うだろうよ」


    『九音も？』


    「所長代理も、ですか？」


    「あいつは、プログラムであることを選んだ。自分なんてもんがなくなってまで、戦おうとしてた。美み郁いくのために。たぶん、お前のためにも。……あいつは馬鹿でへたれだが、そこだけは外してねーよ」


    　姉さんは黙って聞いていました。


    「そうだろ？　お前がそう言ってやらなきゃ、あいつ泣くぜ？」
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    「目に浮かぶようです」


    　私の相あい槌づちに、ユウさんは満足されたようでした。


    「なあ、月つき子こ。このままじゃ全部が全部、白しら雪ゆきの思いどおりになる。操あやつられた久く遠おんがお前たちを始末しないなんて言えるか？　そうなったら、あいつは喜ばねーだろうよ。あいつは誰かを、美み郁いくを手にかけるのなんて、望まねーはずだ。それでもまだ行かねーとか言うのか？」


    『行く』


    　姉さんの返事は、短くもはっきりとしたものでした。


    『止める。九く音おんがそう望んでいるなら、私がそうする。だから遊園地まで連れてって』


    「いいのですか？」


    　百八十度発言をひっくり返した姉に、私は念を押しました。所長代理を止めるとなれば、心躍る結末が待っているとは思えません。


    　けれども姉は、すべてを了解しているかの如ごとくに言いました。


    『……九音に言いたいことがある。だから、行かなくちゃいけないの』


    　姉さんが承しよう諾だくしてくれたとなれば一段落です。


    　当面の問題は解決しました。残るはより大変な難題だけ。


    　私はユウさんに頼みました。


    「……ユウさん、外そと木き場ばさんをお願いできますか？　私が看護したいのは山々ですが」


    「あいつの怪け我がはやべーのか？」


    「さっき負った傷だけではないんです。とても戦える状態では……」


    「必要ない」


    　新たな声が割って入りました。


    　気づけば、ユウさんの背後には外木場さんがおられました。ユウさんを見ても格別驚かれた風もなく、淡々と仰おつしゃいます。


    「……戻ったか、荒あら礼らい」


    「戻っちゃ悪わりぃみたく聞こえるぜ」


    「いや、都合が良い。お前なら《非礼自在コトミカツキ》の影響を受けないのではないかと考えていたが、そちらの読みは当たったようだ。お前の復帰はこちらの利点になる」


    「だったらもっと嬉うれしそうな面ツラ見せろ」


    　おふたりの会話はそれで終了し、すぐに話題が戻りました。


    「俺の付き添いなどは不要だ。それより、鎧よろいは進行速度を速めている。動ける者が増えたのなら、追うルートを分けて対応する。……荒礼、お前は美郁に同道してやれ」


    　私は外木場さんのお言葉を遮さえぎりました。


    「行くのは私だけです。私が所長代理を止めてきます」


    「動きが鈍にぶくなったとはいえ、ソトキバ・ウィローを相手にか？」


    　首を振られる外そと木き場ばさんに、私は請せい願がんしました。


    「ひとりでやりたいのです。……いえ、ひとりでやらなければならない仕事なのでしょう。外木場さんは、私が失敗したときに備えてください。怪我のこともありますが、白しら雪ゆきさんが他に手を打ってきたときのために、用心しなければいけないと思います」


    「説明が十全でない。作戦案プランも、感情論を優先させただけに思える」


    　自分不在の戦略に、承知されない様子の外木場さん。


    　ユウさんが混ぜ返されました。


    「で、結局私はどうすりゃいいんだ？　誰と組になりゃいい？」


    　外木場さんの視線は私に向けられていました。私はその目を見返します。


    　覚悟を注ぎ込むように訴えました。私は行かなければなりません。考えられる方法のうち、それだけが僅わずかながら成功する見込みがあるのです。


    　私が《救世主殺しオラトリオスレイ》を停止させる選択肢だけが、残された手段でした。


    　視線を外したのは、私ではありませんでした。


    「美み郁いくと行け。《非礼自在コトミカツキ》を発動できるよう、久く遠おんを引きつけ、隙すきを作れ。……どちらにしても、お前は足止めに徹することになる。久遠を停止させるのは、美郁の役目だ」


    　折せつ衷ちゆう案あんとでも言うべき作戦概がい要ようでした。


    　外木場さんは、私の意見を汲くんでくださったのです。ご自分ではソトキバ・ウィローに対抗できないと考えられたのでしょう。


    　無茶な提案を呑んでくださった外木場さんに、私は静かに頭を下げて応えました。が、ユウさんは危き惧ぐを表明なさいます。


    「そりゃそうしてーけどよ。隙すきを作るのも簡単じゃねーだろうな」


    「わかっている。これを」


    　そう言うと、外木場さんは懐ふところから細長い物体を取り出されました。


    　柄つかしかない刀のようなもの。長さ太さはテレビのリモコンほどでしょうか。


    「《虹の牙きば》。……かつて俺が《救世主オラトリオスレイ》を殺した一刀だ。それなら断だん銀ぎん鎧がい仗じようにも刃はが通る。使いかたはわかっているな、荒あら礼らい？」


    　私は柄を見つめました。


    「刃と言われましたが。……刃先、ありませんけど？」


    　見たところ《虹の牙》のグリップは機械仕掛けになっている様子でした。黒色の本体部分にはいくつかの回路やスイッチがのぞいており、メカニカルな印象です。重量も、鉄てつ拵ごしらえにした日本刀の柄くらいはありそうでした。


    「……こいつの刃は特別製なんだよ」


    　ユウさんはその武器を知っておられるようでした。手に取って感触を確かめ、ひと振り。


    　まだ不安が残っているのか、眉はひそめられたままでした。


    「確かに、これなら斬れる。けど、向こうさんに当てられるかはわかんねーぜ？」


    　標的は超高速で動き回ります。静止している的まとを斬るのとはわけが違うのです。


    「当たらないのは承知の上だ」


    　外そと木き場ばさんは取り上げようとなさいませんでした。


    「俺が振るうよりは確率があるから託している。……俺の攻撃は読まれている。あるいは《救世主殺しオラトリオスレイ》のデータ中に情報がないお前のほうが、奴に攻撃を当てられるかもしれない」


    「刀は得意じゃねーんだが。……ま、やってみるしかねーか」


    　ユウさんは羽織の袂たもとに《虹の牙きば》をしまわれます。


    　それを見てから、外木場さんは私に仰おつしゃいました。


    「地肌を露出させることさえできれば、お前のプログラムが通用する。荒あら礼らいが鎧よろいを斬ったら、《非礼自在コトミカツキ》を使え」


    　実現困難な作戦でしたが、それが私とユウさんのコンビで考えられる最上策でした。外木場さんの顔色は白に近く、負担をかけるなど考えられません。


    　私は外木場さんにくれぐれも動かれないようお願いしました。私は私の手で、因いん縁ねんに決着をつけるつもりでした。


    　世界最強の暗殺者に見送られて、私とユウさんは部屋をあとにしたのです。


    



    　マンションの前には一台の車が止まっていました。私たちが遊園地から乗せて帰ってもらった、シルバーの普通車です。運転席には、館たて山やまさんが座っておいででした。


    　ユウさんがドライバー側の窓を軽く叩いて、合図されました。


    「現場まで乗せてけ。ふたりだ」


    「外木場は？　待ってるよう言われたんだが」


    　ユウさんに尋ね返される館山さん。


    「ここでリタイアだとさ。あんな無ぶ愛あい想そうな野郎、いなくたって構わねーだろ？」


    「俺にはそうは思えんな」


    　ユウさんは車体を蹴りつけてから、私に言いました。


    「乗せてくれるそうだ。ピクニックと行こうぜ。おやつは三千円まで」


    　催さい促そくはクラクションの音。


    「行くなら早く乗れ。もうじき本格的に、治安部隊が出で張ばってくる。俺の権力じゃどうにもならない。向こうは白しら雪ゆきの息がかかってる」


    　目め頭がしらあたりを揉もみほぐしながら、館山さん。疲れておいでなのが丸わかりです。


    「蓬ほう萊らい先生が上と掛け合いに行った。うまくいけば、あと数時間ほどは現場の仕切りを任せてもらえるだろうが、それもどれだけ引っ張れるかは……」


    「なら喋しやべってねーで、さっさと出せよ」


    　乱暴なユウさんに辟へき易えきされたのか、館たて山やまさんは言い返そうとされませんでした。


    　私たちが乗り込むと、車はすぐに出発します。


    



    　車は風を切って走ります。


    　シートからは心地よい振動が伝わってきました。ですが眠くなるどころではありません。


    　恐怖と緊張は私の身を包まんばかりに覆おおい、どうしても引いてくれません。


    　全員が私と同じく不穏なものを感じているのか、車中は静まりかえっていました。館山さんもバックミラーを振り返ることなく、前を向いて運転に集中しておられます。


    　私は左側、助手席の後ろに座っていました。私の右隣に座を占めたユウさんが話しかけてきます。


    「……おめーも私も、ぼろぼろだな」


    「……そうですね」


    　私は上うわの空そらで答えました。これからしなければならないことを思えば、平静ではいられません。なのにユウさんは退屈凌しのぎにか、話すのを止やめません。


    「そういや、せっかく作ってやった服もどろどろじゃねーか」


    「そうですね」


    「麗れい華かはもっと派手にしろとか言ってたけど、やっぱ似合ってると思うよな？」


    「そうですね」


    「……美み郁いくは心が狭くてケチい」


    「それは違いますね」


    「聞いてたのかよ」


    　悪態をつきながら、シートに転がるユウさん。両脚を運転席の背もたれに伸ばした、行儀の悪い座りかたのまま、私を見ずに仰おつしゃいます。


    「美郁さんよー」


    　気け怠だるそうな口調でした。


    「おめー、無理してんじゃねーだろうな？」


    「してますよ。それが何か？」


    　私は背筋を伸ばしたままで答えました。


    「先程の話ではありませんけどね、私だって、たぶんユウさんと同じ立場です。誰かがいなくなったことで残される者の気持ちもわかるつもりですし、ほんの些さ細さいなきっかけから崩れていく人生があることも知っています」


    　私がその代表例でした。


    　子供の頃プログラムを投とう与よされ、心身共に傷ついた。余命も限定されている。そんな人間には、後戻りも許されないのです。


    　限られた時間を、精一杯使いきるしかない。


    「……私も、ルートを外れてしまったんでしょうね」


    　戻れる道は、どこを探しても見つからず。


    　安あん寧ねいの道が消えたと知ったときに、覚悟は済んでいるのです。


    　だからこそ昨日、私はユウさんに《非礼自在コトミカツキ》を使いました。私の覚悟は固く、けして揺るがないはずでした。


    　なら私が感じている恐れは、どこから生じてくるのでしょうか。


    　私の横からは溜ため息いきが聞こえてきました。


    「つまらねーこと言いやがる」


    　ユウさんはしばらく黙っておられましたが、やがて口を開かれました。


    「……白しら雪ゆきも戻る道はねーと思い込んでるクチだな。そういう野郎は仕事熱心だ。ひとつ目的に全力を傾けやがるから」


    「白雪さんも、ですか？」


    「……あいつはまだ何か企たくらんでるみてーだった。《核代神的崩ほう壊かい》、だったかな？　そいつをやろうとしてるらしい」


    　意外な報しらせに、私は耳を傾けます。


    「それは、いつ聞かれたのです？」


    「昨日本人が言ってた。本人つーか、月子の顔した白雪が」


    「姉さんの顔をした白雪さん？」


    「実際に見りゃわかるだろーよ。あんま説明したくねー。それよりも、だ」


    　私とユウさんの視線が合いました。


    「姉貴のこと、私に黙ってたな？　久く遠おんが生きてねーってことも」


    　聞かれるとは思っておりました。ここまでくれば、隠すも何もありません。


    「聞きそびれてましたが、どうして姉さんが私のプログラムに存在しているとわかられたんですか？」


    「《非礼自在コトミカツキ》喰らったからだって。……プログラムに混じって、月つき子この記憶も流れてきたんだ。あいつの記憶と、あいつと思考を共有してる、おめーの記憶も、少しばかり」


    「……そうですか」


    「……おめーがどんだけのことに耐えてきたのかも、わかっちまった」


    　ぼそりとした一言に、私は何も言えず。


    　館たて山やまさんは私たちの会話に入ってこようとされませんでした。プログラムについては知っておられないのか、それとも私たちに気を遣ってなのか。


    「白雪よりも、自分に腹立ててんだ、私は」


    　前席の背に足を乗せながら、ユウさんは続けられました。


    「どうして察してやれなかったかってな。あれだけ長いこといっしょにいたのに。……おめーがひとに弱みを見せたがらねー奴だってのは知ってた。なのにそのガキんちょが、どれだけの重荷を背負ってるのかも知らずにいたんだ。間抜け以外のなんでもねーよ」


    「……ユウさんが気になさることではありません」


    「わかってる。ただ、気分の問題だ」


    　躰からだを起こしながらユウさんは仰おつしゃいました。


    「このむかついた気分を、どっかにぶつけたくてたまらねー。シート蹴るくらいじゃ、収まらねー」


    　雨あま垂だれの音も僅わずかな車中。


    「だからな、……あの馬鹿を止めるぜ？」


    「……はい」


    　優しさに力があると感じるのはこういうときです。ひとりではおそらく、この先に待ち受ける関門を突破する決心はつけられなかったのではないかと思います。ユウさんの言葉に励まされ、私は前を向くことができたのでした。


    　結局のところ、私は平凡な十五歳でしかなかったのです。それは認めなくてはなりません。


    



    　車は霞かすみ山やまの中腹を通り、遊園地へと近づいていきます。封ふう鎖さされてある検問は、館たて山やまさんの顔パスで通過できました。


    　しかし道も中頃、無線が入りました。


    『目標は山を下って、隣県境へ接近中』


    「どっちへ行った？」


    　館山さんよりも早く、ユウさんが大声で質問。


    『は、西南西です。約十五キロの移動。このまま行けば、山やま都と水すい道どうに行き当たります』


    　鎧よろいは霞山下駅から遊園地、そして現在と、真西へコースを取っています。どこか目的としている場所があるものと推測されました。


    　私は車の速度と道のりを計算して、答えを弾はじき出しました。


    「私たちが追いつく頃には、河か川せんの中流域まで出ているでしょうね」


    　私の発言に、頷うなずかれる館山さん。


    「わかった。そちら方面へ回す」


    　鎧との遭遇まで、残された時間はいくらもありませんでした。


    



    　私たちの車は山を越え、隣県へと入りました。


    　霞山の上流からは、下流へと一本の河が流れています。山都水道と呼ばれる一級河川は、屈曲もせず、まっすぐ湾へと注がれていきます。本流に沿って進めば迷いません。


    　途中、鎧よろいの進行方向に関する情報が逐ちく一いち入電されました。その無線に誘導されながら、私たちは後を追いました。


    　やがて、私が予想したあたりに差しかかる頃、前方に数台の警察車両が見えてきました。鎧はその先にいるのに違いありません。


    「降りるぜ」


    　ユウさんの言葉に従い、私は車のドアを押し開けました。


    　いよいよ決戦の刻ときでした。


    　右側から降りられたユウさんは、勢いよくドアを閉めました。その彼女に向かって、館たて山やまさんから声がかけられます。


    「死ぬなよ、荒あら礼らい」


    「脇役は黙ってろ。自分が首切られねーように気をつけてな、不良警官」


    　追い払うように手を振りましたが、彼は茶化しに応じる気分ではなさそうでした。


    　囲みに向かって歩き出すユウさんに、私は尋ねました。


    「彼とはお知り合いですか？」


    「いい女にはいろいろあるんだ。……さあて、じゃあ手っ取り早く片づけるか」


    　私たちの眼前には、銀色の鎧が佇たたずんでいました。


    



    　鎧の進行方向は西。道なき道をも直進し、進路はぶれていません。今も河川を右手にしたまま、堤防の横に造られた道路を歩いています。


    　道路から少し下れば、砂利と小石で覆おおわれた河原になっていました。そのすぐ隣が河です。対岸の距離は二十メートルはあるでしょうか。上流よりも幅はだいぶ広くなっていました。


    　鎧はゆっくりと進んでいきます。それを取り巻くように、三十人程度の包囲網が敷かれていました。おそらく、館山さんのお仲間がたでしょう。鎧には手出しすることもできず、ただじっと動向を窺うかがっておられます。


    　ユウさんが意見を出されました。


    「好都合だ。河か川せん敷しきで仕留める」


    　雨の影響か、流れは早いように見受けられます。しかし、増水するほどの雨量は降っていませんでした。水深は私の膝ひざ下くらい。


    「水中のほうが、勝ち目がある。水面の波紋で奴の移動がわかるし、外そと木き場ばから預かったこいつもある」


    　ユウさんの手には筒状の物体、《虹の牙きば》がありました。


    「こいつは内部に貯めてある水を圧縮、固定化して刃にする武器だ。昔一回だけ、外木場が使うのを見たことがある。ダイヤモンドだって斬れる、最強の水流刀だ」


    　外木場さんの最強装備が、普通の刀であるはずがないのです。


    「ただ、刃を形成できるのは一度きり。タンク中の水を吐き出しちまえば、それで打ち止めになっちまう。だが水辺なら、一発で終しまいとは限らねー。いいところを戦場に選んでくれたぜ」


    　河であれば、撃ちきった水を補給することができる。


    　それは即すなわち、連射が利きくということでした。


    「私がかき回してみる。うまいこと動きを止められたら、おめーを呼ぶ。それまで待ってろ」


    　私は頷うなずきました。まずは順当な正攻法。


    「やってみましょう。あちらも言語プログラムによって、動きは鈍にぶっているはずです」


    「どうだか。……試ためしてみりゃわかるだろ」


    　関節を鳴らしながら、ユウさんが戦う体勢を整えました。


    　私たちを見守る一同の視線を受けながら、ユウさんが前へ。


    　踏み込む一歩目までが、私に見えた動きでした。


    　次の瞬間には、激しい金属音がこだましました。


    　鎧よろいの躰からだが、河へと弾はじき飛ばされていたのです。


    



    　上がる水柱と轟ごう音おん。


    　ユウさんの蹴しゆう撃げきによって、鎧は河へと着水しておりました。その後を追って、ユウさんも急接近。岸辺を蹴って、挑みかかられます。


    「照らせ！　ライトだ！」


    　周囲は俄にわかに慌あわただしくなりました。私はそちらへ構わず、水辺にまで降り、いつでも飛び出せるように心こころ懸がけます。


    　川の中央付近で、戦闘は始まっておりました。


    　夜気立ちこめる水面を乱すように、打ち合いの音が響きました。打撃の入る音。水の跳ねる音。鎧を照らせという怒声。


    　川全体をフィールドとして、ユウさんと鎧が渡り合います。


    　この戦いは私にも追えました。なぜならふたりは水の波紋が列を成す箇か所しよを移動しているとわかるからです。


    　私の視線に、ライトもついてきていました。光の筋が交差します。


    　鎧の表面が反射。細かい雨の粒がそれを受けて煌きらめき。


    　水面に影が躍ります。互いの攻守両手から繰り出される拳打は、高速。


    　重なり、方々から断続的に聞こえる音だけが状況を知らせるアナウンス。


    　一ひと際きわ大きな水みず飛沫しぶきを上げて、ユウさんの躰が川へと飛ばされていきました。そちらへ向かって伸びる水の波紋は、三点ほど。


    　輪状に広がる水、その上を走ったかの如ごとき速度で、倒れたユウさんへと襲いかかる銀色の魔物。息を詰める私の眼前。


    　虹の一いつ閃せんが空を裂きました。


    　それは眩まぶしき閃光でした。小衛星が爆発したかのような輝きが、川面を走ります。まるで次元に裂け目を入れるが如ごとく、光を放つ刃の軌き跡せき。


    　ユウさんが《虹の牙きば》とやらを使われたのでしょう。遊園地で外そと木き場ばさんが使われた武器もこれであったと、その光が告げていました。


    　光が斬った後には、薄く、七色の半輪がかかります。光の線は、ユウさんを半月状に取り巻いていました。まるでその空間の中に入ったものは消滅あるのみとでも見えそうな、自己の領域を主張する光の痕こん跡せきでした。


    　虹は雨の後に発生するもの。雨上がりを告げる象徴です。止やまぬ雨はないと申します。願わくばこの光が、勝利の前触れであってほしいところです。


    　大きく、鎧よろいが後退します。光の刃に恐れをなしたのかとも見えました。


    《虹の牙》は、外木場さんが奥の手にされるだけの威力を秘めているのです。鎧にもその武器の危険性は伝わっているのかもしれません。


    　鎧の後退を見計らって、ユウさんが私のところまで戻ってこられました。


    　鎧の速度はユウさんと互角くらい。素人しろうと判断ではそう感じられます。私はいけるのではないかと声をかけようとしました。


    　しかしユウさんをよく見れば、全身の数か所に裂傷と、打だ撲ぼく傷しようが刻みつけられています。


    「くそっ。駄目だ、肝心の一撃が当たらねー」


    　全身からぼたぼた水を滴したたらせながら、ユウさんは私に手を出されました。


    「髪留め持ってたら貸してくれ。こいつ、邪魔でしょうがねーんだ」


    　ポケットから出したゴム紐ひもを渡しつつ、私は見通しを尋ねました。


    「動きを捉えきれませんか？」


    　髪をまとめながらも、ユウさんの目は敵から離れません。


    「鈍にぶっててあれだからな。げんなりする。私の《繊せん手しゆ》も、白しら雪ゆきにパクられてたみてーだし」


    　自分の武器を遠目に、慨がい嘆たんが溢あふれます。昨日、白雪さんが店を訪れたときに、ユウさんの《繊手》も奪っていったのだと思われました。


    　見ればユウさんは《虹の牙》の柄つか底を分解されていました。


    　内部には、ぎっしりと機械回路が詰まっていました。ユウさんはそこには触らず、もう一段階グリップを右に回されます。すると柄元から、さらに細い筒状のタンクが現れました。


    　それが水面に着くと、途端に高速で水を巻き上げ始めます。モータの回転する音が聞こえました。一秒とかからずに、タンクは補給を完了し、再びもとの状態へ収納されていきます。


    　ユウさんは柄底のパーツを塡はめず、それを私に放られました。


    「一発じゃ当たらん。連発するしかねー」


    　撃ったらすぐに補給できるようにとの配慮。


    　グリップエンドからは、モータの音が途切れることなく続いていました。


    　それを聞きつけたのでもないでしょうが、鎧よろいはこちらへ向き直ります。


    「……第二ラウンドだ。ゴング頼むぜ」


    　柄つかしかない刀を握りしめ、岸から離れられるユウさん。


    　再度、高速戦闘へ突入。


    　水面を震わせる両者のぶつかり合いは、第一ラウンドよりも穏やかに感じられました。私の目にも、時折硬直状態で間合いを取るふたりの姿が見えます。


    　二度三度と、虹の光が空間を薙なぎました。ですが決着とはなりません。


    　さすがの鎧も、《虹の牙きば》の威力は心得ているようでした。それを警戒するあまり、ユウさんへ決定打を放つことはできていません。


    　しかし彼はソトキバ・ウィロー。戦闘では無敵を誇る、暗殺王の影。


    　鎧は戦法を変えてきました。力押しが通じないと見れば、すぐさま別の手を試ためす。その臨機応変さが、外そと木き場ばさんの強さです。だからこそ彼もまたそうする。


    　選択は、盾たてを使うことでした。


    　それまでは身を護る目的にしか使われていなかった盾が、ユウさんへと掲げられました。


    　次いで、発射トリガーオン。《空くう迅じん砲ほう》の速射が放たれる爆発音。


    　外木場さんを苦しめた空気の塊かたまりが、ユウさんへも降りかかります。


    　空気弾が水面を抉えぐりました。連続して巻き上がる水柱。それを縫ぬって、ユウさんの移動。


    　命中しないように念じるしかありません。


    　容よう赦しやなく、空気弾がユウさんを狙ねらいます。接近し、《虹の牙》を喰らわそうとするものの、鎧はそれを阻はばみ、至近距離へ入れません。


    　しかし、ユウさんも巧たくみでした。


    　鎧の動きは、外木場さんと戦ったときよりもペースダウンしていました。弾の撃ち出される速度が、前戦に比べ間かん隙げきがあります。


    　大砲と、散弾砲の切り替わる隙すきを狙って、ユウさんが水面を飛びました。


    　間合い。振り切られようとする刃。


    　それを弾はじいたのは、鎧の《三さん里り》による蹴しゆう撃げき。


    　水を撥はね上げるように、下から上へ振り上げられた脚が、ユウさんへ撃ち落とされます。堪たまらず、横へと回避されるユウさん。それへ追撃をかける、多た段だん震しん脚きやく。


    　距離を取るユウさんに、遠距離攻撃が襲いかかりました。


    　吐き出される空気の圧縮砲。雪崩なだれ撃つ連弾。


    　だけでなく、足を使った攻撃が追加されました。


    　小回りで攻めるユウさんが近づいたと見るや、鎧の脚が水面の下へ潜り、一息に水をかき込みます。巻き上げられた水が、縦たての列となってユウさんに向かいます。


    　それはさながら水の刃やいば。


    　水を振動させることによってできあがる、水音波裂撃ソニツクブーム。


    《空くう迅じん砲ほう》の合間に、それがユウさんへ飛びかかります。外そと木き場ばさんの《虹の牙きば》ほど集束率は高くないものの、生身の人間を斬るには充分でした。


    《虹の牙》と同じく、水で斬るというアイデア。


    　敵の戦法を利用する。これも外木場さんが得意とする戦術です。


    　ユウさんの劣勢は明らかでした。敵は砲撃の隙すきを自前の技で補う、攻防一体の戦術で押してきます。水面は今や安全地帯のない地獄と化していました。


    　そして、鎧よろいには戦いを長引かせるつもりはないようでした。


    　盾たてが水中まで沈みます。私が見えたのはそこまで。


    　次の瞬間には、小津波がユウさんへと襲いかかっていました。


    　鎧は水の中で砲を撃つことにより、即席の瀑ばく布ふを発生させたのです。


    　その攻撃に虚を突かれたのか、ユウさんはまともに波を被かぶっていました。身長ほどの高さから覆おおい被さってくる波は、完全に視界を潰つぶしており。


    　それが鎧の意図したことでした。


    　波のカーテン、その背後を突き破るようにして、ユウさんの躰からだが吹き飛ばされていきました。


    　加速は最大の速度でもって行おこなわれていました。ユウさんの前が見えなくなった間に、鎧は全速度で前進し、盾を突き込んでいたのです。　


    　見えていないところへの、直撃。無防備なまま打撃を受けたユウさんは、川の半分ほどを飛び、激しく水面へ叩きつけられました。岸からはライトがそちらを追います。


    「ユウさん！」


    　私は川へと踏み入りました。ばしゃばしゃと水を蹴散らし、そちらへ駆け寄ろうとします。


    「馬鹿！　近寄るな！」


    　岸とユウさん、二方面から声があがりました。


    　そして、鎧はこちらを見ていました。


    　大砲ではなく、《三さん里り》を履いた足元が動きます。


    　戦闘に介入してきた邪魔者を排除する。この相手なら、大おお袈げ裟さな武装を使うまでもない。そうした鎧の考えが読み取れました。


    　攻撃が、来る。


    　私は動こうとしました。このタイミングでしくじれば全部がお終しまいです。


    「美み郁いくっ！」


    　ユウさんの声が届かぬうちに。


    　飛来した水の刃が、私を裂いておりました。


    



    　斬られた瞬間というのは、何も感じないもののようです。


    　私は痛いと思うこともなく、水中に倒れておりました。


    　駆け寄ってきたユウさんが、私を抱え起こしました。遅れて、痛みがやってきます。


    　私のドレスは真ま一いち文もん字じに裂さけており、その箇か所しよから、私はどこをやられたか覚さとりました。


    　右の太ふと股ももあたりが、水の刃やいばに断たち切られ、痺しびれています。負傷した部分からは、夥おびただしい量の出血が川を汚しておりました。


    　避よけたつもりでしたが、考えたほどうまくはいかないものです。


    　気を失うわけにはいきません。私はユウさんに言いました。


    「……大丈夫です。骨までは斬られていません」


    「どこがだ！　すぐに止血を」


    　私はユウさんを押しとどめました。


    「……私は大丈夫。……それよりお願いです。なんとか鎧よろいの足元を斬り開いてください。《三さん里り》の一部、膝ひざ下までの、どこかを」


    　思ったほど舌は回りませんでした。予想以上に傷が開いているのか。


    「どういうことだ？」


    「《非礼自在コトミカツキ》を使います。……鎧と、その下の皮ひ膚ふに傷さえつけてもらえれば……」


    　目配アイコンタクトせは一瞬。


    「……わかった」


    　打ち合わせはそれだけでした。ユウさんは私から何かを感じ取ってくださったのでしょう。


    　私はよろよろと立ち上がりました。右足は脈打つ痛みを伝えてきます。正気を保たもっていられる時間はそうないようでした。


    　その私を置いて、ユウさんは鎧へと立ち向かわれていきました。彼女の負傷も、私に劣おとらず甚じん大だいでしたでしょうが、それを堪こらえて、三度目の激闘を挑まれます。


    　ユウさんの戦いが始まると、私はプログラムとの接続を試こころみました。


    　回線オープン。姉さんの声は落ち着いていました。


    『……美み郁いく、くまちは負けそう』


    「……もともと、勝てる相手ではありませんから」


    　今度は、鎧の勢が際きわ立だちました。


    　直撃を受けたユウさんには、先程までのような渡り合いは不可能でした。敵を翻ほん弄ろうするために動き回ろうとするのですが、速度が出ません。


    　鎧が放つ砲弾が、次々とユウさんのいる位置に撃ち込まれ、身動きを縛ります。


    　宙へ向け、撃ち上がる空気の弾。


    　それが時間差で着弾するように計算し、正面切って散弾が連続発射。弾幕に包まれたユウさんが、私の視界から消えました。


    　全砲弾が、一いつ斉せいにその中心へ炸さく裂れつしました。


    　この砲撃に耐えるのは、外そと木き場ばさんでさえできたかどうか。


    　鎧よろいもそう考えたに違いありません。


    　水柱が収まると、鎧はユウさん目がけて進みました。とどめを撃ち込もうというのか。


    　そして倒れているはずのユウさんは。


    『……頑張ってる』


    　迫る鎧を前に、上体を起こしておられました。躰からだが揺れています。膝ひざはついたままで、水中に埋うまっていました。敵を見る視点が定まっていないのが、私からも窺うかがえました。


    　鎧との距離は三メートル。逃のがれようのない死地。


    　私は感覚が消えてきた足を引きずり、移動を始めていました。姉さんとの接続が近くなったり遠くなったりしています。私の意識が飛びかかっているのでした。


    　気絶しろと命令する躰の反応を拒否して、私は歩き続けます。


    　まだ倒れられません。倒れるものかと唇を嚙かみしめながら。


    　鎧の攻撃は、ユウさんを攻め立てておりました。叩き込まれる手刀の連打は、ユウさんを防戦一方に追い込んでいます。


    　姉さんの声が、頭で反響していました。締めつける如ごとく掠かすれる声。


    『九く音おんとくまちが戦うとこなんて、見たくなかった』


    　あれはもう所長代理ではないのです。


    『私の九音が、九音じゃなくなってるなんて、信じたくない』


    　あれは一個の敵であり、私たちの言葉など聞いてくれないのです。


    『……あれが九音じゃなくなってても、ほんとは九音を消したくないの』


    　私だってそう思っているのです。


    「……だから泣かないでください、姉さん」


    　川の水に浸つかった足元からは、冷気が這はい上ってきました。斬り裂かれた傷は、躰から熱を奪っていきます。悲しき宿命を運ぶ死河の流れに、私たち姉妹は震え、恐れました。


    　それでも辛しん労ろうを打ち払って、やり遂とげなければならないのでした。


    　私たちのやりとりに関係なく、勝敗はつかんとしておりました。


    　鎧はユウさんに最後の一撃を穿うがつべく、重い拳こぶしを振り上げました。


    　それがまさに、決着の一瞬だったのです。


    　鎧が踏み込むに先んじて、ユウさんの拳が水面を突き上げました。


    　途端に起こる水の波一条。右拳が産み出した水音波裂撃ソニツクブームが、カウンター気味に放たれ、鎧へと奇襲をかけました。


    　鎧はそれを防御。断だん銀ぎん鎧がい仗じようによって護られる身には、即席の水撃など通用するはずがありません。それを理解しているからこそ、鎧はその一撃を気にも留めなかったのです。


    　それがユウさんの狙ねらいでもありました。


    　強固な防御に身を包む敵だからこそ、普通の攻撃は無視してしまう。無視するのが合理的な判断なのです。当たればかき消えてしまうほどのそよ風を、誰が警戒するものか。


    　堅守を誇る敵だからこそ生じた間かん隙げき。


    　ユウさんの左手には、《虹の牙きば》が握られておりました。


    　それが鎧よろいへ喰らわせる真打ち。


    　無数の水みず飛沫しぶきに混じって、一刀が飛びます。水音波裂撃ソニツクブームよりも数段密度をもって固く凝ぎよう結けつした光の刃が、まっすぐに虹の軌き跡せきを曳ひきました。


    　すべてを切り裂く水の硬刃。投げられたそれが到達した場所は。


    　私に見えたのは、結果のみでした。


    　瞬まばたきを終えると、その光景が見えました。


    　細く伸ばされた《虹の牙》、その刃先が、鎧の左脚を貫つらぬいていたのです。


    　私はユウさんを見ました。


    　ユウさんは水面へ崩れるところでした。派手な水音を立て、躰からだは水中に沈んでいきます。鎧との激闘で、全体力、全精神力を使い果たしたのか、倒れたきり起き上がってきません。


    　しかしその前に、彼女の瞳が私を見ていたように思えました。


    　頼みは聞いたぞと語る両眼。喰らわせた、とユウさんの気配が自慢しておりました。


    　倒れ込む直前、ユウさんは全力をかけて刃を投とう擲てきしていたのです。鎧の足元を斬ってほしいという私の頼みを聞き届け、自みずからの仕事を果たして力尽きたのでした。


    　鎧に激突したことで、《虹の牙》は粉々に砕け散っていました。機械のパーツも、水面に煌きらめきながら川下へ流れていきます。


    　最後の一撃を放ったユウさんの躰も、破片とともに川へと呑み込まれていきました。


    　岸辺から当たっていたライトが、それを追って動いている様子でした。おそらくは館たて山やまさんが、ユウさんを引き上げてくださるものと思われました。


    　引き上げられるのが生者か死者かは、天のみぞ知ること。


    　私はユウさんの一撃を無駄にする気はありませんでした。


    　さらに一歩、川の中央部へと進んでいきます。


    　鎧は、それほどダメージを負ったようには見えません。《虹の牙》が突き刺さったといっても、せいぜい細い針が貫通するくらいの傷しかつけることはできていませんでした。その程度では、敵の行動を封じることすらもできません。


    　ユウさんを片づけ終えた鎧は、私へ向き直りました。残る敵は私だけと認識しているのか。


    　私はそれに構わず、のろのろと鎧と相対する位置まで歩きました。


    　雨は私の躰を打ち、止やむ気配もなく。


    　私は全身を濡らしながら、敵を待ち受けました。


    　鎧よろいは、私を追うように、ゆっくりと距離を詰めてきます。


    　ユウさんは倒れ、外そと木き場ばさんもおられない。絶体絶命の危機。


    　死に近づくにつれ加速する思考と魂たましい。


    　鎧は私へと近づいてきます。私を殺す、それだけのために。迷うことなく。


    　私は川の真ん中で立ち止まりました。


    　ここが私の立ち位置です。勝負をかける、最終地点ベストポジシヨン。


    　鎧が間近まで迫りました。銀色の甲かつ冑ちゆうが、私の瞳いっぱいに映りました。


    　川下。私と彼との距離が二メートルまで縮まったところで。


    　私は勝利を確信しました。


    



    　雨は私を濡らし続けました。怪け我がをした箇か所しよから流れる血も止まりません。赤い衣装が、より濃く染まっていきます。


    「……逃げるつもりはありませんよ」


    　鎧に、私は語りかけます。彼が私の言葉を理解しているのか否いなかは、重要ではありません。


    「聞こえていますか、所長代理？」


    　その肩書きで呼ぶのはこれが最初で最後です。


    　私の言葉が聞こえたのか、鎧はそこで止まりました。


    　彼に対し、私は言います。


    「……勝負は私たちの勝ちです。もしあなたが本物の外木場さんであったなら、私たちがあなたに勝てる要素はありませんでしたが」


    　無言を守る鎧に、私は続けます。


    「ですがあなたはプログラム上に存在するフェイク。プログラムを通して顕けん現げんする、偽いつわりの存在です。あなたは外木場さんよりも強かったかもしれません。しかし、私を前にしては、その強さは無力と化すのです。私のプログラムを前にしては」


    　もし目の前の鎧が腕を一いつ閃せんすれば、私は瞬殺されていたでしょう。


    　ですが、鎧はそうしませんでした。ただじっと私の話を聞き入っている様子。


    　攻撃しようとしない彼に説明します。


    「先程の私の行為について話しておきたいのですが。……私があなたの一撃で斬られた場面です。よろしければ一席しばらく、聞いていてください」


    　穏やかに語る私。呼吸するだけで大儀でした。


    「あの場面、私が考えもなしに飛び出し、斬られたのだと思いますか？」


    　私の太ふと股ももからは、引きもきらぬ血ち潮しおが流れ続けています。血は私のスカートを汚し、赤地の布をより赤く染めておりました。


    「あのとき、策は始まっていました」


    　鎧よろいによって斬られた裂傷。


    　その負傷こそが、私の攻撃手段だったのです。


    「私はあなたの動きについていくことはおろか、眼で追うことさえできません」


    　ぴくりとも動かない鎧に私は心静かに告げます。


    「あなたに接近し、そして鎧を斬ってプログラムを打ち込む、などという行程は、尚なお更さらできません。私には、外そと木き場ばさん級の速度を有するあなたを追いかけることはできないのです」


    　私の傷きず痕あとを川の流れが舐なめました。赤い血と溶け合う、清浄な青き水の流れ。


    「プログラム《非礼自在コトミカツキ》は血液媒ばい介かい。プログラムの溶け出した私の血液が相手に混じることによって、破壊の効果を産み出します。だからあなたに触れることすらできない私には、プログラムを行使することはできないはずでした。もしそれが地上で、あるいはここ以外のフィールドで行われた勝負であったなら」


    　戦闘において、自分が置かれた立場をまず先に分析すること。


    　そしてそれを自みずからの優位に利用すること。


    　これらはいずれも、外木場さんが仰おつしゃっていた事柄です。私は外木場さんのやりかたを忠実に真ま似ねたにすぎません。


    「ですがこの場所でなら、離れていても血を伝達することはできる」


    　ここが川であるという条件。


    　私たちの間を流れているのが水であるという、特殊な状況。


    　水は常に上流から下流へ、高きから低きへ流れるもの。たまに例外はあるものの、その法則はほとんど破られることはありません。


    　私の勝利は、鎧が私の川下に立ったときに決定していたのです。


    「作戦のため、ユウさんがあなたの鎧に傷をつけてくださいました。あとはいかにあなたを誘い込むかという一点のみだったのです。私はあなたを誘導するように動きました。その動きに、あなたはついてきてしまった。私を殺すことが勝利の一部であると考えて」


    　私は鎧を静観します。


    



    　鎧は、停止しておりました。


    



    　そう、彼が私の下流に踏みいった時点で、私の血を介して拡散するプログラムを、一ひと欠片かけらでも傷口に浸入させた時点で、鎧は停止せざるを得なかったのです。


    　川の流れに従い伝でん播ぱした私の血液、そこに含まれる《非礼自在コトミカツキ》が、鎧を操あやつる《空色々紙クリアカラー》の効果を打ち消し、プログラムを破壊したのでした。


    　斬られたことをも勝利へ結びつける、身を捨てた作戦。


    「……策で勝つしかありませんでした」


    　動くことのできない敵に私は言います。


    「実を言えば、あなたがどう動くかには自信がなかったのですよ。あなたが私目がけて《空くう迅じん砲ほう》を撃たないなんて断言できませんでしたからね」


    　もはや生きてはいない敵に私は言います。


    「しかし、自みずからの手でとどめをしに来るとは予想していました。あなたは外そと木き場ばさんでもあるのですから。外木場さんなら、自分で殺した敵の生死を確認なさろうとするでしょう。それがプロというものです。仕事はきっちりやらなければ」


    　昨日まで私の親しいひとであった敵に、私は言います。


    「極論、私が殺されていたとしても、残った私の血があなたを停止させたでしょう。故ゆえに、私が負ける要素はなく、悪くても引き分けにもちこめる手て筈はずは整っていたのです」


    　自分が消してしまった敵に、殺してしまった相手に向かって、私は微笑し。


    「……そのためにかなり出血を強しいられたのは痛かったですがね」


    　膝ひざから崩れました。


    　私の血は湧き出すそばから流れていきました。水は冷たく、血も、おそらく同じ冷たさで。


    　対岸からは叫びと喧けん噪そうと、私を呼ぶ声しか聞こえませんでした。


    　駆け寄ってくる人々が、水を跳ね散らかす音。


    　誰かの手が、水中から私を引き起こしました。たぶん歩けるかと聞かれたと思います。私は頷うなずいたつもりでした。そして岸まで歩きます。支えられながらも、自分の足で。


    　私の横を、仰向けになった鎧よろいが運ばれていきます。


    　水の中でなら、重い鋼はがねの鎧も簡単に押し動かすことはできるのです。ふたりがかりで岸へと押されていく鎧。


    　岸辺近くになると、周囲を取り巻いていた方々が、所長代理を引き上げる作業に手を貸してくださいました。鎧が上がるのを横目に、私も地面へと引っ張り上げられます。


    　そこにいる全員が薄汚い色に汚れていました。雨と泥、それに鎧の爪つめ痕あとが、全員の表情を曇らせています。


    　それに、訪れた結末も。


    　その後味の悪さが、私を独りにしてくれていました。皆さんに声をかけるのを躊躇ためらわせる雰ふん囲い気きが、私から放たれていたのでしょう。


    「七なな歳とせ美み郁いく」


    　その空気を破って、館たて山やまさんが近づいてこられました。


    　彼が親指で示した方向には、救急車が止まっていました。


    「荒あら礼らいはまだ息がある。心配するな」


    　私は目を閉じて頷うなずきました。


    　ひとりなら勝てなかったでしょう。ユウさんのサポートと犠ぎ牲せいがあったればこそ、私はプログラムを使うことができたのです。


    　ユウさんの無事は、最大の吉報。


    　そう考えながらも、私の目は鎧よろいから外れませんでした。


    　鎧は兜かぶとを脱がされようとしているところでした。


    　現場を照らしていたのは照明用ライトから伸びる光と、車のヘッドライト。


    　私が傍そばまで寄るのを、誰も止めようとしませんでした。


    　館たて山やまさんの部下がふたりがかりで鎧の各部位を外していかれます。


    　面めん貌ぼうを上げた先には、瞼まぶたを閉じた所長代理の顔がありました。


    　水に濡れたせいか、それはいつもより引き締まっているように見えました。


    　見慣れた顔は今にも目を開けて笑い出しそうで。


    　ですがこれはもう、所長代理ではありません。ただの抜ぬけ殻がらなのです。


    　私の《非礼自在コトミカツキ》は、《空色々紙クリアカラー》だけでなく、所長代理の意識が存在するもとである《救世主殺しオラトリオスレイ》さえも消滅させていたのです。


    　私は泣きませんでした。


    　私はこの結末が訪れるのを考えた上で《非礼自在コトミカツキ》を使いました。自分の役目として、所長代理が消えるのを承知で、彼を抹まつ消しようしたのでした。


    　ですから、泣くはずがないのです。


    　この頰を伝うものは、雨なのです。


    



    　私は所長代理の顔を眺め続けておりました。


    　周囲の皆さんも、私が気の済むまでそこにいさせてくださいました。それが彼らなりの黙もく禱とうだったのでしょうか。


    　突然、ガラスが割れる音。あたりからは光源が消えていきます。


    「ライトが！」


    　誰かの叫びに続き、到来する幾組かの足音。


    　そちらから、声が聞こえます。


    「……九く音おんを停止させたようですね」


    　現場に現れたのは、総勢四人。


    　遠く、街灯の明かりに照らされて、彼らの姿が浮かび上がります。


    　揃いの灰色コートに身を包んだ集団でした。その先頭に立つ女性は、灰色のフードを後ろに振り捨てながら、私たちに呼ばわれました。


    「外そと木き場ばはおらず、ユウは重傷。……なるほど、《非礼自在コトミカツキ》による勝利ですか。ですがまだまだ、勝ちかたが危ういですね。私なら同条件で、ひとりの犠ぎ牲せい者も出さずに九音を止められました。もっともあなたたちにその水準を要求するのは酷ですが」


    　聞き覚えのある声に、私は背筋が総毛立ちました。


    　そして話していた人物の顔が明らかとなったとき、私は知らず言葉を洩もらしていました。


    「……姉さん」


    　そこにいたのは私の姉、七なな歳とせ美み日か月つき。


    　姉の顔が、私に向けて微笑ほほえみを作りました。


    「声をあげて泣かなかったのだけは誉ほめてあげましょう。女の子は泣くときもお淑しとやかでなければいけません。そう思いませんか？」


    　そこまできてようやく、私はユウさんの言っていたことに思い当たりました。


    　姉さんの顔形でありながら、姉さんでない人物。


    「あなたが白しら雪ゆきさんなのですね！」


    「おや、ユウから聞いていましたか？　もっと驚いてくれるかと期待していたのに」


    　ちっとも期待などしていなかったに違いない、適当な答えでした。


    　周囲は私たちのやりとりを呑み込むのに時間がかかりました。しかし私の発言が浸しん透とうし始めると、行動はすぐに起こされます。


    「九ここの重え白雪！」


    　言うやいなや館たて山やまさんが、胸のホルスターから拳銃を抜かれようとします。


    　ですがそれよりも段違いに速く、敵の護衛が動きました。


    　一瞬で館山さんの前に出たコートのひとりが、背越しに刃を振り抜きました。鞘さやに入ったままの重い刀が、館山さんに打ちつけられます。


    　車に叩きつけられ、そのまま崩れ落ちる館山さん。


    　隊長がやられたのを見て、他の隊員もそれぞれ武器を構えようとしましたが、遅い。


    　すぐさま五、六人が無力化されました。生きているのか、殺されたのかはわかりません。


    　残りを相手しようとする配下に向かい、白雪さんは私を指さされました。


    「この子は連れて行きます。他は片づけてしまいなさい」


    　相手をゴミくらいにしか考えていない調子でした。


    　私が皆さんに注意を呼びかけるよりも先に、白雪さんの配下たちは動いていました。


    　そして私は、動くこともできない間に一撃を喰らっておりました。軽い衝撃を感じたと思うや否いなや、思考が遠くなりました。気絶を狙ねらったひと打ちを受けていたのです。


    　目を閉じる前に見た所長代理の顔が、揺れて消え。


    　私の意識は、闇へと落ちていきました。


    



    



    【記憶の断章／七歳美日月】


    



    　目を開けると、そこにはいつも彼がいた。


    



    　七なな歳とせ美み日か月つきは公園で彼を待っていた。並んだ遊具のうち、もっとも高い滑り台の頂上で、膝ひざを抱えて座り込んでいる。吹きさらしの風が躰からだを叩いた。


    　秋も中頃、季節を先取りしたような寒い日だった。


    　周りにひとの気配はない。時刻はもうすぐ六時を回ろうとしている。この寒さの中、遅くまで野外で遊ぼうと考える子供もいないのだろう。


    　自分だけがここにいることに満足する。


    　誰も来てほしくなかった。ただひとりを除いては。


    　約束の時間は少し過ぎていた。九く音おんは大抵時間に遅れてくる。


    　目を閉じて時間を数える。陽の落ちた空は澄み渡っていて、空気は清涼。


    　白しら雪ゆきなら九音がいつ到着するかくらいは予想しただろう。自分にはそこまで計算することはできない。ただ数えた。とりあえずは九十九まで。


    　目を開ければ、そのときちょうど彼が現れるのではないかと思った。理由はない。美日月は理由を考えるのが好きではない。ただなんとなく、が好きだった。


    　たぶん奇跡でも期待していた。それは素敵なことに思えたから。


    　美日月はゆっくり数える。秒針が進むのよりも、ずっと穏やかなテンポで。


    　待ちびとがやってきたのは、ちょうど九十八を数え終わったときだった。


    　走ってくる靴音に目を開ける。


    「九十九」


    　目を開けた。その視界の先に、九ここの重え九音が到着していた。


    　彼が急いで来たことはすぐにわかった。飛び跳ねた髪がそれを教えてくれている。


    　しばらく息を喘あえがせていた九音だったが、それが収まるとこちらに言う。


    「……いやその、電車が混んでてね？」


    「言い訳はよくない」


    　クラシック・ジョークを切り捨てた。九重探偵事務所はこの公園からそう離れていない。


    　九音は素直に頭を下げた。


    「そうでした。遅刻です。君に会える嬉うれしさのあまり、昨晩はよく眠れなくて。うつらうつらしてたら五時半でした。ごめんなさい」


    「不規則な生活も、よくない」


    「君に言われるとは……。いや、何でもないです。僕は恋人に口答えしないことで有名な男ですよ？　自分ではそう思ってる！　……ただ、姉さんがいないからさ、どうしても生活のリズムがずれてくるんだ。依頼人とかも訪ねてくるし」


    　九音の表情が陰る。


    　白しら雪ゆきが霞霞かすみか市から、自分たちの前から姿を消してから、もう二か月が経つ。その間、九く音おんのもとにも自分のもとにも、連絡はなかった。


    　白雪なら危険な目になど遭あうはずはない。そう思っていても、不安は不安。


    　姉のことを気にかける九音は、自分よりも心配しているかもしれない。


    　だから心を寛ひろく持ってやることにした。


    「いい。許す。『君に会える嬉しさのあまり』、が名言だったし」


    「心よりの言葉と受け取ってもらえれば嬉しいね」


    　言われるまでもなく、そのとおりに受け取っていた。


    　滑り台を滑り降りる。その瞬間はいつも楽しい。短い時間だから楽しいのだろう。


    　元気を取り戻した九音が誘った。


    「許してもらえたところで、どこかご飯でも行く？　あっと、でもそれじゃ、美み郁いくちゃんひとりで夕食になっちゃうか。未来の義あ兄にとしては、義妹いもうとを悲しませるわけにはいかないな」


    「それ」


    　わざわざ人ひと気けのないところまで九音を呼び出した理由。


    「美郁のことで話がある」


    「あれ？　また僕、何か嫌われるようなことした？　最近は平和なもんだと思ってたけど」


    　困った声で言う九音を遮さえぎる。
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    「違う。それに嫌われてない。恥ずかしがってるだけ。美み郁いくは感情を出すのが上う手まくない」


    「いや、君がそれを言うのはどうなのか……」


    　美み日か月つきは九く音おんを見つめる。


    　街灯が、ふたりの背後に影を作った。


    　九音に、美日月は言う。


    「……もしも私がいなくなったら、美郁のことをお願い」


    　九音の顔が急速に曇っていく。


    「……何でそんなこと言うんだ？」


    　問い詰めてくる彼には、戸惑いが見られる。


    「姉さんがいなくなったことと、関係あるのかい？」


    「今のところは、ない」


    　美日月は噓うそを吐つかない。特に九音には。


    　すべてがはっきりとしない、想像の内にある未来だった。


    「でも、白しら雪ゆきのことなら、私がいちばんよくわかる。たぶん、白雪は私を呼ぶ気がする。そしたら私は行かないといけない」


    　白雪は特別な存在だった。


    　美日月にとって、もっとも親しい友人。誰よりも心許せる相手だった。


    　九音とはまた違う意味で、大切な相手。


    　だからもし頼み事をされたら、それを断らないだろうと思う。


    　けれど残される妹のことも考えないではなかった。


    「約束して。私がいなくなったら、美郁の面倒を見ること」


    「どっちかと言うと、僕が見られることになりそうだけど。僕らのパワーバランスからして」


    「真剣」


    　瞳が九音を覗のぞき見る。


    　九音は頷うなずいた。理由を教えろともせがまず、請うけ合ってくれる。


    「……約束する。もし君が出かけなくちゃいけないときは、僕が美郁ちゃんを護るよ。君がそう願うなら、いくらでも約束する」


    　誓約は成なされた。


    　それだけで満足だった。九音は約束を破らない。大事なことは、絶対に。


    「だからいなくなるなんて言わないでくれ。……もう僕、半分泣きそうなんですけど！」


    　憐あわれっぽく懇こん願がんする恋人に頷いた。


    「我慢」


    「自分勝手だなあ」


    　九音は笑った。その笑顔がどれほど温かく感じられたことか。胸をよぎる不安も、これから起こるであろう出来事も、彼といる間だけは忘れることができた。


    「まあいいや、帰ろうか？」


    　笑いながら、九く音おんの手が美み日か月つきへと伸ばされる。


    「手を繫つなぐのも我慢ですか？」


    「それは我慢しない」


    



    　それが最後に会ったときの記憶。幸せだった時間の記憶。


    　あのときの笑顔はもう遠くなった。


    



    　美日月は九音に語りかける。もう死んでしまった恋人に、残酷ともとれる願いを口にする。


    　ねえ、九音。


    　勝手なお願いだってわかってる。


    　あなたがもういないこともわかってる。


    　それでも頼みたい。あの日みたいに。あなたにしか頼めないことを頼まないといけない。


    　あなたなら頷うなずいてくれるって思ってる。


    　約束を守ってくれると、信じてるから。


    



    　私じゃない。私のことはいいから。


    　お願い。


    　美み郁いくを。


    　助けて。
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    【今日を生きるための観察日記／⑤】


    　目を開けると、そこには彼女がいました。


    「起きましたか、美み郁いく」


    　姉さんが、いえ、姉さんの顔をした白しら雪ゆきさんが、私の傍そばに立っていました。


    　私は自分がどうなったのかを探ろうと、躰からだを動かしてみます。


    　私は突き立てられた梁はりのような柱に、後ろ手に結ゆわえられていました。怪け我がをした箇か所しよには手当てがなされ、出血は止まっていました。


    「……ここはどこですか？」


    　自分が今どこにいるのかと、私は周囲を見渡します。


    　目に入ってきたのは、ぼんやりとした屋外空間でした。


    　どこかの石切場でした。資源採掘場と言うのが正しいのでしょうか。


    　窪くぼ地ちの周りには砂利の山がうずたかく積まれ、山を成なしています。石ころだらけの広い地面の他は、目印になりそうな建物も見えません。


    　その中央、盛り上げられた砂丘の頂いただきで、私は縛られていました。


    　雨は上がっておりました。私を照らすのは、月の光と、火の光。


    　明あか々あかと焚たかれる篝かがり火びは、幻想的とも思えるほど美しく、周囲を照らしています。


    　白雪さんは、私の問いに答えてくれました。


    「私が所有している戦闘用地域のひとつです。あなたが九く音おんと戦った場所からは西方、山やま都と水すい道どうの下流に当たります」


    　私は所長代理の名前を聞いて、震えました。


    　私の内心を読んで、女王は寸すん評ぴようを始めます。


    「それにしても、ご苦労でした。ソトキバを止めるとは、あなたも成長しましたね。先程は少々評価が厳しすぎたのではと反省しました。謝っておきますよ」


    　意外にも、私を誉ほめる白雪さん。


    「あなたが九音と戦うシナリオは、二番手に考えていたものでした」


    　篝火に揺れる姉さんの姿は、この世のものとは思えないほど妖よう美びでした。


    「私はあなたたちが外そと木き場ばを含めた三人で戦うかとも想定していました。が、彼はそうしませんでしたね。あなたがたが九音と戦う時間を、体力の回復とこちらの動向を探るのに充あてた。……実に良い判断です。あの場面、鎧よろいを止めても止めなくとも、彼に利害関係は生じません。自分を温存するという判断は、外木場外うい郎ろーの選択にしては逃げ腰にも思えますが」


    「外木場さんは、私を信じて任せてくださったのです」


    　私の反論に、白雪さんは微笑ほほえみました。


    「そのとおり。彼はあなたに任せたのですよ、美み郁いく。おそらくはあなたの決意を認めて。ほだされて、と言うのでしょうか？　そういった心の振れ幅、寛大さにも似た感情が、とても可愛かわいいとは思いませんか？　世間は彼を冷酷非情だと言いますが、私はそう言いきりたくありませんね」


    　夢見るように、言葉が紡つむぎ出されます。


    「優しさ故ゆえに勝ち、また負けるのです。それが彼の獲得した宿命」


    　白しら雪ゆきさんの微笑ほほえみは絶えることがありませんでした。


    「外そと木き場ばの話はこれで止よしましょう。本人の居ないところで噂うわさをするのは好みません。陰であれこれ言うよりは、直接言ってあげるほうが親切というもの。話したいことは他にもあります」


    　そう言うと、白雪さんは私の目を覗のぞき込まれました。


    「……ここにいるのは私とあなた。私たちの話をしましょう」


    　私はその視線に逆らうことができません。すべてを畏い服ふくさせる、女王の双そう眸ぼう。


    　それでもどうにか、気力を振り絞って答えました。


    「……ここにいると言われますが、私には姉さんしか見えませんね。自分の躰からだを捨てるようなひとに、私語りができるとは思えません」


    「できないかどうか、尋ねてみなさい。答えてあげます」
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    　白しら雪ゆきさんは視線を避けようともしませんでした。


    　私の姿が映る瞳に向かって、私は尋ねます。


    「……姉さんの躰からだを乗っ取ったことに、罪の意識はないのですか？」


    　昔、ふたりは友人同士でした。誰よりも仲の良い、親友であったのです。


    　その躰を、精神を好き勝手に利用することに、良心の呵か責しやくはないのかと。


    「ない、と言えば噓うそになります」


    　白雪さんは顔色も変えずに仰おつしゃいました。


    「私と彼女の繫つながりは、おそらくあなたが考えているよりも深いものです。……幼時より、私と対等に話せたのは彼女だけでした。もしも美み日か月つきがいなければ、私はなかったでしょう。私が考えつかなかった部分を秘めていたからこそ、彼女は私の友人たり得た」


    　姉さんをここまで誉ほめるひとはそういません。


    「私はひとが言うような天才ではありません。私は天才の模も倣ほう者にすぎない。……もしオリジナルな才能と呼ぶべきものがあるとすれば、それは美日月です。彼女こそ、讚たたえられるべき能力を持っていた」


    　親友ですよと、白雪さん。


    「彼女は私を理解してくれている。……美日月に甘えているのかもしれません。しかし彼女は理由も聞かず、プログラムの一部となることを受け容れてくれた。ならば、それが答えです」


    「姉さんが自分から受け容れたですって？」


    　考えられない告白でした。白雪さんは冷静に応じられました。


    「あなたのプログラムに聞いてみなさい。すぐにわかります」


    　その答えに、私は《非礼自在コトミカツキ》を覚醒させるかと考えました。


    　白雪さんはプログラムです。《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》という、プログラム上の存在であり、であれば私の《非礼自在コトミカツキ》によって消滅させられるはずでした。


    　しかし私は動きを拘こう束そくされており、白雪さんへ手を伸ばすこともできません。


    　どうすることもできず、質問を続けます。今度は、プログラム化した理由についてでした。


    「あなたもまた永遠を求めてデータだけの存在になったのですか？」


    　かつて私にプログラムを投とう与よした男性は、自みずからの永続性を求めてプログラムとなることを選ばれました。白雪さんの意図も、そこにあるのではないかと私は考えたのです。


    　しかし、反応は微苦笑でした。


    「まさか。永遠という概がい念ねんに、それほどの価値は見み出いだせませんね」


    　講義の真ま似ね事ごとがなされます。


    「どれだけの時間を生きられるか、という思想は誤りです。我々は何をなせるかをこそ問うべきでしょう。どれだけ努力しても、人間が活動できる時間は限られている。そのなかで何を残していくのかが、人生の課題ではないでしょうか」


    　笑みはあくまで優雅でした。


    「それに、死ねることに価値を感じる者もいます。それは悲しい思想ですが」


    　白しら雪ゆきさんの目線が私から外れ、宙を向きました。


    　そっと伏せられる瞼まぶた。誰かを思い起こしているようにも見えます。


    　その姿は悲しげですらあり、弱々しいとさえ感じられ。


    　このひとが本当に悪なのかと思わせるような魅力をもっているのでした。


    　私は何もわからなくなって尋ねます。


    「なぜこんなことをするのです？　なぜ私たちを苦しめ、また人々を欺あざむくのですか？」


    　白雪さんは首を振られました。


    「なぜか、という問いには答えられないの。それが唯ゆい一いつの決まりです」


    　何回も繰り返されてきた言葉がここでも出ました。


    　しかし今日は、拒絶されてお終しまいではありませんでした。


    「ただ、あなたには可能性がある。あなたならその理由を明らかにできるかもしれないと、私は考えます。もし今、あなたの思考を手に入れることができたなら、と」


    　白雪さんの瞳が、再度私に注がれました。


    　それはデータを抜かれてしまうということなのか。


    　白雪さんは、陶然としたまま私の頰に触れました。細く優美な指先は冷たく。


    「九く音おんさえ殺したあなたなら、できるかもしれない……」


    「嫌いやです！　来ないで！」


    　私は初めて恐怖を感じました。怒りではなく、本物の恐怖を。怖いと感じさせるものが、底冷えする白雪さんの瞳の中に宿っておりました。


    　しかし、白雪さんはそれ以上私に触れることなく、彼方かなたを振り返られます。


    「怖がらせるのはこれくらいにしておいたほうが良さそうですね。でないと誰かを怒らせることになる」


    　闇の彼方へ向かって、白雪さんは呼ばわれます。


    「そうでしょう？　外そと木き場ば外うい郎ろー？」


    　私はその言葉に前を見ました。


    　積み上げられた砂利山の陰から、ひとつの影が現れました。


    　全身を黒で固めた暗殺装しよう束ぞく。篝かがり火びに揺らめく黒髪と、死の気配。


    　外木場さんが到着されていたのでした。


    　私は歓喜の声を洩もらしそうになりました。最大の敵に向かって、白雪さんが仰おつしゃいます。


    「招待状は送っていませんよ、外木場。怪け我がも平気とはいかないでしょうに」


    　白雪さんと外木場さんの視線が交わります。


    「俺の気配を察したのか？」


    「いいえ。あなたが到着する時間を予想しただけです。その傷、その躰からだで、……よくやる」


    　外そと木き場ばさんはそれに応えられませんでした。


    　代わりにこちらへと近寄ってこられます。


    「どうやって今近衛ここのえ久く遠おんと接触した？　久遠が霞かすみ山やま下した駅にいるのを突き止めるには、時間を要したはずだ。だがお前はすぐに行動を起こした」


    　真っ先に尋ねられた質問がそれでした。深みのある声は、採掘場によく響きました。


    「自分に協力してくれる者のうちに、内通者がいたとは思わない？」


    「俺は誰にも裏切られないと確信している。使う人間は選んでいる」


    　会話の応おう酬しゆうが進む間も、外木場さんは歩みを止められません。白しら雪ゆきさんとの距離が十メートル圏内にまで入ったところで。


    　背後の山から、白雪さんの配下が飛び出されました。その数、三人。


    　白雪さんを護るように並び、外木場さんへ壁を作ります。


    　その壁を前にしながらも、白雪さんはお答えになりました。


    「ええ、あなたの使っている情報網は、私も完全に把は握あくできていません。ですが私は、そうしたルートではない方法であなたたちを追うことができたのです」


    「……その方法とは？」


    　近寄る外木場さんを牽けん制せいしようと、三人が各おの々おののコートに手を伸ばします。


    　彼らが着ているのは灰色ではなく、黄色の上衣でした。その衣装には見覚えがあります。


    　白雪さんは彼らを制されました。


    「良い。下がっていなさい。私自みずから相手をします」


    　三人の内、先頭に立ったかたが抗議されました。


    「しかし、白雪様、外木場は油断なりません。現に我らが兄弟もこやつの手にかかり……」


    「そういえば先程、あなたにひとり殺されたのでしたか」


    　声を出した人物と外木場さんを交互に眺めながら、白雪さんは呟つぶやきます。言葉から、この三人は殺された《星せい西せい鬼き》さんのお身内と判断できました。


    　白雪さんの直属《女王陛下の五十二枚》、セブンカード、《粛しゆく正せい剣けん》。その残りお三人。


    　外木場さんへ、和なごやかな視線が向けられました。


    「《粛正剣》如ごとき、とあなたは考えている」


    　外木場さんの内心を看かん破ぱするが如く、話し出す女王。


    「《粛正剣》などに遅れをとるはずがないと達観している。……普通なら、そうでしょうね。自分に手を貸してくれる者を悪く言いたくありませんが、彼らの腕前は凡ぼん庸ようです。拡大人的破壊以降、暗殺者の質は落ちました。私がそう仕向けたからですが」


    　白雪さんは一瞬目を閉じられましたが、すぐに言い出されます。


    「いいわ。ではこれからこの三人が、あなたを破るところを見せましょう。そうすれば、あなたも、私に逆らうことの愚おろかさを覚さとるはず」


    　外そと木き場ばさんへ、艶あでやかな笑みが向けられます。


    　挑発とも言えない行動でした。多分に気まぐれな振る舞いであるのか、白しら雪ゆきさんに気負いは感じられません。これから外木場さんと戦おうとする人間にはないことです。


    　外木場さんにとっては、白雪さんの行為はむしろ利となるものでした。


    　了承してもしなくとも、戦うことに変わりはありません。なら戦う人数は少ないほうが楽は楽。前進を再開されます。


    　袖そで口ぐちから、件くだんの黒い小刀が滑り出ました。引き抜かれた玉散る刃を目にしながらも、白雪さんには恐れる気配も見えません。


    「《星せい西せい鬼き》が抜けたぶん、私が陣の一角に入ります。……あなたがたは、私が言うとおりに動きなさい」


    　白雪さんの指示に、三人の配下は恭うやうやしく従う様子。


    　勝機であろうと思われました。


    　外木場さんは、怪け我がをしておられます。この短時間であれだけの負傷が癒いえたとは考えられません。


    　しかし私たちが出会った《粛しゆく正せい剣けん》のひとりは、外木場さんの足元にも及びませんでした。それが増えたところで、強さは倍乗とはいかぬはず。怪我していようがしていまいが、両者の差はそんな事情に左右されないほど開いています。どう考えても外木場さんが有利でした。


    　それがわからぬ白雪さんではないのでしょうが。


    　私の思案を読み取った白雪さんは、私へと微笑ほほえみました。


    「私がまた策を巡らせていると考えているのですね？　……惜しいかな、外れです。私は策なしで外木場を倒して見せるつもりです」


    「外木場さんを相手に？」


    　私の問い返しを、白雪さんは肯こう定てい。


    「無む謀ぼうではないわ。強さとは何かを考えるだけで、外木場を倒す方法は見つかりました。それを実践するだけです」


    　過去、外木場さんを相手に虚勢を張った敵は、為なす術すべもなく殺されてきました。


    　この戦いも、そうあってほしいものですが。


    　私の眼前で、四対一の決闘が始まろうとしていました。


    



    　私の縛られている場所は地面が高く盛り上がっており、戦場が一望できました。


    　私の位置からは、白雪さんが口を動かすのが見えます。彼女の声は聞き取れないほどの音量でしたが、配下三名には伝わったのでしょう。


    　三人が動きます。白しら雪ゆきさんを中央に、右翼前方にひとり、左翼前方にひとり。


    　残るひとりが白雪さんの正面で、彼女を背に護るように守備を固めました。


    　私から見れば、ちょうどＹ字型の隊列になっています。


    「右から《星せい北ほく鬼き》、《星せい南なん鬼き》、《星せい東とう鬼き》。江こう東とう四よん鼎てい、《粛しゆく正せい剣けん》」


    　白雪さんの紹介とともに、三人が一いつ斉せいにコートと頭ず布きんを放り捨てました。


    　揃いの帷子かたびらが炎の照り返しを受けて、ぎらつきました。


    　いずれも既視感を覚えたのは、三人の風ふう体ていが外そと木き場ばさんに斬られた《星せい西せい鬼き》さんとよく似通っていたためか。


    　右端で巨大な曲刀を構えるのが、《星北鬼》。


    　続く中央、二本の直細刀を腰に差した、《星南鬼》。


    　左端は女性でした。ふたりよりも幾分若く見えるかたが、躰からだほども長さのある直剣を突き立て、外木場さんを睨ねめつけておられます。私はその剣が《星西鬼》さんのものと同型であることを見て取りました。


    　形見か、それとももともと同じ武器を使われる流儀なのか。


    　三人から立ち上る、険けん呑のんな殺気。私にも彼らが本気であると知れます。


    　外木場さんは無言。沈黙のまま押し通る気心。


    　その名は今いま更さら名乗るまでもなく、敵味方に知れ渡っておりました。


    　私と白雪さんを一直線上に置くその先で、外木場さんは戦いに入られていきます。


    　ふっと、私の目の前で、外木場さんの姿がかき消えました。


    　続いて起こる戟げき音おん。


    　黒い影が篝かがり火びに伸び縮みしていました。外木場さんの移動に合わせ、影が位置を変えていきます。私の目は追いつけず。


    　連続して打ち鳴らされる、金属同士の鍔つば迫ぜり合い。


    　火花がそこかしこで舞い散る他は、一切の音とて聞こえてきません。


    　やがて、その音も唐とう突とつに止やみました。


    　外木場さんが高速移動を解除され、停止されました。


    　それに従い、《粛正剣》側も定位置へ戻ります。彼らは三人とも、かなり疲労しているようでした。外木場さんを敵にして、瞬殺を免まぬかれただけでも大層な僥ぎよう倖こうだと言えるでしょう。彼らの実力も、捨てたものではないのか。私は評価を改めます。


    　その三人へ、後方から白雪さんが指示。


    「星南、星東と場所を替わりなさい。そして、流星陣を敷きます。位置は右を頂点に」


    　他にも指示は数点、追加されたようでした。しかし私に聞き取れたのはそれだけ。


    　指定されたとおりに、ふたりが入れ替わりました。陣形が移動します。


    　今度は三人が斜め一直線に並ぶ隊列となりました。


    　複数の人間で戦う場合、それぞれの邪魔にならないように持ち場を分担する戦法があります。それが武芸界一般に言われる《陣構え》、という仕組み。


    　その陣形、型は、各流派、使う者同士の組み合わせなどによって変化します。複雑で入り組んだ手を組み立てておくことで、隙すきを見破られないようにするための工夫でもありました。


    　また、陣を組む際には、互いの攻撃範囲を決めておくことで、そこに入った敵のみを攻撃するのが通例でした。同士討ちを避けることにも繫つながりますし、互いが互いを補い合うことで、自分たちよりも実力が上の相手とも戦えるように考えられているのです。


    　無論外そと木き場ばさんを相手にすれば、どれほど強固な陣形を組もうと勝つのは難しいですが。


    　外木場さんは、再度攻撃に入られます。


    　遂ついに、影さえも映らなくなりました。


    　一度目よりもさらに速度を増した攻め手でした。体調が万全でないとは信じがたい、外木場さんの活力です。動くだけでも傷は痛むはずなのに、私程度ではその傷が影響しているとさえ思えません。


    　今度こそ決まるだろうと考えていました。決まるはずでしたが。


    　戦いは長引きました。剣けん戟げきの音はひと連なりとなり、途切れません。


    　まさか、外木場さんが苦戦しておられるというのでしょうか。これも負傷のせいなのか。


    　動けない私は、見えない戦闘を眺めるだけでした。


    　焦あせる私とは反対に、白しら雪ゆきさんは三人の後方に控えたまま、悠然と構えておいででした。


    　その白雪さんが、一声呼びかけられました。


    「下がりなさい。外木場の右突きがきます」


    　指示は忠実に実行されました。


    　三つの影が、土煙を立てつつ、白雪さんの前へ整列。誰ひとりとして負傷している者はいないようです。


    　一いつ旦たん休止となったことで、外木場さんも定位置に戻られていました。こちらもダメージは負われていないと見えました。


    　けれど外木場さんは、自分の刀を眺め、それから敵へと顔を上げられます。


    　外木場さんの顔は感情を隠すように訓練されていると聞いたことがあります。しかし今そこに浮かんでいるのは、紛まぎれもなく疑問があるという顔でした。


    　訝いぶかしげな外木場さんへ、白雪さんの呼びかけ。


    「どうしました、外木場？　歩みが止まっていますよ？　美み郁いくを助けるつもりなら早くしないと。縛られたままでは、あの子も仕し合あいを楽しめないでしょう」


    　白雪さんは一歩も動いていませんでした。


    　外木場さんの猛攻は、白雪さんまで届いておらず、すべて前衛の三人によって防ぎきられていたのです。


    「あなたが来ないのなら、こちらから攻撃といきましょうか？」


    　余裕からか、言葉の端には嘲ちよう笑しようの響きがありました。


    　前触れもなく、白しら雪ゆきさんが右手を掲げられました。


    　その掌てのひらには、拳銃が現れていました。袖そで口ぐちに忍ばせてあったものと見えます。


    　安全装置を解除した白雪さんが、銃口を外そと木き場ばさんに向けました。


    「今からこの弾をあなたに当てます」


    　突然の宣言に、我が耳を疑います。


    　私の場所から見る限り、拳銃は特別に改造された一品というわけでもなさそうでした。拳銃と言うよりは、トイガンのようです。ボルトアクション式の単発銃で、釘くぎのような鋭い弾を撃ち出す構造のもの。


    　連射はできません。普通の銃よりも命中させるのは難しい武器です。


    　外木場さんに当てられるはずがない。そう思えました。機関銃ですら、外木場さんの動きに追いつくことはできません。


    　腕に覚えのある暗殺者に拳銃の弾は当たらない。それは基本と言ってもいい認識です。


    　白雪さんにもそれはわかっているはずですが、それでも当てると条件を出すからには、当てられる公算があるのでしょうか。


    　配下に向かい、矢や継つぎ早ばやに指示が飛びました。


    「弓きゆう箭せん陣を。東、南、北の順で、技を繫つなげなさい。それぞれが手を出したら、次の者に後退すること。そして外木場が押してきた場合は退ひくこと。遵じゆん守しゆする手順はこれだけで結構です。難しいことはありません」


    　矢印の形に並ぶ一同。白雪さんを後方に、前三人が逆Ｖ字となりました。


    　指示はそれだけでした。外木場さんを相手に、あまりにも無策。


    　しかし白雪さんは強気で言いきられました。


    「七十九手で決着をつけます」


    　言ったのが白雪さんでなければ、大たい言げん壮そう語ごと罵ののしられてもおかしくはないところです。


    　外木場さんがどう考えられたのかはわかりませんでした。当然白雪さんを警戒する気持ちはおありになったでしょうが。


    　斬り込んだ動きに迷いはないと感じられました。


    　消える影。


    　同時に起こった、打ち込みの音。


    　激烈。私に見えたのは、大剣が地面にめり込み止まったところだけです。《星せい東とう鬼き》さんの武器が、外木場さんの攻撃によって打ち払われたもの。


    　次いで、襲いかかるふたつの影。


    　白雪さんの指示を受け、南北の《粛しゆく正せい剣けん》が連係を仕掛けたのだと思われました。


    　外そと木き場ばさんなら、他愛たわいもなく対処される攻撃です。しかし、得え物もの同士がぶつかる音は止やみません。


    　戦いは続きます。私がそちらを見ていると、不意に白しら雪ゆきさんが私を振り返りました。笑みを浮かべ私を一いち瞥べつしたかと思う間まに。


    　白雪さんの指が、銃の引き金を引きました。


    　発射される針リベツト弾。その向かう先には、誰もいません。白雪さんは見当違いな方角へ撃たれておいででした。操作ミスか、それとも扱いに慣れないが故ゆえ、照準がずれたのか。


    　それを気にする前に、激突の音が止まっていました。


    　気づけば《星せい南なん鬼き》が跳ね飛ばされていました。外木場さんが執しつ拗ような攻勢の隙すきを突いて、打撃を入れられたのでしょう。


    　良し、と私は思いました。白雪さんの予想は外れたようです。この調子でいけば、《粛しゆく正せい剣けん》を倒すことができる。そう考え、喜ばんとしたときでした。


    　外木場さんの頰を、弾丸が掠かすめたのです。


    　血が一筋、垂たれ落ちました。鋭く、白雪さんを振り返られる外木場さん。


    　女王の手には、発射された後の銃が構えられたままでした。


    　一同へ、語りかけられる白雪さん。


    「今のが七十九手目です。数えていたあなたならわかっているでしょう、外木場？」


    「……正確に七十九手だ。誘い込まれていたつもりはなかったが」


    　発射された弾は、まさに外木場さんが現れた地点へ放たれていたのです。


    　およそ考えられない事態でした。


    　なぜなら、外木場さんや《粛正剣》さんたちの速度は、弾丸の速さよりも数段上であったからです。


    　つまり、白雪さんが銃弾を命中させようとすれば、戦闘開始直後にそのポイントへ弾を撃っておかなければならなかったのです。そのとき、その場所へ。


    　避けることも受けることもできないタイミングで。


    　弾は、寸すん分ぶん違たがわず命中しておりました。まるで外木場さんがそこに来ることを予あらかじめ知っていたかのように。


    「あなたがその場所へ移動することは計算していました」


    　そう、わかっていなければ当てることはできなかったのです。


    「感想はありますか？　実弾を受けるのも久しぶりの経験でしょう。私は拳銃などという単純な手段で、いつでもあなたを殺すことができる。そのことが証明されたのでは？」


    　白雪さんの言葉は、傲ごう慢まんには聞こえませんでした。


    　事実、外木場さんがあの程度の相手、と語った連中が、その攻撃をものともせず耐え凌しのぎ、殺されもせずに生きているのです。


    　その後方に控える白しら雪ゆきさんは、傷も負っていませんでした。どちらが優勢にあるかは、火を見るより明らか。


    　外そと木き場ばさんの行動は、すべて白雪さんに読まれている。


    　考えられうる推測としては、この上なく拙まずい事態でした。


    「戦闘力など時代遅れの産物です」


    　私の推量を補足するかのように、白雪さんは銃を軽く持ち上げてみせられました。


    「ルートさえ読めるのなら、ひとを殺すに、ただの拳銃で充分なのです。優れた武ぶ威い、速さがなくとも、そこに来るとわかっているものなら狙ねらいやすい。射撃が得意ではない私でも、的まとに当てるくらいはできます」


    　ことはそれほど簡単なのでしょうか。


    　外木場さんは、刺さった弾を引き抜きながら呟つぶやかれます。


    「……お前の頭脳が、そこまで細かく戦況を分析できるとは知らなかった」


    「私ひとりなら、限界はあったでしょうね」


    　頷うなずきには、ひとにものを教える立場にある者特有の鷹おう揚ようさが感じられました。


    「私生来の能力、……そうですね、《奪だつ思し考こう》、とでも呼んでおきましょうか」


    　自分の頭を指しながら、解説が始まりました。


    「人間の、そのひと自身を理解することによって行動パターンを組み立て、予測する力。その能力を持っていた私は、ひとよりも物事の上達が早かった。私が天才と呼ばれることができた理由の一因です。美み郁いく、あなたも当時のことを憶えていると思うけれど？」


    　天才か、はたまた神童か。


    　白雪さんに対する周囲の評価はそのあたりでした。何をやっても人並み以上にこなし、そしておそろしく上達が早く、一度憶えたことは忘れない。


    　それがひとを理解する力から派生した長所だというのは初耳でしたが、ともかく、白雪さんが常人とは少し出来の違う少女であったのは確かでした。


    「拡大人的破壊前後、私は自己の能力を高める必要に駆られました。そこで開発したのが《多角的推理プログラム》です。私はそのひとつを自分自身に投とう与よすることで、さらなる思考の極みを求めました」


    　自分自身にプログラムを投与した。その発言は私を驚かせました。


    　プログラムを取り込むことは、精神、肉体に負ふ荷かを与えます。それにもしプログラムと躰からだが不適合を示せば、私のように寿じゆ命みようを縮める結果にもなりかねません。


    　そのリスクを承知で、プログラムを打つ。


    　そこまでして賢くなりたいとは思わないでしょう。白雪さんの気持ちが、私には量りかねました。


    「私のプログラム《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》は、私の思考力を補助する目的で[image: ]り出したものです」


    　常じよう軌きを逸いつした考えの持ち主が続けました。


    「私本来の思考特性。それに、十一人の外部思考を加えた、《奪だつ思し考こう＋Ｒプラスリーデイング》。これが私のプログラムに内包された力です。世界の賢人、十一人。私が自みずからの内に加えるに足ると見た奇才、十一人の思考力が、私の思考を補佐し、助言を与え、《奪思考》の精度を高めてくれるのです」


    「失しつ踪そうした十一人……」


    　子供の時分、そのニュースを聞いた憶えがありました。一時期世間を騒がせた、高名な学者、研究者が集団で消えたという事件。それも白しら雪ゆきさんと関係していたのです。


    　外そと木き場ばさんはその話をご存じだったのか、微動だにされません。


    　小刀だけが、指先の間で躍りました。


    　深く沈み込む外木場さんの躰からだ。前傾姿勢は、一跳躍で殺しにかかると告げています。


    　それを見ても、白雪さんの微笑は消えませんでした。


    「防御できぬのなら攻撃、ですか。あなたらしい。その切り替えの早さは称賛に値あたいします。……皆は手出ししないよう」


    　感想はそこまででした。


    　外木場さんの躰が、猛然と跳ねました。


    　前衛三人の上を跳び越え、白雪さんに迫ります。


    　白雪さんと一対一になった外木場さんが、右手を閃ひらめかせました。光の連打が私の目に躍り。


    　女王へと飛ぶ無数の光線。普通ならこれで終わりです。


    　どの一撃も即死の威力、速度をもった斬ざん撃げきでした。一撃前の残像をも追い抜こうかという速度で振るわれる刃。それに対し。


    　白雪さんはあくまで微笑を絶やすことなく、平静。


    　女王の躰が、ゆらりと揺れました。


    　見えない外木場さんの光速斬り。それを見切っているかのように。


    　回避し、回避し。回避し、避よけて、倒れることなく。


    　躍るように、優雅に、避け続けるのです。


    　私からはその動きだけが見えました。外木場さんは目もく視し不可能の速度で攻撃を仕掛けているというのに、ゆっくりと動いているだけの白雪さんに、それは当たらないのです。


    　攻撃が続いていた時間は、おそらく一分ほどもあったと思われました。


    　外木場さんが手を止めて、離れられました。


    　その後に私が見たのは、無傷で立つ白雪さんの姿。


    　斬は一撃たりとて当たってはいませんでした。着物の裾すそにすら触れていなかったのです。


    「なぜ外木場の攻撃が当たらないか、不審ですか？」


    　私を振り返る女王。


    「……考えられません。こんなことは有り得ない……」


    　啞あ然ぜんとする私に、白しら雪ゆきさんは仰おつしゃいます。


    「あなたも昨日同じようなことをしたではありませんか？　《空色々紙クリアカラー》に操あやつられた秋あき口ぐちさんの《弧こで抉えぐる鉄てつ扇せん》を前にして、軌き道どうを予測して回避した。いわばそれの応用ですよ」


    「応用と言っても……」


    　私が昨日避よけたのは、一直線に向かってくる瓦が礫れきの弾でした。その速度も、ぎりぎり目には映る速さだったのです。


    　しかし今の攻撃は、そんなものとは比較になりません。


    　ただまっすぐに飛ぶだけの軌道とは違い、複雑な攻撃の型。それに速度。


    　外そと木き場ばさんの振るわれた連続技は、我々に回避できるような速度ではありません。


    　白雪さんは読みきれるはずがないものを読んだのです。


    「私の《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》がどういうものか、わかってもらえたかしら？」


    　爽やかな調子は変わりませんでした。


    「今私はあなたの攻撃を読みました。どこから来るのか、どういう手順で攻めるのかを頭の中で組み立て、それに従い回避運動を起こした。勿もち論ろん私には外木場の攻撃など見えませんから、一ミリでも横にずれれば、一手でも読み違えれば、両断されていたでしょう。だがそうはならなかった」


    　私と外木場さんを交互に見ながら、説明は続きます。


    「この上説明が要いりますか？　《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》は、人間の思考領域を上限まで引き上げるのです。そこではいかなる不可能も可能となる」


    　私は唾つばを呑むことさえ忘れ、聞き入っておりました。


    　外木場さんですらも、無感動とはいかなかったのか、言い出されました。


    「恐るべきプログラムだ。俺ではお前の《奪だつ思し考こう》とやらを破ることはできないだろう」


    「わかっていただけて嬉うれしいわ」


    「だが速度には、思考の及ばぬ領域がある」


    　言うや。外木場さんの構えが変化しました。


    　黒の小刀は、鞘さやへと収められていました。それを袖そで口ぐちにしまわれた外木場さんは、一切の動きを止めておられました。


    　外木場さんの姿は見えています。ですがまるでそこにいらっしゃらないかのように、生きている気配が消えていました。いつもの圧倒的な存在感が失われていたのです。


    　そこにあるのは虚きよ無むであり、人間ひとりが立っていると信じられないほど、深しん閑かんとしていました。戦いの最中だということを忘れさせる、幽ゆう間かんとなった採掘場。


    　突然訪れた静せい寂じやく。篝かがり火びが燃える音が、鮮明に聞こえるくらいに、周囲一帯は静の空間となっていました。


    　何が起ころうとしているのか。


    　白しら雪ゆきさんはそれを察しておられたようでした。


    「それも無論読んでいます。……《星せい北ほく鬼き》！」


    　呼ばれた曲刀使いが、白雪さんの前を固めるために後退しようとしています。


    　後退しようと。後退し、白雪さんの躰からだを敵から遮さえぎるように重なり合った瞬間でした。


    　刹さつ、と。


    　庇かばいに入った《星北鬼》さんの躰が、血ち飛沫しぶきを上げました。


    　白雪さん越しに、私は彼の顔を見てしまいました。たぶん自みずからが斬られたことにすら気づいておられなかったと思います。《星北鬼》さんの表情には、何の驚きも浮かんでいませんでしたから。


    　声をあげることもなく、彼の躰が横に割れて倒れました。


    　外そと木き場ばさんは、未いまだ白雪さんから距離のある位置で佇たたずんでおられました。瞳は自分が倒した敵をまったく見ておらず、どころか誰のことをも慮外に置いているように遠くを見ていました。


    　ひとり、殺している。


    　それなのに動かれた様子も、手を下された兆候も皆かい無む。


    　まこと密ひそやかなる一殺だったのです。


    　あっという間に仲間を倒された星せい南なん、星せい東とうは慌あわてずにはおられません。外木場さんへと向かおうとする彼らを、白雪さんが引き留めました。


    「退ひきなさい、ふたりとも。殺されるのはひとりで充分」


    　その声に、驚きの色は感じられません。


    「《死の死なる剣アンテイプルガトリオ》。……往事の鋭さは変わっていないようですね」


    　倒された配下を一いち瞥べつしながら、解説がなされます。


    「所謂いわゆる明めい鏡きよう止し水すいの境地。無意識から、反射神経のみによる一撃を放つ、外木場外うい郎ろー最速の技。極限の集中から繰り出される、必ひつ没ぼつ剣けん」


    　むしろ成り行きを楽しむような調子。


    「速度は光速を超える神速。……絶ぜつ無むを殺したのもその技でしたか。現在の世界に、その速度に匹敵する技を修得している者はいません。あなたが最強と謳うたわれるのも無理のない話」


    　敵を誉ほめる寛かん恕じよが、白雪さんにはありました。


    「あなたが今でもそれを使えるのかを確かめようと思いましたが、なるほど、片腕が使えずとも、それだけ動ければ問題ないでしょうね。さすがは天下の外木場外郎、というところですか？」


    　余裕だと振る舞える理由があったのです。


    「今のでわかりました。あなたの強さが。それに比べれば、《粛しゆく正せい剣けん》ひとりを使い潰つぶしたことなど、損ともなりません」


    　白しら雪ゆきさんは、外そと木き場ばさんの強さを量るため、味方を故意に殺させたと言っているのでした。


    　その冷淡さ、遊び心を通り越した、無む慈じ悲ひな仕打ち。


    　私は胸が悪くなりましたが、残る《粛しゆく正せい剣けん》のふたりは異議も唱えませんでした。仲間を使い捨てにされているのに、感じるところはないのでしょうか。


    　それとも、そんな反論すら抱かせないほど、白雪さんのカリスマ性は高いのか。


    　しかし、これで希望は見えてきました。


    　白雪さんに《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》という隠し要素があったのは意外でしたが、そのプログラムすら、外木場さんを敵にしてはやはり無用の長物。いかに白雪さんがせせこましく考えを巡らそうとも、外木場さんの最速技をもってすれば打ち破ることができるのです。


    　下へ手たの考え休むに似たり、と申します。外木場さんからすれば、白雪さんの思考がいかに早くとも、休んでいるのと変わりません。


    　本気を出された外木場さんは、以前と変わらず最強なのでした。


    　しかし。しかしです。


    　外木場さんの絶技を目にし、自分がとてつもなく不利な立場に追い込まれたと知りつつも、白雪さんは笑顔を崩していませんでした。


    　彼女が勝算もなく笑う愚おろか者だとは思えません。


    　私の悪い予感は当たりました。悪い予感は大抵当たるもの。


    　続く白雪さんの言葉に、私は凍りつきました。


    「今の身体状況でそれを放てるのは驚きですが、……私がそこまで計算していないとでも？」


    　悪役の台詞せりふは、自信に満ちておりました。


    　白雪さんの手が、自みずからを包んでいたコートにかかりました。


    　それの留め具を緩ゆるめながら、女王は語ります。


    「私はあなたの強さを評価していなかったわけではありません。ずっと注意を払い続けていたのですよ、外木場。だからこそ、あなたを破る手段を考えていた。あなたへの切り札は、当然用意してありますとも」


    　聞きたいですかと彼女は尋ねます。


    「《救世主殺しオラトリオスレイ》に加重召喚オーヴアーロードがあるように、《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》にも、究極活用機能オーヴアーデバイスがあるのです。それを使えば、あなたの最強神話も終わらせることができる」


    　コートが投げ捨てられました。


    　その下は、白しろ装しよう束ぞくで固められていました。薄く、光こう沢たくのある貫かん頭とう衣いが、白雪さんのシルエットを際立たせます。白雪さんの、あるいは姉さんの全身は、婉えん美びそのものでした。


    　清せい麗れいという単語がこれほど似合うかたもそうはおられないと思わせる姿。


    　純白の装いを纏まとう女王の偉容は、外木場さんと対照的でした。


    　傍かたわらで燃える炎が、夜空を焼き尽くすかの如ごとく立ち上ります。勢いを増した炎に照らされた女王が、高らかに声を張りました。


    「見なさい、これが《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》の臨界システム！　すべてを司つかさどる思考から知識を引き出す奪だつ思し考こう！」


    　細い指先が上空を指し。


    『全知全能／プログラムコード／ココノエ・シラユキ』


    



    　天から光が墜おちました。


    



    　空から射した白光は、白しら雪ゆきさんの全身に降り注ぎました。幾筋もの光が集束し、一本の太い束となって、輝く柱を形成していきます。


    　その光の中で、白雪さんは外そと木き場ばさんを眺めています。それを取り巻くのは、この世のものとは思えない鮮やかな閃せん光こう。後ご光こうが、波打つヴェールの如く白雪さんを包んでおりました。


    　白雪さんの躰からだが輝いていたのは、ほんの五、六秒であったでしょう。


    　急速に光が止やみました。眩まばゆい光は突然かき消え、その場は再び篝かがり火びの明かりが支配する石切場へと戻っていきます。


    　その光がどこから現れたのか、そしていかなる性質の光線であったのか。


    　あまりの出来事に私は圧倒され、座り込むところでした。縛られていなければ、そこにへたり込んでいたかもしれません。


    　異常でした。私の全感覚がおかしいと叫んでいました。


    　今の光は、人智を越えた現象でした。


    　輝きから解き放たれた白雪さんは、外木場さんに話しかけられます。


    「これが問いの答えです。どうやって自分の行方ゆくえを追跡したのか、と尋ねましたね？」


    　それは戦闘が始まる最初になされた質問でした。


    「あなたの使っている連絡員たちは優秀です。私の組織が接触した数人も、けして口を割りませんでした。ですが私は、彼らに話してもらわなくとも済んだのです」


    　急に飛んだ話の展開に、私は戸惑いました。


    「彼らの前に立つだけで、私は彼らのすべてを知ることができた」


    　しかし、白雪さんの視線は私を見ていません。


    「その者の前に立つだけで、私は彼のすべてを知ることができる。……先程の光、あなたはあの光に憶えがありますね？　あなたなら私が何を話しているのか、おおよそ察することができるはずです」


    　白雪さんは私ではなく、外木場さんのみを相手に話しておられるのでした。


    　そして、外木場さんもまた、白雪さんだけを凝ぎよう視ししておられました。目つきが険しく細められています。


    「……共通意識へのアクセス？」


    　その答えに、白しら雪ゆきさんは艶あでやかな笑みを浮かべられます。待っていた人に巡り会えたときのような、実に晴れやかなお顔でした。


    「やはり知っていましたか、共通意識の存在を」


    　両者の視線が激しく絡み合います。端はたで見ている私も、白雪さんの配下たちも、おふたりの会話に割って入ることができません。


    　そこまで話されてから、白雪さんもようやく私たちがいることを気にかけるつもりになられたようでした。


    「あなたには説明が必要ですね、美み郁いく。教えてあげましょう。共通意識とは何なのか、という話です」


    「聞きたくありません」


    　とはいえ、私は縛られており、嫌いやでも聞くしかありませんでした。それにお二人の間で交わされた単語には、重要な意味が隠されている匂いもします。


    　白雪さんは、穏やかに話し出されました。


    「まず、あなたにある質問をします。……ある人間が考えたこと、生み出された思考は、最終的にどこに行くのだと思いますか？」


    「……何ですって？」


    　聞き返した私に、白雪さんは辛しん抱ぼう強く仰おつしゃいます。


    「問いの要かなめとなるのは思考です。例えばあなたがこう考えたとします。『今すぐ白雪さんをひっぱたいてやりたい』。ではそう考えた一秒後に、この考えはどうなっているのか？」


    　内心を言い当てられた私は顔をしかめて言いました。


    「できるならすぐにでもそうしたいですね」


    「それは行動から生まれる結果です。私が尋ねているのは、動作ではなく、その考えた内容についてです。あなたが私に対して抱いている『考えアイデア』は、一分後にはどうなっていると思いますか？」


    　私は即答しました。


    「それは勿もち論ろん、私の脳内で渦うず巻まいているんでしょうよ。それを実行に移す機会を待ちわびているのです」


    「本当に？」


    　こちらを焦じらせる物の言いかたでした。


    「では質問内容を変えます。その考えは、十年後にはどうなっていると思いますか？」


    　一分後と十年後。両者の違いが重要なのでしょうか。


    「この設問には、あなたの余命が十年もないことや、ずっと私に捕まったままでいるなどという状況は考慮されないことにします。一般論で考えなさい。今ある人物が考えていることが、十年後、そのひとの頭の中に一切変わらない形で存在していると思いますか？」


    　行き着く先が読みにくい問いです。


    　私はしばらく考えてから、慎重に言いました。


    「……思いません。人間の意見はしばしば変わるものですし、もしその考えていることが極ごく々ごくつまらない事柄であれば、十年どころか十分もすれば忘れてしまうでしょう。一週間前に食べた夕食の献こん立だてなど、誰も憶えていられません」


    「私は憶えていますが。……そうですね。それが正しい解答です」


    　頷うなずかれる白しら雪ゆきさん。


    「ここまでがひとつの設問でした。……二点目の質問です。あなたは共時性シンクロニシテイ、と呼ばれる事象について聞いたことがありますか？」


    　馬鹿馬鹿しい問いでした。


    「ええ、あります。誰かが考えていることと同じことを、偶然自分も考えていた、みたいなことでしょう？　言語的な意味はともかく、日本国内で使われるニュアンスはそんなところだと思いますが。……でも理論づけて証明されていない、胡う散さん臭くさい言説では？」


    「ええ、そのとおり。……ですが私が今問うているのは、精神世界の在ありかたではありません。宗教ではなく科学です。そのあたりの区分はいっしょにしないように」


    　身動きの取れないまま窘たしなめられるのは腹立たしいもの。


    「ご心配なく。どちらの問題であれ、口を出す気はありませんから」


    「それは謙けん虚きよさからですか？　それとも無知を恥じて？」


    　白雪さんは微笑を絶やすことなく、私につきあってくれていました。


    「では、また少し問いを変えます。ならばあなたは共時性がなぜ起こるか知っていますか？」


    　私は言い淀みました。が、知らないものは知らないと言うだけの分ふん別べつはあります。白雪さんの前で知識を誇るのは、さすがに憚はばかられました。無知の知、知らぬが花と申します。


    「なるほど。わかりました。それでは三点目の質問に入ります」


    　白雪さんは、見ようによっては真ま面じ目めな態度とも取れました。


    「先の問いとはがらりと変わりますが。……過去、人類の歴史において、それぞれ異なる地域で、似通った文化様式が登場したことがままあります。文化と言ってわかりにくければ、もっと細分化してもよい。音楽、言語、服飾。分野は問いません。あるいはもっと大きな括くくり、文明規模で捉えてもらってもよろしい」


    　私は先回りして答えました。


    「ええ、その質問も、答えは同じです。なぜ各地の文明が同時期に発生したのかなんて知りません。少なくとも、学校の授業では習いませんでした」


    「勉学への取り組みかたを見直したほうがいいですよ」


    「大きなお世話です」


    　私の態度が可お笑かしかったのか、白しら雪ゆきさんはなおも笑顔。


    「学術的な解答は、それぞれ用意できるでしょう。それはそれで正しい。ですがこれまで挙げた三つの質問、それら各問題に共通する要素を繫つなげてみると、ある疑問が浮かび上がります」


    「……その疑問とは何です？」


    　私は興味を惹ひきつけられておりました。


    「人間の思考はどこへ行くのか」


    　一歩、私へと近づいてくる女王。


    「まるで接点のない者であるのに、同じことを考えている場合があるのはなぜなのか？」


    　また一歩。


    「なぜ同時代的に、よく似た形の事物が造られるのか？」


    　白雪さんの顔が間近にまで迫りました。


    「不思議だとは思いませんか？　一見、関係のなさそうな事象が組み合わさることで、新たな発見を生む。……これら三点から、私は何を考えたのか？」


    　優雅な微笑ほほえみは消えていました。


    「この世界には、我々の思考を集積し、管理している『場』、『存在』がある。それが行き当たった解です。人間の背景には、巨大な思し惟いの引き出しがあるのです」


    　冗談を語る口調ではありませんでした。


    「その場のことを、私は『共通意識』と呼んでいます。極ごく々ごく大まかな説明ですが」


    「……共通意識」


    　頷うなずく白雪さん。


    「我々人類が想起する思考によって[image: ]られた概がい念ねん。人類が想像した事物の、集合体。……ひとから切り離され、意識上から忘れられたことが流れ着くゴミ捨て場、とでも言えばわかりやすいですか？」


    　白雪さんの説明は流れるようでした。


    「人間の考えたこと、知識は一いつ旦たんそこへ蓄たくわえられます。そして均質化され、各個体へフィードバックされていく。……だからこそ人間の各個体には、大きな差異が見られないのです。どれだけ破は天てん荒こうと言われるひとであっても、それは人間という枠の規格をはみ出すことがありません。我々が似通っているのは、我々皆が共通意識と繫がっているからなのです」


    　私は彼女の話が理解できませんでした。あまりにも突とつ飛ぴでありすぎると感じていたのです。


    「待ってください！　そんなものがあるはずない。私は……」


    「あなたは最前、自分が智者でないと認めたばかりではないですか」


    　私の意見を封ふう殺さつされる白雪さん。


    「よろしい。例を挙げましょう。あなたでも、蟻ありくらいは知っていますね？」


    　知っています。詳しくではありませんが、蟻ありはどこにでもいます。


    「彼らは個体ごとの思考という観念が非常に薄い。それは彼らが、群れ単位で動く生物だからです。一匹一匹が集めた情報を、グループで共有し、全体として活用する。集団知、と呼ばれる性質が彼らには認められます。背景に思し惟い体たいがあるのです。こうした事例を考えれば、私の話はそう奇異な発想だとは思えないでしょう？」


    「空くう論ろんです。物証がありません」


    　私はなんとか口を出そうと努力しました。


    「よしんばそんなものがあったとして、……だからどうだというんです？　その共通意識とやらが、裏で人類を操あやつっているとでも？　戦争を誘発して、人間同士を争わせているなどと言い出すんですか？」


    　そこまでいくとＢ級の陰いん謀ぼう論ろんにしか思えません。


    　白しら雪ゆきさんの答えは、否定でした。


    「争わせるなどと、とんでもない。むしろ人間をより良い未来へ導こうとしているのでしょうね。……共通意識には、それ自身の自我などありません。人間が望む方向へと意志を向けていく。共通意識は、各員からの思考フィードバックにより造られる思念結合体。それは人間に、自みずからがこうあってほしいと思う道を選ばせるのです」


    　美しき女王は、私を憐あわれむように言いました。


    「美み郁いく、ひとはあなたが考えているほど野や蛮ばんでも、好戦的でもないのです。それは心安らぐ話だと思いませんか？」


    　温柔に諭さとされれば、言い返せません。


    　私の完全敗北を悟りました。理論では、白雪さんを打ち崩せない。


    　怯ひるむ私に、白雪さんの追い打ち。


    「この存在を知るものは、世界でも多くありません。私の協力者数人の他は、そこにいる外そと木き場ばの関係者くらいです。……彼に尋ねてみなさい。階きざはし絶ぜつ無むの存在こそが、共通意識があると知らしめる確証であると教えてくれるでしょう」


    　私は外木場さんへ視線を移しました。


    　外木場さんは、白雪さんの話に口を挟もうとされませんでした。違うと仰おつしゃらないのは、白雪さんの言うことが正しいのだという事実を示していました。


    「今すぐすべてを信じろとは言いません。徐々にでも知っていけばいいこと」


    　私へ、白雪さんは語られます。


    「ですがこれだけは知っておきなさい。……共通知識は、万能です。あらゆる思考、あらゆる知識の宝庫であり、そこには過去から現在に至るまで、生きていた人間の情報が詰まっているのです。それはある意味で神的存在にさえ等しい。我々が讚たたえる『神』という概がい念ねんも、そこには含まれている」


    　遂ついに話題は行き着くところまで行きました。


    「神がいるのかいないのか。それは宗教者の問いです。私には断定できません。ですが私たちが想像した『神』、『神』という言語で表わされる[image: ]造物は、確実に共通意識中を漂っている。我々が一度でも頭に浮かべた思考は、共通意識へ流れていくのですから」


    　目の前の偉大なる人物が、何を言わんとしているのか。


    　私は白しら雪ゆきさんの説明を反はん芻すうし、自分なりの答えを出しました。


    「……つまり共通意識とは、『神代の記録アカシツク・レコード』のようなものと捉えてもいいのですか？」


    「観念としては非常に近いと言えるでしょう。もっとも、そちらは本当にあるのか、誰が造ったものか不明です。……が、共通意識は違います。それは太古より、ずっと人間自みずからが造り上げてきたものなのです。連れん綿めんと受け継がれてきた、記憶の塊かたまり」


    　途方もない話に、私はただただ絶句するだけでした。


    　ご自分の頭を指しながら、白雪さんは仰おつしゃいます。


    「《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》の究極システムは、その共通意識を利用するもの。そこに収められた思考、知識を引き出し、それを私に示してくれるのです」


    　天空を指さす白雪さん。


    「《共通意識カミからの贈恩ダウンロード》。そこに人間が『存在する』限り、その者のすべてを読み取り、解析する力。……ひととひとが真にわかり合うことはできるのか、という問いは、遥か昔より検討されてきました。その答えがここにあります」


    　悠然たる女王。


    「その人間を理解する。《共通意識カミからの贈恩ダウンロード》を使えば、相手のすべてを我がこと以上によく知ることができるのです」


    　話し合う。コミュニケートする。それらの過程を飛ばし、結論をもってくるような仕組みです。


    　理解。それこそが究極の到達点。


    　あの光は、知識の輝きなのでした。人間には手の届かない場所からもたらされる恩おん寵ちようなのでした。


    　その力を身に宿した女王は、外そと木き場ばさんに言われました。


    「私はあなたを理解した。……今ならあなたが死ぬ時間まで見えますよ、外木場」


    　外木場さんは得とく心しんされていませんでした。


    「できるはずがない。人間である以上、共通意識と繫つながりを持つことはできないはず……」


    「なら試ためしてみればいかが？」


    　どこまでも鷹おう揚ような態度。女王の威厳は、ますます高まりを見せています。


    　外木場さんが白雪さんの言葉を覆くつがえそうと思えば、攻撃してみるしかありません。


    　気配が再び静まりました。不安も疑念も抑え込み、外木場さんは無の境地へと没ぼつ入にゆうしていかれます。


    　凍る空気は死の前兆。


    　放たれる無策無拍子。絶刀技、《死の死なる剣アンテイプルガトリオ》が鞘さやから解き放たれんと。


    　その斬ざん撃げきは、いかなる者をも断ち斬ることになっていました。速度を立ち超える速度が、白しら雪ゆきさんへ向かったはずでした。


    　しかし目を開ければ、依い然ぜん白雪さんはそこに立っていました。無傷で。一本の髪の毛すら斬られることなく。


    　必殺の攻撃は、通用していなかったのです。


    「どうですか？　このとおり、重心を移動しただけで、刃の先は外れていきました。どれだけ頑張っても、私にあなたの攻撃は当たりません。私にはあなたが考えていることすべてが読み取れる。あなたの考えていないことも然しかり。あなたの攻め手は、私に理解されているのです」


    　口角を持ち上げる白雪さん。


    「そして、あなたにもわかったようですね？」


    「……そうか、お前はもうプログラムなのだったか」


    　白雪さんは頷うなずかれました。そのときようやく、私もそこに思い当たったのでした。


    　女王九ここの重え白雪は、もう生きている人間ではないことに。


    　気づいたとき、私は震えました。そうです。白雪さんは、とうにこの世のひとではなくなっていた。所長代理と同じように、データによってのみ生きる者となっていたのです。


    　それも、自みずから望んで。


    　私は吐き気すら覚えました。データだけしか残らない存在など、歪いびつであるとさえ感じます。


    「そう、人間に使いこなせぬ力なら、人間でなくなればいいだけの話」


    　けれども白雪さんは平然としたもの。むしろそれを誇るかのようでした。


    「私はプログラム化したおかげで、共通意識と繫つながることができるようになった。人間のままでは接触できない思考の極点に立ち入ることができるようになったのです。そして私のプログラムを稼か働どうさせれば、共通意識さえも自在に使し役えきすることができる」


    　言葉には力がありました。


    「絶ぜつ無むのように、一方的に知識や能力を与えられるのではない。私は望むときに望む知恵を得ることができるのです。……外そと木き場ば、あなたになら、これがどれほど異常なありえないことかわかるはずです。異常であり、なおかつどれほどの偉業であるかが」


    　女王の命令は、短いものでした。


    「降伏なさい」


    　外木場さんに恭きよう順じゆんを勧めることができるのは、白雪さんだけであったでしょう。


    「あなたが事象を超越した存在であったのは、絶ぜつ無むを殺しに蘇よみがえった瞬間まで。加護は消え、外木場という空虚な存在は、ただの人間に戻った。《救世主》を殺すためだけに雇やとわれた暗殺者よ、あなたが最強である刻ときは過ぎました」


    　優しく、魅力に満ちた声音でした。


    「あなたは速度を超越したのかもしれません。しかし、私は速度という次元では勝負していない。それ以前の、もっと根幹の部分を押さえている」


    　白しら雪ゆきさんは歩き始めました。


    「人間とは、思考に依よって起たつ生物です。思考することで、他の生物とは違う力を手に入れた。……その思考の源みなもとは、私とともにある」


    　その姿から、目を離すことができません。惹ひかれる。どうしようもなく力強く、美しい。


    「故ゆえに、あなたに勝てる道理はない」


    　優しくありながら、残酷で静せい謐ひつ。


    　白雪さんは世界を統すべる者の気高さを放っておりました。


    　天へと目を向けながら、女王は呟つぶやきます。


    「私たちに与えられたふたつの要素。思考と、肉体」


    　夢見るような呟きでした。


    「最強の思考は手に入れました。あとは最強の肉体である《救世主》の躰からださえあれば、私は私の目的に手が届くところまで来ているのです」


    　外そと木き場ばさんへ迫る、女王の瞳。


    「絶ぜつ無む亡き後に生まれた《救世主》。あなたは彼女の行方ゆくえを知っている。私はそれが知りたかったのです。そのためにあなたの前に立たねばならなかった」


    　相手が口を開くまでもなく、白雪さんは彼の言いたいことを読み取られます。


    「ええ、あなたが親切に教えてくれるなどとは思っていませんよ。あなたに話してもらう必要はないのです。《共通意識カミからの贈恩ダウンロード》を使えば、あなたの心を覗のぞくのは造作もないことなのですから」


    　それは決定的な宣言でした。


    　勝ち誇る女王は、外木場さんへ笑みを投げかけました。


    「おかげで、彼女がどこに隠れているかわかりました。……これで、あなたに聞きたいこともなくなりましたね。降伏しないと言うのなら、あなたを生かしておくのは危険すぎる」


    　緊張が走ります。白雪さんは、外木場さんをここで仕留める気になっています。


    　外木場さんは動かれませんでした。敵を見み据すえる目は意気を失ってはいません。


    「……お前は《救世主》の躰を求めている。それは解けた」


    　野望を語る女王へ、落ち着いた質問が飛びました。


    「問う。その目的とは何だ？　《救世主》の躰を手に入れた後、何をしようとしている？」


    「……虚構を崩す。それが私の望みです」


    　白雪さんの目が、外木場さんに注がれます。


    「なぜ、という質問をされるのは好みません。ですが、こちらから問うのは構わない。敢あえて言いましょう。私たちはなぜ生きるのか？　あなたの答えは、外そと木き場ば外うい郎ろー？」


    「……明確な解答の出る設問ではない」


    「あなたならそう答えるとわかっていました」


    　一笑に続き。


    「生きることが辛つらいと考えたことは？」


    　鋭い質問でした。


    「あなたはないでしょう。ですがあなた以外の人間は、多かれ少なかれそうした考えを引きずりながら生きている。生きさせられることに疲れている。……閉へい塞そく、無力、失望。祈りをもってしても救われないこの現実」


    　聞き入ることしかできない私。


    「これらは何によってもたらされたものなのか？　階きざはし絶ぜつ無むの存在が、その答えを示している。彼と知り合ったことで、私はその一いつ端たんにたどりつきました」


    　歩めば髪が揺れました。


    「その欺ぎ瞞まんを、終わらせます」


    　翻ひるがえる着物の下裾すそ。その動作すら優美で秀しゆう麗れい。


    「禁断の果実を作り出している者が何者なのか、私が暴あばいてあげますよ」


    　誰にでもなく宣言される白しら雪ゆきさんに、私は身の震えが止まりません。


    　彼女は私たちを見ていない。


    　初めから私たちなど眼中になかったのです。私も、外木場さんでさえ、彼女にとっては路ろ傍ぼうの石ころも同然。敵とすらカウントされていなかったのでした。


    　なんというスケール。


    　理論だけではありません。白雪さんは、自みずからの力をも実証して見せました。その力を前にした今、私たちに何ができるというのでしょうか。


    　彼女に抗することなど、夢よりも朧おぼろ気げな空想です。


    　静まりかえる戦場。満座が彼女の威に呑まれ、沈黙していました。


    　そのなかで、ただ黒衣の暗殺者だけが意志を保たもっておられました。


    「……たとえお前の言うことがすべからく正しかったとしても」


    　小刀の鞘さやが払われ、黒い刃が光りました。


    「やることは変わらない。殺すだけだ。お前を殺せばことは済む」


    　外木場さんだけは諦あきらめておられませんでした。


    「何度やろうと勝てませんよ」


    　弱々しい小動物でも見み下くだす調子で、白雪さん。配下を呼ばわれます。


    「あなたがたが相手をしてあげなさい。そうすれば思い知るでしょう。手は順次、円えん合ごう、防ぼう索さく陣じん、右突きからの双そう把は手しゆ……」


    　外そと木き場ばさんは最後まで待たれませんでした。


    　地を蹴り、打ち込み。強風を伴うほどの、轟ごう威い力りよく。


    　ゆっくりと迎え撃つ《粛しゆく正せい剣けん》ふたり。


    「烈れつ破は、聯れん酔すい、十字、往おう還かん、死し期き千せん仞じん、光こう波は、追つい渦か吹すい東とう」


    　白しら雪ゆきさんは早口で指示を出されていました。淀よどみなく、次の打つ手が読みあげられ。


    　それに従うだけで、《粛正剣》側の攻撃防御は隙すきのないものとなっていくのです。


    「都合四十六手。それで斬ざん」


    　直後。


    　指示を受け振るわれる刀が、外木場さんを貫つらぬき、裂きました。


    　それが四十六手目だったのか。白雪さんの読みどおりに、外木場さんは斬られていました。


    　やはり勝てない。


    　白雪さんのプログラムと、《共通意識カミからの贈恩ダウンロード》は、無敵の力と見えました。


    「あくまで刃向かうというのなら、始末するしかありませんね」


    　白雪さんは決断も素早く仰おつしゃいました。


    「お喋しやべりの時間も終わりです。……あなたがたの出番ですよ、《粛正剣》。その名に則のつとり、反逆者を粛清しなさい。もう一度殺しでもしない限り、外木場は意見を変えないでしょう」


    「承うけたまわりました」


    　外木場さんへ、《星せい南なん鬼き》、《星せい東とう鬼き》が得え物ものを構えました。


    　彼らとしてみれば、先に仲間を殺されています。外木場さんを断罪するのに、遠慮などしようはずがありません。


    　背後には女王の存在がありました。彼女のプログラムに従えば、外木場さんを殺すのさえも容易なこと。


    　すべてを見通す力を前には、外木場さんといえど、どれだけ持ち堪こたえることができるか。


    　私は無茶苦茶に暴れました。しかし私を繫つないでいる鎖くさりはほどけてくれません。私の目の前で外木場さんが苦戦に陥おちいっているというのに、私はそれを見ていることしかできないのです。


    　外木場さんが殺される場じよう景けいになど、耐えられそうもありませんでした。


    　私は祈り、願います。誰でもいい。この場を救ってくれるのなら、私は何でもするでしょう。


    　しかし祈りはいつも聞き届けられず。


    　私の祈りは無駄でした。助けてくれと願うのは、意味がないのです。私の願いは、共通意識に運ばれていくのでしょう。そこを支配する者が敵である以上、願いが叶かなうことはない。


    　私は叫びます。愚おろかさを取り繕つくろうことも忘れ、絶叫しました。殺さないでくれと請せい願がんします。彼のために、自分のために。


    　私はこれ以上死を見たくない。私はもう耐えられない。


    



    　そのとき。


    



    　彼方かなたから、声が聞こえました。


    「……終わりにする前に、僕にもひとこと言わせてほしいな」


    　砂じや利りを踏みしめる足音。


    「誰かと仲良くなるには、やっぱりトークが一番だと思うんでね。……もっとも今のやりとりを聞く限り、姉さんは僕の意見に賛成してくれないだろうけど」


    　私たちの上、切り立った地面には、ひとりの姿がありました。


    　篝かがり火びの届かないそこは、月の光が照らしていました。


    　ぼろぼろの、朱しゆにまみれた上下。くたびれ果てた格好で、立っているのもやっとというようなぎりぎりの状態でありながらも、顔は笑顔をたたえておりました。


    　それを見たとき、私の中ではとどめようのない思いが湧き出し溢あふれ、衝動となって。


    　気づけば、私は彼に向かって、あらん限りの声で叫んでいました。


    「所長代理！」


    　私が殺したはずの今近衛ここのえ久く遠おんは、消えてはいなかったのです。


    



    



    【２００５／０６／０７／２３３３】


    　久遠のデータは破壊されようとしていた。


    　七なな歳とせ美み郁いくが放った《非礼自在コトミカツキ》は、データだけの存在である彼を喰い尽くそうとしている。


    　今、彼の意識は、プログラム中を漂っている。


    　意識が造る空間に、彼はいた。そこは小部屋のようなスペースだった。自みずからのイメージが造り出した、想像上の空間である。


    　久遠は傷つき、疲れていた。ここでは肉体の負傷は意味を成なさない。ただ、精神の損傷が、久遠を苦しめている。


    　戦いと、プログラムの使用が、久遠のデータを消滅の危機にさらしていた。


    　意識は幾度も途切れていた。もはや久遠は彼という輪りん郭かくすら描き出すこともできそうになかった。このまま行けば、死はすぐそこにあるはずだった。


    　と。誰かの姿が傍そばにあるような気がした。


    　そこへ入ることができるのは、プログラム中にあるデータだけ。


    　そして、残ったデータは彼と、もうひとりしかなかった。


    「……絶ぜつ無むかい？」


    『……ああ、俺さ』


    　残像のような人影が、久く遠おんの前に現れていた。


    　階きざはし絶ぜつ無むの姿は、人間としての形を取っていなかった。画像の悪いディスプレイ中でぼやけて映る、登場人物のように捉えられた。


    　彼に向かって、久遠は言う。


    「……眠りかけてたよ。起こしてくれて助かった」


    『うなされてたな』


    「……夢を見てた。思い出していたんだ。昔のことを」


    『教えろよ』


    　細切れになりそうな記憶を追想する。


    「……美み日か月つきと、最後に会ったときのことだ。たぶん《非礼自在コトミカツキ》の浸しん食しよくを受けてるからだろうね」


    『記憶の混こん濁だくが始まってるんだろう。プログラムの稼か働どう率は、一パーセントを切った』


    　久遠はそのことに触れなかった。代わりに言う。


    「記憶の中で、僕は行かないでくれって叫んでたよ。もしあのとき、会えるのが最後だってわかってたら、僕は何て言ってたかな？　もっと気の利きいた台詞せりふで、引き留めようとしてたんだろうか？」


    　階絶無は答えない。自分のデータが消滅していくのを感じながら、久遠が話し出すのを待っている。
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    「……記憶を見て、思い出したことがある」


    『言ってみな。俺は聞いてる』


    「……あのとき、僕は約束した。美み日か月つきに、美み郁いくちゃんは僕が護るって言ったんだ」


    　プログラム《空色々紙クリアカラー》によってデータを上書きされても、その記憶はまだ久く遠おんの内にあった。


    　消えずに残っている。だが《非礼自在コトミカツキ》の侵攻は、その記憶をも無にするだろう。残された時間はあまりに少ない。


    　久遠は言う。友人に向かって、思いの丈たけをぶちまけようとする。


    「絶ぜつ無む。僕は……」


    『俺なら少しは浸しん食しよくを食い止めていられる』


    　階きざはしは友の言を待たなかった。


    『俺のデータは、《救世主殺しオラトリオスレイ》中でもっとも容量のあるデータだ。《非礼自在コトミカツキ》が喰い尽くすまで、猶ゆう予よはある。時間がなかったとしても、俺が引き延ばしてやる。だから』


    　データの残ざん骸がいが、久遠に言う。


    『行けよ、久遠。約束は最後まで守りきるもんだ』


    　久遠は言葉に詰まった。


    「……どうして、僕の思いを……」


    『忘れたのか？　ここは共有ファイル中に存在する空間だ。お前が考えたことは、俺にも閲えつ覧らん可能。お前の思いや感情も、全部俺にも伝わってくる。……そうでなくとも、この五年いっしょだったんだ。お前の考えてることくらいわかるし、……お前がやろうとしてることを、手伝ってやりてえんだ』


    　少なくともここにひとりは、自分の思いを理解してくれる者がいる。これまでの戦いを、苦しみを知ってくれている者がいるのだった。


    　たぶんそれは力だった。


    　久遠は彼を案じて尋ねる。


    「だけどそうすれば君は……」


    『俺はもと《救世主》だ。お前ひとり助けられなくてどうするよ？』


    　茶化した答えはいつもの階。


    『心配要いらねえ。しばらくなら持ち堪こたえられる。《非礼自在コトミカツキ》を無効化することはできねえが、俺なら破壊の進行を抑えられるはずだ。生きてたときの特性が、データになった今でも残ってるから』


    　その言葉が気休めだとは知っていた。


    　久遠はその奥にある、消えてもいいという思いを感じていた。階が言ったように、彼らの思考は伝心する。


    　階きざはし絶ぜつ無むは消えようとしていた。望んで、久く遠おんの望みを叶かなえるために。


    　それでも今は、彼の厚意を受け取るしかなかった。


    　それでいいのだと、友は頷うなずく。


    『行け。行って俺の代わりに、白しら雪ゆきを止めてくれ。……今度はまだ手遅れじゃねえぜ、久遠。遅すぎるなんてことはねえ。本気で走ればいつだって間まに合うもんさ』


    　それだけ言うと、階の残像が薄れる。処理落ちしたように影が飛んだ。


    　彼のデータが、《非礼自在コトミカツキ》の浸しん食しよくを一手に引き受け始めたのだった。


    　その影が行けと久遠を促す。


    　今度は助けてみせろと励ましていた。


    「……ありがとう、絶無」


    　自由が戻ってくる。プログラム内部の一存在にまで縮小していた意識が、再び躰からだを動かせるだけの機能を回復する。眠りから覚めるときのように、現実へと近づいていく感覚。


    　今近衛ここのえ久遠は覚かく醒せいする。


    　目が醒さめると同時に、走り出した。


    　戦場までの行きかたはわかっていた。目指す場所は頭にあった。


    　そして。


    



    「所長代理！」


    　叫びは採掘場を駆け抜けた。


    　久遠の眼下には、数人が集つどっている。


    　白しら雪ゆきを筆頭に、配下と思おぼしき者がふたり。女王を護るように、ここより少し低い高台に二名が並んでいる。その傍かたわらに、転がる死体がひとつ。


    　彼らに相対するのは、黒の暗殺者と、縛られた少女。


    　美み郁いくに向けて、手を振って微笑ほほえむ。


    「やあ、待たせたね我が義妹いもうと！　君の大好きな所長代理が来ましたよ？」


    　できるだけ陽気に言ったつもりだった。いつもならここで美郁の叱しつ責せきがくる場面。


    　だが今日は違っていた。


    　久遠を呼んだきり、彼女はうつむいて顔を上げようとしない。忍び泣く顔を見られたくないからだった。


    　おそらくは自分に《非礼自在コトミカツキ》を使ったことを気にして、そして、彼の躰を気遣ったためだろう。美郁は泣いている。


    　泣かないでくれと久遠は思う。


    　そのためなら何だってしてあげるのに。


    　涙をもたらす原因は、久く遠おんを見つめて黙っていた。無言の姉に語りかける。


    「というわけで、ひとことの続きだ。……やりすぎだよ、姉さん。姉さんが何をしたがってようと構わないけど、他の人を巻き込むのは止やめてくれ。それに僕にならともかく、美み郁いくちゃんにまで酷ひどいことをするのは許せないね」


    　白しら雪ゆきは無表情だった。


    「死に損ぞこないが出てくる場面ではありませんよ、九く音おん」


    　冷たい視線が飛ぶ。


    「言ったとおり、幻想の時間は終わりです。あなたを動かしているプログラムも、じき《非礼自在コトミカツキ》によって消滅する。死に急ぐまでもない」


    「終わりじゃないさ」


    　姉の視線を跳ね返した。


    「僕はまだまだやらなきゃいけないことがあるんだ。美郁ちゃんを助けて、マンションまで送る。ついでに外そと木き場ばも。ここにいる諸しよ兄けいがたを倒してね」


    「できると思っているのですか？」


    　白雪の答えは冷笑だった


    「その躰からだで何ができるというのです？　その壊れかけのプログラムで、いったい何を救うと吠える？　身の程をわきまえなさい。私はいつまでもあなたになど構っていられないの」


    　指摘どおり、久遠の躰は満足に動いてくれない。操あやつられていたときに受けた傷、それにも増して、ソトキバであったときに酷使された影響が、昨日の負傷と合わさって、回復すら望めないほどとなっている。


    　だがそんなことは関係がない。自みずからの生など度外視している。


    「僕は戦う」


    　意志が決意を発音する。


    　久遠の願いを聞き届けるために、階ともは進んで防波堤となった。


    　彼の意志が進めと促す。迷いもなく、久遠は断定する。


    「戦うよ。姉さんのやりかたはひとを不幸にする。だから僕が、姉さんを止める」


    「姉弟だから？　もう一度言いますよ？　邪魔をするなら容赦はしません」


    　姉弟の会話に、叫び声が割って入った。


    「止やめてください！　もういいんです！」


    　美郁はこちらを見上げていた。その頰を伝う涙を隠そうともせず、泣いていた。


    「助けてくれなんて、取り消します！　だから止やめて。……それ以上プログラムを使えば、あなたは……」


    　彼女は自分のために泣いているのではなかった。久遠のために涙を流しているのだった。


    　それを感じ取り、久遠はほろ苦く嗤わらう。


    「泣かせないって言ったのに、……やっぱり駄目だな僕は」


    　美み郁いくの言葉を聞き入れることはできない。自分に残された刻ときはあと僅わずか。彼が再び刻を紡つむぐことはもうないのだった。


    　痛みは全身を這はい上ってくる。外と内から久く遠おんを喰い尽くそうとしている。死は手を伸ばせばすぐそこにあった。その死に向かい、あと少しだけ待ってくれと笑いかけ。


    　見上げた空は、雲ひとつ浮かばぬ黒の海。


    　やるべきことは決まっていた。


    　たとえ彼女を一いつ時とき悲しませたとしても、その涙が今日で終わるように。


    　願う想いが奇跡へ繫つながる。


    　奇跡を起こすプログラムが、ひとの思いを受けて輝く。


    『啓けい示じ表明／ＡＣＴアクト／０１ワン』


    　澄みきった夜空が力をくれた。


    　遮さえぎるもののない中天は自由を求める心にも似て清らかで。


    『啓けい行こう指数／ＡＣＴ／０２ツー』


    　あの日の約束。あの日の記憶。目の前にいる少女の涙。


    　それぞれの記憶が、情景が、虹よりも鮮やかに煌きらめいて。


    『啓けい蒙もう段階／ＡＣＴ／０３スリー』


    　データは集合していかない。


    　残ったのは久遠のデータだけ。


    　九十九のデータのうち九十七は消滅していた。残る階きざはしも今まさに消えいこうとしており、ソトキバを構成する力にはなってくれない。


    　だが《救世主殺しオラトリオスレイ》はまだ動いている。久遠の思考はまだ残っている。


    　であればプログラムは終わらない。


    　多角的推理プログラムの根幹は記憶である。記憶という名の精神である。


    　思考と肉体以外の、第三要素。それが精神であり、魂たましい。


    　心が動かす原動力プログラム。


    　死に近づくにつれ咲く徒あだ花ばな。一ひと際きわ美しく、散り急ぐ蠟ろう燭そくの炎。


    　削れ命を。魂を。


    　最後に残ったひとつのデータ、今近衛ここのえ久遠の願望が。


    　最強を、[image: ]造する。


    



    



    【七歳美郁と虚構の王】


    　最後の加重召喚オーヴアーロードは、久遠のすべてを賭として行おこなわれた。


    　多重化されるべきデータは消えている。それでも顕現する虚構の王。


    『転送終了／プログラムコード／ソトキバ・ウィロー』


    　その姿は、傷ついていた。


    　想像によって産み出されたソトキバは、久く遠おんが被こうむったダメージを引きずっていた。想像をもってしても癒いやせないほど傷つき、そして万能の力であるはずの加重召喚オーヴアーロードも、完全ではない。


    　だがソトキバは、戦うつもりだった。


    　死の境界線を踏み越え、戻れなくなったとしても、この戦いからは逃げられない。


    　高所から、一回転。眼下へと跳躍する。


    　飛び降りてきた参入者に、白しら雪ゆきは笑いかける。


    「……面白い」


    　ソトキバは外そと木き場ばの隣へと着地していた。


    「予想外ですよ、九く音おん。まさかまだ加重召喚オーヴアーロードが使えるとは」


    　指を折る白雪。


    「召喚を使える回数はあと三回と計算していました。しかし、昨日の連続加重召喚オーヴアーロードで、あなたのプログラムは使い物にならなくなっている。なのにそれを圧おして切り札を使う。自みずからを犠ぎ牲せいにするのも厭いとわずに。……なんと愚おろかで美しい」


    　眼前に並んだ男たちを眺めながら、白雪は高笑する。


    「外木場と、ソトキバ。ふたりの外木場外郎、ですか。並び立つはずのない光と影。両者が共闘する場面など、《救世主殺しオラトリオスレイ》を造ったときには考えもしませんでした」


    　それをいざ目の前にしても、白雪に焦あせりはなかった。


    「しかし、外木場が私に勝てないことは証明済み。いくらふたりになったとはいえ、どちらも万全の状態からは程遠い。それで私を倒せると？」


    　返事は二組の眼光。白雪は小こ癪しやくに感じたようだった。


    「気に入りませんね。ならばその目で確かめなさい。ここが偽いつわりなき、自分たちの終着点であることを」


    　白雪の右手が高々と掲げられた。


    　それを合図に、大地が揺れる。現れ出るのは敵、敵、敵。


    　灰色の軍勢が居並び、ふたりの外木場を睥へい睨げいしている。


    「操あやつられた九音は、この場所を目指して進んでいました。私の策に従って」


    　白雪は予あらかじめ石切場の周囲に、総勢二十を数える手勢を埋まい伏ふくさせてあった。今彼女の合図を受け、配下たちは闖ちん入にゆう者しやを始末するために姿を見せたのだった。


    　護衛者たちを誇る女王。


    「彼らはいずれも、対人戦に特化した強つわ者もの揃ぞろい。……どうです、ソトキバ？　この布陣を目にしても、まだ勝てるのだと言い張れますか？」


    　ソトキバは白しら雪ゆきの言に答えなかった。


    　彼が話すのは、傍かたわらにいるもうひとりの自分。


    「削るぞ。たかが二十余騎」


    　背中越しに確認するソトキバに。


    「好きなように躍れ。合わせる」


    　返る外そと木き場ばからの応。


    　彼らの闘志を、女王は喜ばない。素そっ気けなく断罪を言い渡す。


    「殺せ」


    　白雪の命令が放たれると同時、観戦に徹していた配下の群れが一いつ斉せいに跳躍。女王の敵を始末するために戦おののきかかる。


    　迎え撃つ最強と、最強の虚影。二者が、敵中へ斬り込み。


    　征いく。


    



    　敵の数は二十二、と見た。


    　今やその全員が、灰色の装しよう束ぞくを脱ぎ捨てていた。それぞれが独自の、異なる衣装と装備に身を包み、得意の武器を手にしながら、ふたりへ殺到してくる。


    　目に飛び込む色様々な光を、外木場たちは瞬時に判断。左右に分かれて切り崩しにかかる。


    　打ち合わせなどなかった。彼らはいずれも外木場外うい郎ろー。互いがどう動くかはわかっている。


    　最良の手を選ぶのが外木場。そう認識しておれば、戸惑うことはない。


    　迷いなく動いた。動きは痛みを感じさせない亞あ光こう速そく。


    　外木場の右手が、手近に迫った一騎を斬り飛ばした。胴体を割られた敵に構うことなく、その手が握っていた長刀を摑つかみ直す外木場。右手の指のみで、黒こく雀じやく翔しよう金きん刀と長刀を操あやつる二刀流。


    　目線を塞ふさぐ敵の遺い骸がいは地に落ちてもいない。それを長刀で払い除のけ、死角から突き込んでくる新あら手てに黒の小刀を突き立てる。


    　跳ねた。行動力を失った二番手の敵を踏み台に、空へ。そこへも敵は打ちかかっている。外木場を狙ねらい、数人が飛び道具を放っていた。


    　稲いな妻ずまの速さで飛び来る短刀。六本。それを目隠しに、炸さく裂れつ弾だんと思おぼしき爆薬が投げられていた。味方の損害を考えない戦術。敵は彼らを殺すことのみを目的に掲げている。


    　短刀を回避。宙で躰からだの方向を変える。その短刀を足場に跳躍角度を調整し、炸裂弾の中央を狙って。


    　黒雀翔金が走る。爆発する間ますら与えない。


    　無む秩ちつ序じよな運動に、左腹の傷が開いた。だがその痛みでは止まらない。


    　繰り出される拳打をいなしながら、躰を反転。反動のついた右手が長刀を伸ばし、拳法使いを背後の砂山へと弾はじき飛ばした。


    　山が崩れ、粉ふん塵じんが上がる。巻き上がる土砂が篝かがり火びを横倒しにする。


    　火勢が増した。炎は地面を舐なめ、空を覆おおいつくさんばかりに燃え上がっていく。


    　それに照らされ躍動する、もう一匹の闇あん獣じゆう。


    　ソトキバは武器を持っていなかった。断だん銀ぎん鎧がい仗じようは既すでになく、あるのは身ひとつ。徒と手しゆ空くう拳けん。


    　無防備とも見える彼へ、敵の連携が襲いかかる。


    　西洋刀が連続して突き込まれる。その脇からは、逃のがさじと剛の刀。鍛きたえられた日本刀の刃先が、ソトキバを囲い込んでいた。それを窮きゆう地ちとも思わずに。


    　ソトキバの速度。日本刀を叩き落とし、それを足で跳ね上げ、摑つかむ。見る間まに手には武器があった。それが西洋刀を受け止める。


    　斬ざんと斬。刃が嚙かみ合うのも一瞬。


    　ソトキバの一いつ閃せん。西洋刀の鋼はがねごと両断する、重の一撃。


    　それは刀だけでなく、敵の躰からだをも唐から竹たけ割わりに切り捨てていた。剛刀が鮮やかに反転した。その一刀でまたひとり、ソトキバを狙ねらい来る者を斬っていた。


    　いずれも即死である。無駄な攻撃は一手もない。与える傷はすべて致命傷、一撃死。


    　ソトキバは敵を待たない。休まない。足が地を蹴り、前方へと猛加速。


    　敵には重火器の遣い手がひとりいる。それがソトキバを追って火線を走らせる。次々と飛来する弾はしかし遅く。


    　襲いかかる弾は一発残さず断ち割られた。前進。敵が次弾を装そう塡てんするよりも早く。


    　中央、胸を穿うがつ刺突。敵は即死。死を運ぶ世界最強の暗殺者。


    　倒してなお、敵は執しゆう念ねん深かった。手が胸に突き立った日本刀の刃を握り、引き抜かせまいと固定している。その一時の隙すきへ。


    　ソトキバ目掛け、飛来する縛ばく鎖さ。動きを封じようと遠距離から投げられた鎖くさりが、ソトキバの右手に絡まった。だが引かれ、倒されるよりも早く。あまりにも速く。


    　外そと木き場ばの左手が閃光を放つ。


    　斬ざん撃げきが鎖を両断する。外木場の手にあった長刀が、鎖を根元から切っていた。その動きに連動し、ソトキバも位置を変えている。鎖を操あやつっていた敵が、瞬またたく間まに沈黙した。


    　戦場の距離をあってなきが如ごとく、縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回るふたつの影。敵は遅い。一閃が煌きらめく度たび、血煙と命が舞い散った。


    　斬った。斬った。ただ斬り。躰の動くままに斬って。


    　進路を切り開く。敵は残り半数となっている。


    「順に攻めよ！　ひとりずつ、別個に相手すればよい！」


    　女王の下げ知ちに従い、群れが割れた。外木場へは三人が挑みかかる。残りはソトキバを先に封じるべく、包囲の輪を作った。その輪を狭せばめながら、じりじりと両者の間かん隔かくを引き離そうと狙ねらってくる。


    　囲まれながらも、ソトキバは応戦を続ける。人数の不利を承知しながらも、退ひかず。


    　退けるわけもなく。


    　敵の武器とかち合った刃が折られた。硬度のある大おお斧おのを相手に、数人を斬ってきた日本刀は強度を失っていた。残った柄つかと刃元を敵に投げながら、ソトキバは思考を巡らせる。


    　外そと木き場ば外うい郎ろーにとってはいかほどのことであろうかと。


    　ソトキバは、今近衛ここのえ久く遠おんのデータはそう考えていた。だからこそ。


    　思考が想像を補強する。想像によって、どこまでも強くなる虚構の王。


    　その進化、無限。夢幻の領域で生まれる力。


    　ソトキバの、久遠の両手が熱を持った。


    　振りかぶられる大斧を、右手が受ける。斧の刃は人間の腕などで止められるものではなかっただろう。だが虚構のソトキバ。


    　外木場外郎なら斧を止め得たであろうと想像する思考が、斧を防ぎ。


    　左手が拳こぶしを握る。それが刃へと叩きつけられ、粉ふん砕さいする。


    　外木場なら粉砕したであろうと考えることによって、現実を打ち壊す。


    　斧の柄を握り、ひねる。同じく柄を摑つかんでいた敵が、躰からだごと宙に浮かんだ。それを柄だけとなった斧で叩き伏せる。棒術を使わせても、外木場は超のつく一流。


    　だからこそソトキバもそれを使いこなせる。新たな武器を手に、包囲する敵へと打ちかかった。打ち上げる。突く。その速度についてこられる敵はもとより存在しない。


    　敵をふたりまとめて薙なぎ払う。弾はじき飛ばされた敵は、ちょうど反対側から跳ね飛ばされてきた味方に衝突し、こと切れた。


    　彼方かなたに見える外木場外郎。彼もソトキバと同じく、三人の敵を片づけ終えている。自分の周囲を掃そう討とうし終えた外木場が、もうひとりの自分のもとへ跳ね飛んできた。


    　残る敵は三人。それが一列となってふたりに襲い来る。


    　一列の状態から左右へ分散。三方向から、同時に斬ざん撃げきを放ってきた。


    　剣と剣、小刀。斧の柄と狼ろう牙が棒ぼうが嚙かみ合う。距離は近。


    　弾かれた武器と武器が、ふたりへと執しつ拗ように尖せん技ぎを向けてきた。高速で突かれる三手からの攻勢。外木場とソトキバは背を合わせ、互いの死角を庇かばい。


    　それを凌りよう駕がする速さで、外木場の右手が死を描く。


    　一騎を斬り伏せた。刀を使う敵が口元から下、喉のどを裂さかれて崩れる。


    　仲間がやられたことで、敵はようやく怯おびえを見せた。


    　ひとりが躰を返し、遠ざかる。逃走するのかと思いきや、敵は縛られている少女へ向かっているのだった。美み郁いくを人質に、攻める手を収めさせようという魂こん胆たんか。


    　後ろを見せた敵に、光が飛ぶ。死を伴う光。柄え軸じくが空間を駆けた。


    　美み郁いくへと迫る敵に、ソトキバの投げた斧おのの柄が貫通する。吐と血けつし、絶命する敵。美郁の目が開かれるのが見える。


    　残ったひとりは、外そと木き場ばの小刀が沈黙させている。


    　殺した数は、二十。いずれもかなりの遣い手揃ぞろいであり、《女王陛下の五十二枚》も含まれていたかもしれない。だがふたりの外木場にかかっては、敵ともならず。


    　死し淵えんにありながらも戦う両外木場の勢いを止められるものではない。


    　彼らの攻勢に押され、白しら雪ゆきは叫ぶ。


    「もう一度流星陣を！　左右を固めなさい！」


    　その声に、ソトキバは、久く遠おんは焦あせりを嗅かぎつける。


    　白雪は後退していた。そこへと、突出していく。戦闘者の本能、刀が弱みを見み逃のがさじと。


    　立ち塞ふさがる《粛しゆく正せい剣けん》が、女王の防壁となった。


    「円えん轟ごう、北ほく尖せん、旋せん演えん舞ぶ、玉ぎよく章しよう手しゆ翰かん、……左右を入れ替え当たりなさい。その後……」


    　使う技を指示する白雪。《共通意識カミからの贈恩ダウンロード》はこの期ごに及およんでもまだ効果を発揮している。白雪には繰り出そうとする攻撃の手が、外木場たちの思考は完読されている。


    　はずであったが。


    　ソトキバの一撃が、予想していた手と異なる動きを見せた。防御の型、玉章手翰を崩された《星せい南なん鬼き》が驚きよう愕がくする。


    「外した？」


    　配下の声に、女王は舌打ち。


    「そうか、プログラム！　ソトキバの存在は共通意識とリンクしていない！」


    　共通意識は生者の思考によって形作られる力場。


    　ソトキバはプログラムであるが故ゆえに、共通意識からの影響を受けない。共通意識中に、該がい当とうするデータが存在しない。


    　それは即すなわち、ソトキバには《共通意識カミからの贈恩ダウンロード》が効かないことを示していた。


    　その事実を覚さとったか。


    　外木場の右手が緩ゆるやかに動いた。《不ふ帰き羅ら蕃ばん剣けん》の一手。


    　ソトキバの動きを援護する形で剣先が伸びる。伸びかつ、激しく虚こ空くうを舞った。


    　彼の繰り出す手は白雪に読まれている。であれば自みずからが囮おとりとなって、二者の動きを惑わせることに専念しようという一手である。


    　彼の心積もりは、ソトキバにも伝わっていた。


    　振りかざされた《星南鬼》の直細刀を、かわし様ざま、それを握る手に手刀を叩き込む。刀が浮いたところを奪い、己おのれの手足の延長と変え。


    　放つ手は《万流ヴアーミリオン》。一線水平の、直じか突き。


    　細剣の先端が、爆発的な威力で突き出された。それを胸中に受けた《星せい南なん鬼き》は、瞬時に息絶えた。跳ね上がる切っ先はその隣、《星せい東とう鬼き》へも落ちかかる。


    　直刀の平でソトキバの剣を受ける《星東鬼》。だが敵はひとりではない。ふたりの外そと木き場ば。


    　外木場の刃が、ソトキバの攻撃に合わせて出されていた。低い体勢から、振り上げられるようにして、小刀が唸うなる。


    　直刀ごと撫なで斬る、即死斬ざん撃げき。《星東鬼》は避よけることもできずに切り分けられた。


    　倒される《粛しゆく正せい剣けん》。そして外木場たちが殺した数は。


    　二十二。その場にいた配下たちは、すべて大地に横たわっている。


    　それらには目もくれず、外木場とソトキバは、最大の敵へと歩を進めていく。


    　歩みは死への招待状。


    　白しら雪ゆきは動じていなかった。


    「たとえ《共通意識カミからの贈恩ダウンロード》が効かずとも、私の思考は働いている！　《晩餐会の十二人デイナーパーテイ》の高速思考をもってすれば、ソトキバ・ウィローの攻撃も読みきれる！」


    　彼女の認識は正しかった。


    　白雪のプログラム、その思考があるならば、この状態からでも外木場ふたりを始末することはできただろう。


    　しかしここにある奇跡は、運命すら跳ね返す力。


    《救世主殺しオラトリオスレイ》が、誰にも追いつかれることのない最強を可能にする。


    　白雪は、彼女の高速思考は、その事実を覚っていた。


    　自みずからの死すら予言する忌いむべき力が、残酷な終しゆう焉えんを告げていた。


    　己おのれの計画を破は綻たんさせる敵を、白雪は待ち受ける。その口からは言葉が流れた。


    「私は死ぬ！　私を殺せば、あなたたちも救われない！　誰も救われないというのに！」　


    　幾万の者を惹ひきつけた女王の言葉も、この場にいるふたりだけには響かない。


    　救いは我が手で摑つかまねばならないものなのだと。


    　ソトキバは征いく。止まらず。全身全霊。ただ殺すことだけを願い。ただひとりの少女のことだけを思い。命を消費し。奇跡を呼び込む糧かてと変えて。


    　神の思考すら届かぬ高みへ、進化する。


    　外木場の右手が煌きらめいた。


    　彼の対つい、ソトキバの左手が輝いた。


    　皎こう々こう、闇夜を照らし疾は走しる閃せん光こう。


    　外木場外郎の斬撃は、予測を許さぬ二重の刃。


    　最強の二重協奏曲ダブルミーニング。


    　二枚の刃が光速で合わさる。眼前、回避も能あたわず目を見張る白雪へ。


    　右からは外木場が。


    　左からはソトキバが。


    　二条の刃、その軌き跡せきが、美み日か月つきの躰からだに突き込まれていた。


    



    



    【七歳美郁と虚構の王／魂】


    　私が見ている前で、白しら雪ゆきさんは倒れていました。


    　私は外そと木き場ばさんたちが彼女に勝つところを見られませんでした。それらはすべて一瞬のうちに起こった出来事で、私が見たのは、ゆっくりと倒れゆく白雪さんだけだったのです。


    　気がつけば私は自由の身となっておりました。私の背後に現れた外木場さんが、縛っていた鎖くさりを断ち切ってくださいました。


    　私は白雪さんのもとへ、歩み寄ります。


    　躰には心臓付近に二か所、刃によって貫通した穴が空いておりました。


    　外木場さんたちが彼女へ放った一撃は、即死の決定打だったのです。


    　すべてを読み尽くせるはずの白雪さんにも、予測できなかった一手。それを打たせたのは、プログラムの持つ可能性であったのでしょう。


    　私は白雪さんの傍かたわらに近寄り、遺体を見下ろしました。


    　白雪さんの、姉さんの顔は、冷たく透徹していました。瞳を閉じ、安らかとも見えます。


    　死してなお美しいその姿を気にかけながらも、私は視線を上げました。


    　そこから離れたところに、所長代理は立っていました。


    　その目は、白雪さんの遺い骸がいに注がれておりました。白雪さんであり、もとは姉さんであった死者の顔を眺めながら、所長代理は無言で立ち尽くしていたのです。


    　それも長い時間ではありませんでした。


    　加か重じゆう召しよう喚かんプログラムが終息すると、所長代理の躰も崩れ落ちるように倒れました。肉体の限界は、気力ではどうにもならないほどにまで達していたのです。


    　私はそちらへ駆け寄ります。最後の瞬間は、すぐそこまで迫っていました。奇跡をもってしても止められぬ一幕が訪れようとしていました。


    　外木場さんもそれを知っておられたのだと思います。


    　所長代理の枕まくら元で立ったまま、瀕ひん死しの知ち己きに尋ねられました。


    「……とどめが必要か、久く遠おん？」


    　静かな口調でした。


    「おまえのやるべきことは終わった。長引くのが苦痛なら、介かい錯しやくしてやれる」


    　私は口を開こうとしました。ですが私より先に、所長代理が呟つぶやいていました。


    「……そうだね。どうもこれは、……酷ひどく苦しいな。死ぬっていうのは……」


    　所長代理の声は途切れがちで、弱々しく。


    　姉さんが語りかけてきたのは、その瞬間でした。


    『プログラムを使って、美み郁いく』


    　姉の言葉もまた穏やかでした。


    『私も九く音おんと行く。《非礼自在コトミカツキ》を九音に使って。痛い思いはさせたくない』


    「いいのですか？　プログラムを使えば……」


    『九音はもう助からない』


    　動揺すら感じさせず、姉は言いました。


    『それなら、私の《非礼自在コトミカツキ》で送ってあげる。私もいっしょに消えるから』


    「！　そんな、どういうことです？」


    　姉さんは私に謝りました。


    『ソトキバにプログラムを使うって決めたときから、そう考えてた。九音ひとりだけいなくなるんじゃないならいいかって思った』


    　姉さんが操あやつられていた所長代理に《非礼自在コトミカツキ》を使うことを認めたのは、自分も消えようとする意志を持っていたからだったのです。


    『本当はもう出てくるつもりじゃなかったの。ソトキバにプログラムを使ったとき、自己崩ほう壊かいを起こすように、私のデータにもプログラム破壊を設定した。だからね、私ももう消える』


    　淡々と、姉は頼みました。


    『お願い、美郁。九音のデータが消えたら、私もここにいたくない』


    　私が拒否する番でした。私は置いていかれようとしているのです。


    「そんなの、勝手すぎます！　姉さんまでいなくなったら、私は生きていられません！」


    『美郁はまだ死んじゃ駄目。あなたのために、九音は頑張ったんだから』


    　姉の言葉には、諭さとす調子がありました。年上らしいと感じさせる雰ふん囲い気きは初めてです。


    　私は駄々をこねるのを止やめました。


    　もう時間はありません。早く決めなければならないのです。


    「……本当にそれでいいんですか？　思い残したことなどは？」


    　何もないと、姉さん。


    『……最後に九音に会えて良かった。九音が約束を憶えてくれてて、良かった。それがわかっただけでも充分』


    　そこまでの会話が一秒弱。


    　私は脳内の会話を中断し、外そと木き場ばさんに言いました。


    「……私がやります」


    　姉の決意は固く、悲しいものでした。けれども私には、彼女の願いを聞き届ける責務があるように思われました。


    　私は所長代理の隣に膝ひざをついて、その手を取ります。


    　手と言わず足と言わず、所長代理の全身は傷のない箇か所しよがないほど破損していました。この状態では、息をするだけでも辛つらいでしょう。外そと木き場ばさんの申し出も、所長代理が助からないこともわかります。


    　それでもいざとなれば、なかなかできないものでした。


    　躊躇ためらう私に、所長代理は言います。私が何をしようとしているかを覚さとり、励ますように。


    「……僕はもう死んでるんだよ、美み郁いくちゃん。君が気にすることはないさ」


    　最後まで、馬鹿なことを言うのです。


    　私は、泣きました。


    　言いたかった言葉がいくつもありました。言葉は胸の内を駆け回っていました。


    　これが最後でした。もう話すことができないのだと知り、もう会えないことを理解した私の心身を、もどかしさと悲しみが襲っていました。


    　涙だけが流れ続けました。自分のものか、姉さんのものかわからぬほど、ないまぜになった感情が。


    　溢あふれ。とどめられずに。


    　心の内を語らせたのです。


    「……あなたのことは、そんなに嫌いでもありませんでした」


    　所長代理の微笑ほほえみは、優しく。


    「……そうじゃないかと思ってたよ」


    　プログラムの光が、私の掌てのひらを包み込みました。


    　データを消し去る《非礼自在コトミカツキ》が、所長代理へと流れ込みます。それは残った所長代理のデータに触れ、消滅させていくのです。


    　所長代理が消えゆく間ま際ぎわ、私の頭でも声が告げていました。


    『さようなら、美郁』


    　惜せき別べつの言葉も短く。


    　所長代理と姉さんは消えていきました。


    



    　私は動きませんでした。


    　炎も消え、灯りのなくなったその場所で。


    　亡くなった者の手を、自分の手で包み込んで。少しでも温かくあるようにと。


    　ずっと握っていたのです。
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    【今日を生きるための観察日記／⑥】


    　所長代理と姉さんの葬そう儀ぎから、一週間あまりが経ちました。


    　その日、私は事務所の片づけを終えたところでした。


    　所有者がいなくなった九重ここのえ探偵事務所は、私が後を引き継ぎ、管理することとなりました。


    　とはいえ、書類上の持ち主は私ではなく、保護者である麗れい華かさんにお願いしました。それに関する諸手続きもお任せしてあります。


    　私はしばらく事務所を閉めるつもりでした。私ひとりでは、探偵業などこなせそうもなかったからです。


    　そのために、私は事務所中を掃除して回っていたのでした。


    　難儀を極めたのは所長代理の部屋で、積もり積もったがらくたの山をどう処分するか、私は迷いました。しかし結局、所長代理の持ち物は品目ごとに整理され、二階の一部屋に収納されました。捨てるのは忍びなかったのです。


    　掃除を終えた私は、リビングの真ん中に立って事務所中を見回します。


    　事務所の雰ふん囲い気きは、変わってしまっておりました。


    　人ひと気けのなくなった九重探偵事務所は、やけにがらんとして見えました。見慣れた家具や家電が、初めて見るもののように思えます。


    　私はひとり、ソファに腰掛けます。


    　今、私はひとりきりでした。


    　所長代理が消滅した日からずっと、姉の意識は私の呼びかけに応えてくれませんでした。


    　危機の迫る状況でないとはいえ、私は彼女が《非礼自在コトミカツキ》の内部から消えてしまったことを覚っていました。姉が残した挨あい拶さつは、本当のことだったのです。


    　彼女のデータは、七なな歳とせ美み日か月つきは、今近衛ここのえ久く遠おんとともに逝いってしまったのでした。


    　姉さんがいなくなったことは、私に影を落としていました。彼女の消滅とともに、私の中から何か大事なものが抜け落ちてしまったようでした。


    　私はソファから長いこと動かずにおりました。思えばここで、どれだけの時間を過ごしたでしょうか。思い出はいくつでも浮かんできます。


    　けれど私が大切にしていた時代は、終わりました。


    　いつまでも事務所にとどまっていることはできませんでした。


    　私は入り口の脇にあるタイムカードを押しました。この作業も今日で最後です。


    　カードホルダーには、誰の名前が書かれた紙もありませんでした。


    　それを寂しく感じながらも、私は玄関の扉を閉め、鍵かぎをかけたのです。


    



    　オートロックを開け、マンションの部屋へと戻ります。


    　麗れい華かさんからは、帰りが遅くなると連絡をいただいておりました。本来の業務に加え、白しら雪ゆきさん関係の事後処理も引き受けておられるためか、麗華さんはあまり自宅に戻られていませんでした。


    　話し相手のいないマンションで、私は時間を潰つぶします。


    　麗華さんだけでなく、ユウさんも入院されていました。対ソトキバ戦での負傷と、その前日に負った怪け我がは、さすがのユウさんでも一週間やそこらで完治することはなかったのです。それに《空色々紙クリアカラー》を打たれたことも、躰からだに影響しているのだろうと思われました。


    　一日は早いようで、遅く感じられました。


    　私はやることを考えつけなくなっていました。事務所の整理は、何も考えずに済むからやつていたようなもの。


    　何をしなければならないのかを考えつつも、それをやる気力が失せていました。


    　自分には何も残っていないように思われたのです。


    　私は自室のベッドに横たわり、天井を見上げておりました。


    　電話が鳴ったのはそのときでした。


    　私は枕まくら元の子機に手を伸ばし、受話器を耳に当てました。


    　この番号にかけてくるのは麗華さんしかおりません。私は友人たちとの繫つながりもなくしており、彼女とユウさんを除いては、この番号を知っているひとはいませんでした。


    「……はい。私です」


    　しかし聞こえてきたのは、麗華さんの声ではありませんでした。


    『美み郁いくか』


    　その声に、私は跳ね起きていました。


    　受話器からは、外そと木き場ばさんの声が流れてきていたのです。


    　外木場さんはすぐに話し出されます。


    『伝えておくことがある。九重ここのえ白雪についてだ』


    　外木場さんと話すのは、六月七日以来でした。七日の深夜、所長代理が消えるのを見届けた後、行方ゆくえが摑つかめなくなっていたからです。あれだけの怪我にもかかわらず、外木場さんは他にやることがあると言って消えられたのでした。


    「私は構いませんが、……盗聴は平気ですか？」


    　外木場さんが電話を使われるのは珍しいことでした。電話はその性質上、他者に情報を奪われやすいため、これまで外木場さんは連絡手段としてのそれを信用されていませんでした。


    　私の危き惧ぐは、外木場さんも考えておられたのでしょう。


    『白雪の能力を思い出せ。奴の前では、いくら隠し事をしようとしても、どのみち暴あばかれてしまう。内密な案件でなければ構わない』


    「白しら雪ゆきさんは死にました」


    　私はそれだけを言いました。そう思い込みたかったのです。


    　けれども外そと木き場ばさんは、いつも事実しか仰おつしゃいません。


    『この数日、俺は各地の情勢を調べて回っていた』


    　私が知りたくなかったことが告げられます。


    『白雪の残した細胞そしきは、まだ各地で活動している。奴が死んだとは思えない。九重白雪はまだ生きている。生き延びて、計画を続行している』


    　その言葉に、私は電話を耳にしたまま頷うなずいていました。


    「……やはりそうでしたか」


    『予想していたようだな？』


    「データ複製の件がありましたから。白雪さんなら、自みずからの予備を用意しておくくらいのことはなさると思っていました」


    　私は記憶をさらいます。


    　自らデータと化し、自分自身を複製した人物の存在が、私の脳のう裏りにこびりついていました。そのかたのことがあったればこそ、私は白雪さんが消滅したと考えきれなかったのです。


    　データは複製することができる。その技術は確立されている。


    　用意周到な彼女なら、万が一自分が倒された場合の事態も想定しているはず。万が一どころか、一兆分の一の確率でも想定しておられるのが、白雪さんというひとでした。


    　おそらく、彼女はどこかで生きている。


    　もしそうでなくとも、彼女の遺志を継ぐ者たちによって、九重ここのえ白雪の計画自体は中断することなく続いているはず。


    　私はそう危き惧ぐしていたのです。


    　私の考えに、外木場さんも意見を加えられました。


    『……白雪の代わりはいない。奴なら自らの手で計画を完かん遂すいしようと考えるはずだ。人任せという言葉は、奴に似つかわしくない。奴は自分を誰よりも信じている』


    「……そうですね。《核代神的崩ほう壊かい》とかいう企たくらみを最後まで見届けなければ、死んでも死にきれないでしょうから」


    　外木場さんの声は、剛ごう毅きと感じられました。


    『その計画を、阻そ止ししなければならない』


    　でなければまた犠ぎ牲せい者が出る。ユウさんが語られたように、私のような境遇に陥おちいるひとも出てしまうでしょう。


    『絶望的な戦いになるだろう。その計画がどういうものかも、具体的には判明していない。白雪の予備体バツクアツプがいくつあるのかも不明だ。それらをまとめて潰つぶすのは容易ではない』


    　外木場さんの言葉が続きます。


    『無事で済む保証など、どこにもない戦いだ。……《非礼自在コトミカツキ》のプログラム消去能力が使えなくなったお前には、できることもそうないだろう。ここで関わり合いになるのを止やめてもいい。蓬ほう萊らい麗れい華かのもとで、今の暮らしを続けていくこともできる』


    　外そと木き場ばさんのお話は賢論でした。


    　けれども私は、そんな申し出を受け容れることはできません。


    　私はもう、受け継いでいたのです。私の命は、私の自由になるものではありませんでした。


    　それは護られ、託された生で。


    　外木場さんへ告げようとする私に、続きが話されます。


    『だが、それでももし反抗するというのなら』


    　私の鼓動が脈打ちました。


    『使え。化粧台の引き出しだ』


    　私は言われた場所を開けました。


    　そこにあったのは、ケースに入った一本の炭素繊せん維い。


    「……プログラム……」


    　多角的推理プログラムが、届けられていたのです。


    『……それにはことの始まりからを記録した過去が秘められている。残された男のデータが、お前に真実を語ってくれるだろう。お前がこの先に踏み入る気なら、それが助けになるはずだ』


    　ケースに収められた繊維は、鈍にぶい光を宿していました。それが忌いまわしいものでないとしても、プログラムが危険な存在であることは変わりません。


    　しかし、それがどうしたというのか。


    　傷ついた世界最強の暗殺者に、私は確かめました。


    「外木場さんは、まだ戦われるのですね？」


    　私の問いに、受話器の向こうで頷うなずく気配。


    『……俺は依頼を受けた。それをやり遂とげるまで、止やめることはできない』


    　電話はそこで切れました。外木場さんは私に決断を任せ、ご自分の仕事に戻られたのです。


    



    　私は子機を戻しました。


    　プログラムを見つめながら、外木場さんの話に思いを馳はせます。


    　勝てる見込みはない戦い。


    　先の見えない地獄に、外木場さんは向かわれると仰おつしゃいました。思うように動かない躰からだでありながら。たとえ勝てたとしても、何が得られるのかもわからぬ宵よい闇やみの戦いに。


    　ならば私も約束しましょう。


    　私は目の前のケースを手に取り、細い繊維を取り出しました。


    　ここにどんな謎が隠されているのか。


    　私はプログラムをこめかみに触れさせます。冷たい金属の感触が、私を誘い、同時に今ならまだ引き返せるのだと囁ささやいていました。


    　けれども私の心は、とうに決まっておりました。


    　部屋の向こう。姿見には、私の虚像が映ります。


    　彼女に向かって、私は微笑ほほえみ。


    　鏡の中の私は、少しだけ寂しそうに笑い、それでも頷うなずいてくれました。


    　私はプログラムを自みずからの肌に突き刺します。血液中に溶けていくデータが、私の思考と混ざり合い、悶もだえる苦しみへと変わります。


    　けれど私はその痛みを堪こらえ、負けまいと倒れず。


    　プログラムの浸しん食しよくを受けながらも、私は誓いを口にしました。


    　ここに収められたデータがどんな謎を見せようと、必ずそれを解明する。


    　私は私が燃え尽きるまで、彼女の後を追いかける。


    　そして彼女を。我が敵を。


    　彼と姉が死ぬことになった元凶はじまりを。


    



    　白しら雪ゆきさんを、殺します。

  


  [image: ]


  
    遠い山なみのあとがき


    



    　お買い上げありがとうございます。日夜必殺剣について考察を続ける男、陸くが凡ぼん鳥ちようです。この前考えすぎて知恵熱出た。


    　そんなこんなで、三巻です。予告どおり、大変なことになりました。鹿の出る余地なんかまったくないわ！　空気読め、空気！　エア彼女生み出すくらい敏感になれ！


    　この巻あたりから、物語はぐいぐい進んでいくことになります。あれです、本シリーズ、コズミック・エンターテイメントですから。ガガガの文庫目録でこう紹介されているのを読みまして、次の日『コズミックエンターテイメント』って、八十五回くらい口にしたからね！　どんだけ気にいってるんだという話ですが。


    　今回、本編がシリアスなので、あとがきもはっちゃけにくいです。例えるなら、休み時間にひとりで本読んでる子には話しかけにくい、みたいな。もっとフランクにいこうぜボーイ！　みたいなことなんですが、なかには陸のように、読書の邪魔されるとマジギレする危険分子もいますから、充分な注意が必要です。


    　それでも友達を増やしたいときは、①さりげなく近づき、②相手が何を読んでいるのか確かめてから、③「その本面白い？」がベストな接近方法です。そして④で、とんでもない答えが返ってきて言葉に詰まるのが、由ゆい緒しよ正しきベタではないでしょうか。相手と趣味が一致するなんてのは、今こん日にち、奇跡です。特に読書とかはジャンルも広いし。『趣味・読書』のファジーさときたら、読書中の陸がする返事よりも曖あい昧まいです。


    　それから、履歴書の趣味欄に、『読書』や『音楽鑑賞』と書き込む人間は信用できません。これは陸の人生哲学です。もうそんなこと書く奴に、ろくなのいないです。あ、僕ですか？　勿論読書と音楽鑑賞って書きますよ？　ここに実例がいる以上、否定できまい！


    　なんだかんだではっちゃけてます。言行不一致極まりない、それが陸イズム。


    



    　ではここから謝辞。


    　何よりもイラストの甘あま塩じおさんにごめんなさいを。毎回ややこしい設定送ってすみません。


    　あとがきネタ提供、ミスター・Ｊ氏にもお礼を。ただ、お前のペンネームはどないやねん。


    



    　最後、恒例となりつつある告知です。


    　次巻は過去篇を予定してます。一～三巻に至るまでに何があったのか。そのいちばん初めの出来事を描く話になります。言うなれば第一部。『○ァントム○ラッド』ですな。


    　ここまでの伏線なども明らかになったりとかしちゃったりする感じです。陸的には過去最高傑作だと思ってますので、……期待してくれていいぜ？


    　※予告は断りなく変更される場合があります。

  


  
    陸　凡鳥


    Boncho Kuga


    



    立命館大学卒。過去、悪の組織に捕らえられ、改造されかけるも、身体検査で落とされた経歴を持つ。『弱すぎる再生怪人を考えなおす会』関西支部代表。代表だが、その権力は無きに等しい。
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